















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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まえがき




　前巻の『天に月、地に剣』から約半年。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズの第二巻『狼の魂、竜の光』をお届けいたします！

　おひさしぶりです。ＧＭ兼著者の久保田悠羅です。




　前巻のまえがきにも書きましたが、本シリーズは『アリアンロッド・サガ』という大きなプロジェクトの一角を担うものでもあります。

　前巻が発売された時は、『アリアンロッドＲＰＧ』のデザイナーでもある菊池たけしのリプレイ『アリアンロッド・サガ・リプレイ①　戦乱のプリンセス』と、舞台となっているワールドを紹介している『アルディオン大陸ガイド』の二冊しかなかった『アリアンロッド・サガ』シリーズですが、その後『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズや小説、さらには文庫サイズのワールドガイドなども発売され、『アリアンロッド・サガ』シリーズもかなり賑やかになってきました。

　三シリーズのリプレイも、二〇〇九年三月に発売された『アリアンロッド・サガ・リプレイ②　最強のフィアンセ』より、いよいよ二巡目に入りました。

　そこで、この場を借りてそれぞれのシリーズについて簡単に解説したいと思います。




●アリアンロッド・サガ・リプレイ

　赤竜王国レイウォールの王女でありながら、陰謀に巻き込まれて国を離れた少女ピアニィの物語を中心としたリプレイシリーズです。著者は菊池たけし。通称──サガ無印リプレイで、『戦乱のプリンセス』『最強のフィアンセ』の二巻まで発売されています（二〇〇九年五月現在）。

『アリアンロッド・サガ』という巨大なプロジェクトのコアとなるリプレイで、ＰＣのキャラクターレベルが12レベルからスタートという、高レベルでのセッションを紹介しているリプレイでもあります。




●アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス

　本書のシリーズで、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』の時代から、時を遡ること五年。帝紀八〇七年のアヴェルシア王国を舞台としたリプレイです。著者は私、久保田悠羅です。

　ＰＣは全員キャラクターレベル１から始まり、『アリアンロッド』をあまりプレイしたことがない、あるいはＴＲＰＧ自体が初めてという方がプレイヤーとして参加しています。『アリアンロッド・サガ』導入用の紹介リプレイとして位置づけられています。




●アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク

『アリアンロッド・サガ・リプレイ』の対となるリプレイ。舞台もレイウォール王国と敵対している白竜王国グラスウェルズへと変え、その国の騎士団に属するナーシアという少女の物語を中心としています。著者はファーイースト・アミューズメント・リサーチ（Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）の社長でもある鈴吹太郎。二〇〇九年五月現在、第一巻の『ファントムレイダーズ』が発売中で、同年七月には第二巻が発売される予定になっています。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズとのさまざまなリンクを想定しているため、こちらもＰＣのキャラクターレベルは12レベルとなっています。




●アリアンロッド・サガ

　こちらはリプレイではなく小説で、タイトルは『ルーズ・ソードマスター』。著者は矢野俊策です。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』で彼が担当しているＰＣ、アル・イーズデイルを主人公としています。

『戦乱のプリンセス』の直前にアルが遭遇した事件を扱っており、『ブレイク』のＰＣナーシアも登場しています。また、間接的にではありますが、『アクロス』の後日談の要素も含まれています。




●ワールドガイド

『アリアンロッド・サガ』の舞台となっているアルディオン大陸を紹介しているガイドブックで、『アルディオン大陸ガイド』と『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド　ベネット見聞録』の二冊があります。後者は導入用として、前者はより詳細な情報を知りたい人向けという位置づけになっていますが、後者の方が発売があとのため、リプレイによる状況の変化なども反映されています。




　これらのシリーズは、それぞれが異なる目的を持って書かれており、単体でも十分に楽しめるようになっています。しかし、他のシリーズも併せて読むことにより、深いところで密接に絡み合っているのを発見できるはずです。

　ＰＣ同士、ＰＣとＮＰＣとの交流はもちろん、とあるシリーズの裏の事情が別のシリーズで描かれていたり、他のシリーズで起こった事件と連動していたりと、ひとつのシリーズを読むだけでは味わうことのできない、楽しみや驚きを見つけることができるでしょう。

　それはもちろん、本書、本シリーズでも同じです。ぜひ、他のシリーズも一緒に読んで、これらのリンクを楽しんでいただければと思います。

　それでは、解説はこの辺で終わりにして、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス②　狼の魂、竜の光』の本編へと参りましょう。
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　帝てい紀き八〇七年一〇月───。




　アルディオン大陸の二大強国のひとつ、白竜王国グラスウェルズが隣りん国ごくのアヴェルシア王国へと侵しん攻こうを開始した。

　これに対してアヴェルシア王国は、友好国である赤竜王国レイウォールの援えん軍ぐんが到とう着ちやくするまでの時間を稼かせぐために、傭よう兵へい隊〝黄金の狼おおかみ〟を前線に派は遣けん。だが、レイウォール軍の足は遅おそく、〝黄金の狼〟は全ぜん滅めつの危き機きに陥おちいる。この危機を脱するため、〝黄金の狼〟隊長のカテナ・アウレアは全軍に散開、撤てつ退たいを命じるも戦力の三割わり以上を失い、〝黄金の狼〟はこの戦いにおいて全滅してしまう。

〝黄金の狼〟に所しよ属ぞくする傭兵、ユンガー、エルザ、ツヴァイ、ダインの四人は、幻まぼろしの都市オートニアを抜ぬけることによって、かろうじて戦場からの撤退に成功。さらに彼かれらは、グラスウェルズ軍に占せん拠きよされていた都市クロフトを、仲間の傭兵や街の自じ警けい団だん、神しん殿でん、さらにクロフト伯はくの協力によって解かい放ほうした。その後四人は、〝黄金の狼〟の副隊長ノルベルト・ダールマンの勧すすめもあって新たに傭兵隊を結成。全滅した〝黄金の狼〟の名を継つぐことを決意する。

　新生〝黄金の狼〟の最初の仕事は、クロフトで助けた傭兵仲間のミリアからの依い頼らい。それは、アヴェルシア王と王おう妃ひの救出であった……。
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆今回予告とレベルアップ！




　時は遡さかのぼり、二〇〇八年もあと少しで終わろうとしていた頃ころ。ファーイースト・アミューズメント・リサーチ（Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）の事じ務む所しよで、ふたりの男が話していた。




ゆーら：カテナ、出ちゃいましたね。

鈴吹：うん、出たね（笑）。

ゆーら：ところで、なんで彼かの女じよはバルムンクを追っているんでしょう。

鈴吹：それって、ゆーらさんが『ブレイク』で言い出したことでしょうが（笑）。




　ひとりはもちろん著ちよ者しやである久保田悠羅くぼた・ゆうら。もうひとりは、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社長でもあり、『アリアンロッド・サガ』の別シリーズのリプレイである『ブレイク』を担たん当とうしている鈴吹太郎すずふき・たろうである。

鈴吹：まぁ、次の『アクロス』でその辺りのことを明めい確かくにしてくれると、こっちのシリーズがかなり楽になるかな（笑）。




　カテナは『アクロス』の一巻に登場したＮＰＣなのですが、『ブレイク』ではＰＣとして登場しているのです。ちなみに、プレイヤーは私──久保田悠羅が担当しています。

[image: ]




鈴吹：まぁ、シナリオの路線としてはさっきの感じでいいんじゃない？　じゃ、これから別の打ち合わせがあるから、あとは任まかせた！（会議室へ去って行く）

ゆーら：ちょ、待っ！　しゃ、社長[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！




　とゆーよーな、ＧＭの悲しい叫さけび声ごえをバックに、この『アクロス』シリーズに参加しているメンバーを紹しよう介かいすることにしましょう。




ゆーら

　本名は久保田悠羅。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員で、ゲームデザイン、蘊うん蓄ちく本の執しつ筆ぴつ、進行管理、編へん集しゆう、事じ務むなどをマルチにこなすゲームデザイナーでもある。

『アリアンロッド』シリーズでは企き画かくの立ち上げから、システムデザイン、ワールドデザインなどをサポートし、『ハートフル』シリーズのリプレイのＧＭと執筆も担当していた。

　本シリーズのＧＭ兼けん著者でもある。




矢薙直樹やなぎ・なおき

『ナイトウィザード The Animation』の柊蓮司ひいらぎ・れんじ、『銀ぎん河が鉄道物語』の有紀学ゆうき・まなぶ、『遊☆戯☆王5D's』の炎えん城じようムクロなどを演えんじている声せい優ゆう。フリーマーチという企画会社の社長でもある。『ナイトウィザード』シリーズの数々のリプレイにも出しゆつ演えんしている。

『アリアンロッド』のプレイ経けい験けんはあまりないものの、本リプレイシリーズでは傭兵隊の小隊長ユンガーという重要な役を担当。前ぜん巻かんでは、数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけ、全滅した傭兵隊〝黄金の狼〟の名を継ぐ新たな傭兵隊を立ち上げた。




[image: ]村清子よしむら・きよこ

『鉄くろがねのラインバレル』のシリーズ構こう成せいと脚きやく本ほんを担当した脚きやく本ほん家か。他にも『ウィッチブレイド』『トリニティ・ブラッド』『ナイトウィザード The Animation』など、さまざまなアニメ作品の脚本を担当している。また、小説（『ナイトウィザード』のアンソロジーノベル『魔ま法ほう使つかいと、休日の過すごし方かた』など）、ドラマＣＤ、ゲームシナリオなどでも活かつ躍やく中。

　本シリーズでは、エルザ・ブルックスという魔法使いのＰＣを担当。商人の娘むすめという特とく徴ちようを活かし、前巻では初めてＲＰＧをプレイしたとは思えない活躍を見せてくれた。




きくたけ

　本名、菊きく池ちたけし。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の副社長で、『アリアンロッドＲＰＧ』のゲームデザイナー。『ナイトウィザード』『セブン＝フォートレス』などのシリーズ（共にエンターブレイン刊かん）を世に送り出している。

　リプレイにプレイヤーとして参加する時は、脇わき役やくとして主人公を盛もり上あげる立場のＰＣを担当することが多いが、本シリーズでは珍めずらしく熱血少年のツヴァイを演えんじている。反目しながらも協力する、矢薙さん演えんじる隊長ユンガーとのやりとりに今回も期待！




えんどー

　本名、遠藤卓司えんどう・たくじ。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属のゲームデザイナー。『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』『アルシャードff』など、彼が手て掛がけたＲＰＧは多た岐きにわたる。

　本シリーズではエクスマキナ（機械人）のダインというＰＣを担当している。ダインはアコライトとして味方の怪け我がを治しながら、盾たて役（戦せん闘とうにおいては前線に立ち、味方を守る盾となる役目のこと。壁かべ役ともいう）もこなすという、まさにパーティの生命線となっている。

　なので、前巻では二度も戦闘不ふ能のうになってしまった。果たして、今回は……。




　今回も前回同様、以上のメンバーでお送りいたします！




＊　　　＊　　　＊




ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：それでは、『アクロス』シリーズ第二巻のセッションを開始いたしましょう！　ところで前巻までの物語は憶おぼえていますか？

[image: ]村：もちろんです。ちゃんと『アクロス』の一巻も読んできました。

矢薙：僕ぼくもです（笑）。

ＧＭ：ありがとうございます。

[image: ]村：他にも送っていただいた『アイテムガイド』とかも読んだんですけど、こういうのってすごく楽しいですよね。何を買おうかな～とか、いろいろと考えちゃいました。

きくたけ：[image: ]村さんが、すっかりＲＰＧにはまっている（笑）。

えんどー：買い物はＲＰＧの基き本ほんですからね。

ＧＭ：まぁ、実じつ際さいの買い物はレベルアップの時ということで、ここで一いち応おう前巻のおさらいをしておきましょうか。

矢薙：はい！　全滅した傭兵隊〝黄金の狼〟の名を継つぎました！　そしてユンガーが隊長になりました（笑）。

きくたけ：いきなりそこかっ！（一同笑）

矢薙：ユンガー的には大事なところですよ（笑）。

[image: ]村：あと、前巻の終わりで傭兵仲間のミリアちゃんからの依頼を受けたんですよね。

[image: ]

えんどー：しかも、ミリアはラドフォードという伯はく爵しやく家けの娘で、なんとお姉さんがアヴェルシア王国の王妃だったという事実が発覚（笑）。

きくたけ：そう、そうなんだよ！　貴き族ぞく嫌ぎらいのキャラクターという設せつ定ていにしたら、なんと隊長が貴族で、さらに仲間のミリアまで貴族だったんだよ。これは絶ぜつ対たいに何かの罠わなかと思ったもんな（一同笑）。

ＧＭ：いやいや、偶ぐう然ぜんですって。それにミリアは貴族だなんてことを気にしていませんから。そりゃもう、ツヴァイ一筋です（一同笑）。

きくたけ：じゃあ、今回はその辺りのロールプレイを入れていこう（笑）。

矢薙：ところで、隊長のカテナさんの行方は分からないままなんですか？

ＧＭ：残念ながら、前巻のラスボスだったグレゴリー・バクスターによって、どこかに移い送そうされたというところまでしか分かっていません。

[image: ]

えんどー：前巻では全員がグレゴリーに倒たおされてしまったので、カテナ隊長の行方を訊きくことができませんでしたからね。

きくたけ：くそーっ！　次に会ったらぶちのめしてやる（笑）。

[image: ]村：それで、ミリアちゃんからの依頼は、アヴェルシアの王様や王妃様を助けることでいいんですよね？

ＧＭ：ＯＫです。あと、ミリアから提てい示じされた報ほう酬しゆうはひとり二〇〇〇Ｇです。前回は誰だれも訊きいてこなかったんで、補ほ足そくしておきます。

きくたけ：そういえばそうだった。つい、ノリで依頼を受けてしまったんだっけ（笑）。

[image: ]村：でも、ミリアちゃんからの依頼だったら受けて問題なしですよ。

ＧＭ：なお、前回のエンディングでアヴェルシア王国の王都フェリストルまで到着していますので、今回は、そのフェリストルからスタートとなります。では、今回予告を読み上げます。




　グラスウェルズ軍に攻せめ込こまれたアヴェルシア王国の王都フェリストル。

　頼たのみの綱つなのレイウォール軍はいまだ到とう着ちやくせず、すでに王おう城じようの中にまでグラスウェルズ軍が入り込み、フェリストル城じようが落ちるのも時間の問題かと思われた。

　そんな時、〝黄金の狼〟の四人はグラスウェルズ兵に追われるひとりの女じよ性せいと出会う。そして、彼女との出会いは傭よう兵へいたちをフェリストルの地下水路へと導みちびく……。

　時に帝てい紀き八〇七年──。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

　　　　　───第三話「逃とう走そうのワルツ」




　……すべては、竜の石の導きの下に。




ＧＭ：こんな感じです。

矢薙：地下水路？

きくたけ：おぉ～、今回はいかにもダンジョンという感じだな。

ＧＭ：そうです（笑）。『ドレッドダンジョン』のダンジョンルールも一部使用します。

きくたけ：一部？

ＧＭ：明めい度どのルールだけです。せっかくランタンを持っているＰＣがいるので、それは利用しようかと（笑）。

[image: ]村：明度って色の明るさのことじゃないですよね？

ＧＭ：『アリアンロッド』のルール用語で周囲の明るさのことです。くわしくは、ダンジョンに入った時に説明しますね。

えんどー：ダンジョンか……。矢薙さんがんばってくださいね。

矢薙：え？　僕？

えんどー：ダンジョンといえばシーフの出番ですよ。

矢薙：（自信たっぷりに）任まかせてくださいよ。僕はみなさんのリーダーですから（笑）。

ＧＭ：ちなみに、すでにみなさんはフェリストルについているところから始めます。ですから、買い物とかはクロフトで準じゆん備びしてきたということにします。

きくたけ：街の中が戦せん闘とう状じよう態たいじゃ、買い物なんてできないからな。

ＧＭ：そういうことです。それでは、各ＰＣのレベルアップをお願いします。前回のシナリオでは21点の成長点を手に入れていますので、第一話と合わせて41点になりますね。２レベルになるのに10点使っているので残りは31点です。

きくたけ：レベルアップに20点だから、一回だけクラスチェンジもできるな。

ＧＭ：フェイトを１点増ふやすこともできますよ。

[image: ]村：使わないとダメなんですか？

ＧＭ：いえいえ。次の成長のために残しておいてもいいですし、使ってもいいです。

きくたけ：エルザはメインクラスはメイジだから、クラスチェンジするなら、セージやサモナーが向いているかな。

ＧＭ：セージは『上級ルール』に載っている賢けん者じやですね。サモナーは召しよう喚かん士しで使い魔ま──ファミリアが手に入ります。

[image: ]村：確たしか、ファミリアって外見は好きにしていいんですよね。たとえば、前回連れてきたオルゴーレムのメロディちゃんを、ファミリアにしちゃっても大だい丈じよう夫ぶですか？

[image: ]

ＧＭ：メロディちゃんをファミリアに？

きくたけ：それ、面白いな。なるほど、そういう手があるか。

[image: ]村：どうですか？

ＧＭ：ＯＫです。それに、ファミリアになればデータとかどこにいるのかとか、考える必要がなくなるので、こちらも楽になりますし（笑）。

えんどー：常つねにエルザと一いつ緒しよにいることになりますしね。

[image: ]村：そっちの方がうれしいかも。じゃあ、リボンでちょっとオシャレさせます。あっ、顔に目も書いちゃおーっと（一同笑）。

矢薙：[image: ]村さん、やるなぁ～。




　とゆーわけで、メロディちゃんをイラスト化いたしました。




えんどー：あと、サモナーの自動取得スキルの《ファミリア》によって、ＭＰが増えるのが大きいです。

[image: ]村：それはいいですね。

きくたけ：《ガーディアン》とか《サモン・アラクネ》とか便べん利りなスキルもあるしね。

[image: ]村：あっ！　トランさん（『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』に登場したＰＣ）が使ったスキルですね。

きくたけ：そうです（笑）。

えんどー：まぁ、そろそろ別のクラスのスキルが欲しくなりましからね。そんなわけで、私もモンクにクラスチェンジする予定。ＨＰ足りないっちゅーの！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：第一巻では二話とも戦せん闘とう不ふ能のうになっているからね。

えんどー：だが、それも昨日までのこと！　モンクになってＨＰを増やし、《インデュア》を取ることでバッドステータスも防ふせげば未来は明るい！

きくたけ：がんばれ、えんどーちん！（笑）

ＧＭ：それと、今回雇やとい主ぬしのミリアがゲストとして参さん戦せんします。これがデータね（キャラクターシートを渡わたす）。

きくたけ：どれどれ……。シーフ／ダンサー？

ＧＭ：踊おどって殴なぐる、短剣二に刀とう流りゆうの戦闘シーフです。なので、トラップの探たん知ちや解かい除じよはかなり苦にが手て。その辺りはユンガー隊長にお任せすることになるかと。

矢薙：任せていただこう（一同笑）。

　プレイヤーの人数が足りない。あるいは、当日になってプレイヤーのひとりが急に参加できなくなった──などの経けい験けんがある方はけっして少なくないと思います。

　そのような時はシナリオの内容を変へん更こうして対応することもできますが、ゲストをパーティのメンバーに追加するという方法もあります。ゲストとはＮＰＣの分ぶん類るいのひとつで、ＰＣと同じようなデータを持っているＮＰＣのことです。

　なお、ミリアはＰＣと同じようにフェイトも持っていると設定していますが、もちろん持っていなくても問題ありません。ただし、フェイトを持っていることにすると管理するデータが増えますので、ある程度ゲームに慣れてからの方がいいでしょう。

　とゆーことで、今回のリプレイではＮＰＣの運用の例なども紹しよう介かいしていければと思い、前巻ではエキストラだったミリアをゲストとして参加させました。




きくたけ：それで、ミリアはどう使うの？

ＧＭ：基き本ほん的てきには普ふ通つうのＮＰＣと変わらず、ＧＭである私が担たん当とうします。ただし、判定を行なう場合はプレイヤーの誰かにダイスを振ってもらいますので、よろしくお願いします。

えんどー：ＧＭはダイスを振らないんだ。

ＧＭ：判定の結果によってシナリオの分岐などに影響することもありますから。あと、戦闘の時もすべてプレイヤーが扱ってください。

矢薙：誰が振ってもいいんですか？

ＧＭ：誰でもＯＫです。持ち回りでも構いません。スキルやフェイトについては、ダイスを振る人が使用するか決めてください。

[image: ]村：それは責任重大ですね（笑）。

矢薙：少なくともきくたけさんは、振らない方がいいかもしれない。

きくたけ：え？　なんで？

矢薙：ダイス運が悪いから（笑）。

きくたけ：そ、そんなことないやい！（一同笑）

えんどー：じゃあ、私がミリアの判定や行動を担当しましょう。ダインは回復役なので、攻撃をすることはないですしね。




　さて、この他にＮＰＣをパーティの仲間として使用する場合、他にもいくつか注意しなければならないことがあります。それらについてはあとがきでくわしく解説していますので、そちらをお読みください。




ＧＭ：さて、それではレベルアップとアイテムの買い物といきましょうか。

一同：はーい。




●ユンガーの場合（３レベル）

ＧＭ：では、まずは新生〝黄金の狼〟隊長のユンガーからどうぞ。

矢薙（以降、ユンガー）：ユンガーです。レベルが３になりまして、能のう力りよく基き本ほん値ちは【器き用よう】【敏びん捷しよう】【感かん知ち】を上げました。ＨＰは33、ＭＰは45です。あと、成長点を使ってフェイトを１点上げたので、６になりました。

ＧＭ：スキルは？

ユンガー：《インタラプト》（＊）と《ボウマスタリー》（＊）を取しゆ得とくしました。

ＧＭ：《インタラプト》か……。ＰＣ側の切り札ふだが一枚増えたのか。

ユンガー：ものすごく使えるスキルだと、きくたけさんに教えてもらったので（笑）。あと、ダンジョンということなので、装そう備びもシーブズツールからセブン・ダブに替えました。これでトラップ解除の時に＋２できます。

きくたけ：今回はダンジョンだからね～。

ユンガー：トラップ探知や危き険けん感知も１上がったので、そちらは任まかせてください。

ＧＭ：今回予告をうまく活用していただいてうれしいです（笑）。じゃ、次はエルザ。





（＊）《インタラプト》　シーフのスキル。相手のスキルを打ち消すことができる。

（＊）《ボウマスタリー》　レンジャーのスキル。弓の命中判定のダイスを一個増やす



[image: ]




●エルザ・ブルックスの場合（３レベル）

[image: ]村（以降、エルザ）：はい。まずはサポートクラスをサモナーにクラスチェンジしました。これでメロディちゃんはめでたく、わたしのファミリアになりました。

一同：おぉ～。

エルザ：これでいつでも一いつ緒しよに行動できます。それで、メロディちゃんが「がんばってっ！」と側そばで歌ってくれてるんです。それに元気づけられて、ＭＰが30点増ふえています（笑）。

ＧＭ：そういう理由なんだ（笑）。

エルザ：はい（笑）。あと、レベルが３になって、【知力】【感知】【精せい神しん】を上げています。スキルは《フレイムロード》を３から４レベルにして、みんなのお勧すすめということで《ガーディアン》（＊）を取りました。

きくたけ：《ガーディアン》は超ちよう重じゆう要ようです！

エルザ：装備はグリモアを奥おう義ぎ書しよに替えて、あと手て提さげバッグ（＊）を導どう入にゆうしました。これでまたさらにいろいろと持てるようになりますよ（笑）。

ユンガー：いかにも商人という感じですね（笑）。





（＊）《ガーディアン》　サモナーのスキル。一シナリオに一回だけダメージを０にする。

（＊）手提げバッグ　所持可能重量を増やすアイテム。ただし、片手を使用しなければならない。



[image: ]




●ツヴァイの場合（３レベル）

ＧＭ：次はツヴァイ！

きくたけ（以降、ツヴァイ）：レベルが３になって、【器用】【敏捷】【感知】を上げた。レベル４の時には、この三つがすべて１ずつ上がる予定だ。ＨＰが42、ＭＰが31、今のところクラスチェンジの予定がないので、フェイトは１点伸のばして６にした。

ＧＭ：ウォーリアとガンスリンガーだと、取るスキルが多いですからね。

ツヴァイ：そうなんだよ～。だから、今は地道地道に行くぞ。装そう備びは基本的に変わらないけど、装そう身しん具ぐとして幸運のペンダントを買った。今回はこれが炸さく裂れつする予定！

ＧＭ：幸運のペンダントって、一シナリオに一回だけ判定で振ったダイスを一個振ふり直せるアイテムだっけ？　また渋しぶいアイテムを（笑）。

ツヴァイ：ファンブルを回かい避ひできるのは十分大きいと思うぞ。えーっと、スキルは《バッシュ》を４レベルにして、射しや撃げき攻こう撃げきを白はく兵へい攻撃に変へん更こうする《ラストリゾート》を取しゆ得とくした。これでようやく魔導銃キヤリバーに《ボルテクスアタック》が使用できるぞ。今回は《ラストリゾート》が超ちよう炸裂する予定！（笑）

えんどー：炸裂しないと、取得した意味ないですからね。

ツヴァイ：両方とも炸裂しただけになったりしてな。

ＧＭ：自分で言うかっ！（一同笑）

[image: ]




●ダインの場合（３レベル）

えんどー（以降、ダイン）：ダインもクラスチェンジして、アコライト／モンクになりました。そのあとレベルアップして、キャラクターレベルは３レベルに。そして、スキルは《プロテクション》を３レベルにして、あとはモンクの《インデュア》を取得しました。

ＧＭ：やっぱり《インデュア》かぁ……。

ダイン：これでバッドステータスを受けても、アクションを使わずに回かい復ふくできる。これが一番重要なのですよ。装備はトラベラーズマントと高こう位い聖せい印いんを買いました。そして、次のレベルアップの時にもう一度アルケミストに戻もどって、ポーションホルダーを買う予定です。

エルザ：ポーションホルダー？

ダイン：ポーションがマイナーアクションで使えるようになるアイテムです。これがあれば、マイナーで自分のＭＰを回復することが可能になるので、ＭＰ切れの心配がなくなります。

ユンガー：それは重要ですね。

ダイン：そして、モンクの自動取得スキル──《インテンション》のおかげでＨＰが大おお幅はばに増ふえて50点に！　ただし、アルケミストの《ファーマシー》を使えるようにするためにプリプレイの時に、フェイトを１点使わないといけないので、開始時のフェイトは４点になります。

ツヴァイ：４点かぁ～。ちょっときびしいね。

ダイン：基本的には《プロテクション》の時にしか使わないと思うので、大だい丈じよう夫ぶでしょう。

[image: ]




●ミリアローズ・ラドフォードの場合（３レベル）

ＧＭ：では、最後にＮＰＣのミリアの紹しよう介かいをしておきますね。キャラクターレベル３のシーフ／ダンサーです。ＨＰは35、ＭＰは39、フェイトは５点です。

ツヴァイ：ダンサーってことは、《ダンシングヒーロー》を持ってるのか。

ＧＭ：ええ。一シナリオ中に三回だけ判定のダイスを一個増やすことができます。他のスキルは《コンバットマスタリー》（＊）《ファインドトラップ》《ダガーマスタリー》（＊）《アンビデクスタリティ》（＊）《スペシャライズ：短たん剣けん》《ソードダンス》（＊）《バタフライダンス》（＊）……。

ツヴァイ：めちゃめちゃ戦せん闘とうシーフじゃん。

ＧＭ：だから最初に言ったじゃないですか。あ、あと《エンカレッジ》を持っていますので、どこで使うかはよーく考えてくださいね。

ツヴァイ：それはいい（笑）。

エルザ：《エンカレッジ》？

ＧＭ：行動値にかかわらず、他のキャラクターを行動させるスキルです。〝行動済〟になっても使えますから、ここぞという時には威い力りよくを発はつ揮きします。

ユンガー：それは頼たのもしい。

ＧＭ：それと、ミリアは【敏捷】が高くて《バタフライダンス》も持っているので前衛として敵を足止めすることもできますし、マイナーが使えれば、《ソードダンス》でダメージを上げることができるので攻撃役にもなります。

ツヴァイ：でも、なぜか攻撃をくらっている絵面が浮うかぶんだよな。ミリアは、すごいドジッ娘このような気がする（笑）。

ＧＭ：勝手にドジッ娘にしないでいただきたい。それからギルドレベルも上がっているので、ギルドスキルもひとつ取得できますよ。

エルザ：《目利き》！（一同笑）

ツヴァイ：《目利き》があると、ドロップ品を決めるダイスが一個増えるので、いいアイテムが出やすくなるからね。そろそろ新しいアイテムとか欲ほしくなってくるだろうし、お金は重要です！（笑）

ユンガー：じゃあ、《目利き》ということで。

エルザ：やった！（笑）

ＧＭ：ではギルドスキルも決まったということで、そろそろシナリオ本ほん編ぺんを始めましょう。





（＊）《コンバットマスタリー》　ヒューリンの種族スキル。命中判定の達成値に＋１する。

（＊）《ダガーマスタリー》　シーフのスキル。短剣の命中判定のダイスを一個増やす。

（＊）《アンビデクスタリティ》　シーフのスキル。両手に短剣を持って戦うことができる。

（＊）《ソードダンス》　ダンサーのスキル。白兵攻撃のダメージに【敏捷】の値を追加する。

（＊）《バタフライダンス》　シーフのスキル。回避判定のダイスを一個増やす。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆王都フェリストルへ




ＧＭ：まずはオープニングフェイズからですが、前回のエンディングからの続きになります。

ユンガー：（真ま面じ目めな声で）城しろが、燃もえている……。

ＧＭ：そうそう、そんな感じです。ちなみに──（『アルディオン大陸ガイド』を開いて指さしながら）フェリストルはここ。今までキミたちがいたクロフトはここ（39ページ参照）。

エルザ：それで、フェリストルはどんな状じよう況きようなんですか？

ＧＭ：すでに城しろの中にまで、グラスウェルズ軍が突とつ入にゆうしているようです。しかも、城の門は破は壊かいされず、開け放たれています。

ダイン：おそらく中から開けられたんでしょう。ミリアが秘ひ密みつの抜け道をグレゴリーに教えてしまいましたからね。

エルザ：ダイン君っ！

ダイン：ん？

ＧＭ：ダインの呟つぶやき声を聞いたミリアは、その時のことを思い出したかのように震ふるえながら燃もえる城を呆然と見ています。

エルザ：べ、別にミリアちゃんが悪いわけじゃないよ。グレゴリーに無理矢理調べられただけなんだから。それに、えーっと、えーっと……。

ＧＭ：しかし、ミリアにエルザの声は届とどきません。街の様子を間近で見たミリアは、城を見つめたまま、その場でガックリと膝ひざをついてしまいます。

ツヴァイ：しっかりしろよっ！

ＧＭ：「ツ、ツヴァイ君……？」　かすかな声で答えるミリア。

ツヴァイ：今、ミリアがやることはなんだ？　お姉さんや王様を助けることじゃないのか？

ＧＭ：「え？」ミリアはゆっくりとツヴァイの顔を見上げます。

ツヴァイ：こんなところで城を見ていてもしょうがないだろ！　ほら、早く行くぞ！

ＧＭ：「そ、そう……だよね。ここでボクがぼっとしているわけにはいかないよね」　ツヴァイの言葉にようやく笑顔を見せて、ミリアは立ち上がります。

エルザ：ツヴァイ君、すごいっ！（笑）

ツヴァイ：（慌あわてたような感じで）べ、別にミリアのために声をかけたわけじゃないんだからね！（一同笑）




　そこでツンデレてどうする。




ユンガー：まずは街の中に入るのが先決だな。

エルザ：どうやって入ります？

ツヴァイ：ミリアの知っている王おう城じようへの通路は使えないだろうな。グラスウェルズ軍が張はり込こんでいる可か能のう性せいが高いし……あっ！（ゆっくりとミリアを見る）

ＧＭ：そこにはふるふると震えているミリアが（笑）。

エルザ：ツヴァイ君っ！

ツヴァイ：や、やっちまった……。




　再ふたたびミリアを元気づけることになるツヴァイであった。




ダイン：それで、どこから街に入れますかね。

[image: ]

ＧＭ：それは大だい丈じよう夫ぶ。城門を中から開けるために陽動を行なったのか、市壁のあちこちが崩くずれているから。その近くにはやっぱりトータスキャノンがいます。

[image: ]

エルザ：トータスキャノンって、クロフトのお城にいた大きな亀かめでしたっけ？

ツヴァイ：そうそう。しかし、本当にあれを攻こう城じよう兵器として使ったのか（笑）。

ダイン：しかし、壁が崩れているなら、どこからか入れそうな気がしますね。

ＧＭ：「あそこからなら中に入れるんじゃないかな。トータスキャノンは疲つかれて眠ねむっているみたいだし、崩くずれた市壁の瓦が礫れきもいっぱいあるし」　ミリアが指さした方向を見ると、確たしかに隠かくれながら進むには最さい適てきのようですね。グラスウェルズ兵も少ない。

ユンガー：よし。あそこから入ろう。突破するのに判定とかいりますか？

ＧＭ：難なん易い度ど10の【敏びん捷しよう】判はん定ていに成功すれば、突とつ破ぱできます。

エルザ：難易度10だったら、わたしでも何とかなりそうですね。




　ミリアを含ふくめて、この判定に全員が成功。五人はフェリストルの街へと突入した。




エルザ：街の様子はどうですか？

ＧＭ：打うち壊こわされた家や店などもあるし、街がい路ろには騎き士しや兵士だけでなく、街の人々の死し骸がいも転がっています。

エルザ：ひどい……。

ダイン：街が戦場になってしまった以上、仕方のないことです。

ツヴァイ：周囲にグラスウェルズ軍は？

ＧＭ：すでに戦闘は城攻めに移っているようで、この辺にはあまりグラスウェルズの兵士はいないみたいですね。

ツヴァイ：隊長！　早く城へ行きましょう!!

ユンガー：待て！　ツヴァイを制せいします。とりあえず状況を確認するのが先決だ。ミリアには悪いが、みんなを危き険けんにさらすわけにはいかない。

ツヴァイ：おっ！　隊長っぽい（笑）。

エルザ：でも、やっぱりお城にミリアちゃんのお姉さん──というか王おう妃ひ様や王様がいるんですよね。

ツヴァイ：う～ん。なんかここまでの状況だけを考えると、侵しん入にゆうシナリオっぽいな。でも、今回予告からすると違ちがうんだよなぁ。

ユンガー：きくたけさん、先を読みすぎ（笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんな感じで相談していると、キミたちの前の十字路の角から、長ちよう剣けんに革かわ鎧よろいという軽けい装そうの傭よう兵へいらしき兵士数人に守られながら、ひとりの女性が現われます。兵士たちがうしろを気にしているところを見ると、どうやら何者からか逃げているようですね。

エルザ：どんな女性ですか？

ＧＭ：ピンクに近い色のブロンドのロングヘアに、動きやすそうな服ふく装そうをしています。ぱっと見た感じでも分かるんだけど、けっこう高そうな服ですね。

ダイン：逃げているんですね？

ＧＭ：はい。キミたちが気がつくとほぼ同時に、その女性たちのうしから金属鎧を身にまとった兵士たちが、声をあげながら追いかけてきます。「待てっ！」「逃がすなっ！」

エルザ：グラスウェルズの兵士ですか？

ＧＭ：ええ。鎧からすると下級騎士のようです。女性は必死に逃げますが、すぐにグラスウェルズの騎士たちに追いつかれしまい、ひとり、またひとりと女性を護衛している傭兵が斬り倒されていきます。と、いうところで【感知】か【知力】の判定をどうぞ！

ユンガー：どっちでもいいんですか？

ＧＭ：どっちでもいいですよ。ちなみにそれぞれ分かることが違ちがいます。ただし、とっさの判はん断だんということで、どちらか片かた方ほうしか判定はできないということにします。【感知】は難なん易い度ど10、【知力】は難易度12です。

ツヴァイ：そりゃあ、【感知】だな。

エルザ：じゃあ、わたしは【知力】で振ふります。

ユンガー：私も【感知】で振ろう。

ダイン：では、私は【知力】にしておきますか。

ＧＭ：じゃあ、まずは【感知】で振る方からどうぞ。

ツヴァイ：（ダイスを振る）低いっ！　５だから達たつ成せい値ちは10！　ぎりぎり成功だ。

ユンガー：（ダイスを振る）こっちは13。

ＧＭ：それならふたりとも分かるね。逃げている女性の顔立ちが、なんとなくミリアに似にていることに気がつきます。

ツヴァイ：隊長！　あの人、もしかして……。

ユンガー：どうやらそのようだな。

ＧＭ：では次。【知力】判定の方～。

エルザ：はーい。（ダイスを振る）９！　これに【知力】の６を足して……15です。

ダイン：（ダイスを振る）12だから、成功ですね。

ＧＭ：じゃあ、エルザとダインのふたりは、その女性を守っている兵士たちの動きや剣けんの扱あつかいが、傭兵というよりは騎士に似ているように思えます。

ツヴァイ：王族を守る騎士とか、そんなやつだな。

エルザ：近この衛えの騎士ですね。たぶん、鎧とかは偽ぎ装そうしているんじゃないですか？

ユンガー：目立たないようにしてるわけか。

エルザ：おそらくそうでしょうね。もし、あの女性が王妃様なら、密ひそかに逃がそうとしているんじゃないですか？　ミリアちゃんは気がついてます？

ＧＭ：じゃあ、せっかくなので振ってもらいましょう（笑）。

ダイン：【感知】判定～（ダイスを振る）そりゃっ！　４っ！　失敗っ!!（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：どうやらミリアは気がつかないようです。

ツヴァイ：やっぱり、ドジッ娘かよ！（一同笑）

ＧＭ：気がつかなかっただけで、ドジッ娘じゃないやい！　きっと、ミリアの位置からは顔が見えなかったんだい！

ツヴァイ：じゃあ、そういうことにしておこうか（笑）。

ＧＭ：まぁ、そんなことはさておいて。キミたちがそれらのことに気がついたところで、女性を守っている兵士が全員倒されてしまいます！

ツヴァイ：はやっ！（一同笑）

ＧＭ：敵てきの方が数が多いし、下級騎士とはいえ、正せい規きの騎士には違いないですからね。ということで、ここでオープニングフェイズは終しゆう了りよう。そして、いきなり戦闘になります。

一同：何だって───!?







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆いきなりの遭そう遇ぐう戦せん




ＧＭ：キミたちと女じよ性せいまでの距きよ離りは一〇メートル。グラスウェルズの騎き士したちが女性とエンゲージしていて、さらにそのうしろ五メートルほどのところに革かわ鎧よろいの兵士たちが迫せまっている──というところから戦せん闘とう開始になります。

エルザ：ミリアちゃんが気がつかなかったようなので、一いち応おう訊きいてみたいんですけど。あそこにいるのはお姉さんの王おう妃ひ様……だよね？

ユンガー：うん。それは重要だ。まぁ、訊くまでもないような気がするが（笑）。

ＧＭ：そうすると、ミリアも気づいたようで声を上げます。「お姉様っ！」（一同笑）

[image: ]

ツヴァイ：そのセリフが欲ほしかった（笑）。あそこにいるのは間ま違ちがいなく王妃だっ！

ダイン：どうやらグラスウェルズ軍の騎士に追われているようですね。

ツヴァイ：そんなことは分かっているんだよ！　えーっと、グラスウェルズの騎士、グラスウェルズの騎士……。えーっと、グラスウェルズは敵てきだよね？（一同笑）

ＧＭ：この段だん階かいでは、グラスウェルズは敵ですよ。

ツヴァイ：『アリアンロッド・サガ』シリーズ全部に参加しているんで混こん乱らんする（笑）。




『アリアンロッドＲＰＧ』のデザイナーである菊池たけしは、『サガ・リプレイ』シリーズのすべてに関わっています。かつてアヴェルシア王国のあった地に（『アクロス』の時点では、まだ健在ですが）、新たな国家を建国したピアニィを主役とする無む印じるし（『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズのこと）では、ピアニィの祖国であるレイウォール王国が敵になることが多くなります。

　一方、この『アクロス』では、アヴェルシア王国の傭よう兵へいであるツヴァイを担当しているので、今のところアヴェルシアに攻め込んでいるグラスウェルズ王国が敵となっています。

　しかし、もうひとつのシリーズ『ブレイク』では、グラスウェルズ王国の騎士アンソンのプレイヤーとして参加しているので、グラスウェルズは味方なのです。

　そりゃー、混乱するわな（笑）。




ＧＭ：ちなみに女性はエキストラです。なので、こちらの攻撃宣言だけで死し亡ぼうします。

エルザ：ということは、一発殴なぐられたら終わりですか？

ＧＭ：いえ、何らかの方法でダメージを受けなければ、この女性は死亡せずにすみます。

ダイン：これは《カバーリング》するしかないですね。

エルザ：もし、あの人がお妃様なら、守るのがお仕事ですからね。それにグラスウェルズの兵士に襲われている人を見捨てるわけにはいかないです！

ツヴァイ：行こうぜっ！

ダイン：一応、隊長の指し示じを仰あおぎたいのですが。

ＧＭ：では、ユンガーどうぞ。

ユンガー：黄金の狼おおかみだっ！

ツヴァイ：名乗りを上げるのが先かよ！（一同笑）

ＧＭ：「黄金の狼？」「たしか全ぜん滅めつしたんじゃないか？」などと騎士たちが呟つぶやく（笑）。

ユンガー：な、何てことだ……。

ダイン：まぁ、世間の認にん識しきなんてそんなものですよ（笑）。

ツヴァイ：だよな。

ユンガー：……。

エルザ：それよりも王妃様を早く助けないと。

ツヴァイ：そうだった、そうだった。で、敵の行こう動どう値ちは？

ＧＭ：騎士が13で、軽けい装そうの兵士が11です。

[image: ]

ユンガー：速いっ！

ツヴァイ：ということは、《陣じん形けい》を使わないといきなり王妃様大ピンチかっ！

ＧＭ：ちなみに騎士も兵士もモブでそれぞれ一グループずつです。行動順番はこうなります。




▼行動順番

①騎士（行動値13）

②精せい鋭えい兵へい（行動値11）

③ミリア（行動値10）

④ツヴァイ（行動値９）

⑤エルザ（行動値８）

⑥ユンガー（行動値７）

⑦ダイン（行動値６）




●第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まずはセットアッププロセスから。こちらのセットアップはなしです。

ツヴァイ：え？　騎士なのに《グランディア》（＊）を使わないの？

ＧＭ：エキストラの女性を攻撃するところですから、わざわざ使いませんよ（笑）。

ツヴァイ：じゃあ、次はこっちだな。ユンガー隊長！

ユンガー：よしっ！　《陣形》を使用する！

ツヴァイ：僕は前に出なくていいよね。

ダイン：ええ。私わたしとミリアが騎士とエンゲージするだけでいいと思います。

ツヴァイ：同じエンゲージに行く？

ダイン：はい。別のエンゲージに行くメリットがないんで……。

ツヴァイ：メリットがない？

ＧＭ：ダインは《カバーリング》するキャラですからね。

ツヴァイ：《カバーリング》持ってたっけ？

ダイン：持ってますよ。

ツヴァイ：……あれ？

ＧＭ：あれ？　じゃない！（一同笑）

ツヴァイ：えーっと、これは『アクロス』だから……ちょっと待って。頭の中整理するから。




　まだ混乱中だった。




ダイン：《カバーリング》《ヒール》《ポーションピッチ》です。ＯＫ？（笑）

ツヴァイ：ＯＫ、ＯＫ！（一同笑）

エルザ：わたしたちはどうします？

ダイン：敵が範はん囲い攻こう撃げきできるかどうか分かりませんけど、念のためにエンゲージを分けておけばいいと思います。

ユンガー：じゃあ、我われ々われはバラバラになっておこう。

ダイン：では、ミリアと私が、王妃様と騎士のいるエンゲージに移い動どうします。

ＧＭ：「お姉様っ！」二本の短たん剣けんを逆手に構えながら、ミリアが姉の許もとへと走ります。

ダイン：そのうしろから私がドタドタと（一同笑）。

ツヴァイ：で、僕ぼくたちがエンゲージを分かれる、と。

ＧＭ：これでセットアップは終了。続いてイニシアチブプロセスです。まずは騎士の攻撃。マイナーは何もせずに、メジャーで《バッシュ》を使用！　バスタードソードが女性めがけて振ふり下おろされ、彼かの女じよは思わず悲鳴を上げながらその場にしゃがみ込こみます。相手がエキストラなので、判定はせずに攻撃は命中します！

ダイン：女性を《カバーリング》！

ＧＭ：駆かけ寄よってきたダインが盾たてで騎士の剣けんを受け止める。ダメージは16＋７Ｄ！（ダイスを振る）44点の物理ダメージ！

ダイン：44点か……思ったよりもダメージが大きいですね。自分に《プロテクション》して……（ダイスを振る）20点のＨＰダメージを受けました。

ＧＭ：うわっ！　半分以上止められたか。

ダイン：こっちも半分近くＨＰが減へりましたが。

ＧＭ：思わぬ妨ぼう害がいが入ってきたので騎士は驚おどろきます。「何者だっ！」

ツヴァイ：さっき名乗ったじゃないかよ！（一同笑）

ＧＭ：「…………え～い、うるさいっ！　我われ々われの邪じや魔まをすると容よう赦しやせんぞ！」（一同笑）

エルザ：ごまかしてますね。

ユンガー：ああ、ごまかしてるな。

ＧＭ：名乗ったのすっかり忘わすれてた（笑）。「なんでこんなところに〝黄金の狼〟がいるんだ。仕方がない、やれ！」騎士はうしろにいるツヴァイたちを攻撃するように兵士に命令します。

ツヴァイ：こっちかっ！

ＧＭ：「お前らは残りの連中が手出しできないようにしろ！」と言いますけど……【移い動どう力りよく】は16なので、届とどく範はん囲いにいるのはツヴァイだけですね。

エルザ：ぎりぎりまで離はなれて正せい解かいでしたね。

ＧＭ：くっ！　だが、ツヴァイを牽けん制せいするだけでも意味がある！　とゆーわけで、兵士たちはマイナーでツヴァイにエンゲージ、メジャーで《バッシュ》！　兵士たちの剣が次々とツヴァイに振り下ろされる──（ダイスを振る）命中判定の達たつ成せい値ちは17！

ツヴァイ：回かい避ひは低いんだよなぁ～。（ダイスを振る）失敗！

ＧＭ：よしっ！　ではダメージ……（ダイスを振る）うわっ！

ツヴァイ：低っ！

ＧＭ：……見なかったことにしよう（笑）。

エルザ：えーっと、１が三つに２がふたつ、３がひとつですね。

ＧＭ：見なかったことにしよう（一同笑）。




　結局、ツヴァイに与あたえたＨＰダメージは８点だった。




ダイン：《プロテクション》が一回分浮ういた～（笑）。

ＧＭ：まったくだ～。ダインのＭＰを少しでも減へらしたかったのに……。次はミリア。

ダイン：ミリアは騎士に攻撃でいいですよね？

ユンガー：もちろん。

ツヴァイ：エンゲージしているしね。

ダイン：では、マイナーで《ソードダンス》を使って攻撃！




　しかし、ミリアの攻撃は騎士に命中するも、ダメージロールが振るわずにダメージロールの結果は20点。騎士の物理防ぼう御ぎよ力は25なので、ＨＰダメージを与えることはできない。




ツヴァイ：さすが騎士、攻こう撃げき力だけじゃなくて装そう甲こうも半はん端ぱねぇ～。

ダイン：ミリア程てい度どのダメージではきびしいですね。

ツヴァイ：なら、これはどうだ！　移動を楽にするためにマイナーで《ウィング》を使って、メジャーで《バッシュ》！　兵士を無む視しして騎士を狙ねらうぜっ！




　だが、ミリア同様にツヴァイの使っている武ぶ器き──魔導銃キヤリバーも物理攻撃。騎士に与えたＨＰダメージはわずか９点であった。




ＧＭ：そのダメージだと、モブの中のひとりがせいぜい倒たおれた程度ですね。

ツヴァイ：ちっ！　本当に固いな……。（エルザに）《ファイアウェポン》みたいな、物理ダメージを魔法ダメージに変える魔法持っていたっけ？

エルザ：ごめんなさい。持ってないです。

ダイン：では、エルザに魔法で攻撃してもらった方がよさそうですね。

ユンガー：頼たのむぞ、エルザ！

エルザ：任まかせてください！

ＧＭ：では、次はそのエルザの番です。

エルザ：はい！《マジックブラスト》はいらないですよね？

ＧＭ：騎士たちとはいってもモブが一グループですから、《マジックブラスト》はいらないですよ。

エルザ：じゃあ、《ファイアボルト》で攻撃しますね。魔ま術じゆつ判はん定てい、いきま～す。（ダイスを振る）６、６、３。

ＧＭ：げっ！　クリティカルっ!!

エルザ：え？　本当だ[image: ][image: ]。

ＧＭ：（ダイスを振る）騎士は回かい避ひ失敗！

エルザ：《ファイアボルト》で３Ｄ、《フレイムロード》で４Ｄですね。

ダイン：あと、クリティカルなので＋２Ｄです。

エルザ：９Ｄ？

ツヴァイ：すばらしい。エルザ姉ちゃん、すごいやっ!!（笑）

エルザ：ダメージいきます！　えいっ！（ダイスを振る）　20、30の39点です！

ＧＭ：魔法防御力を引くと……33点のダメージか。ミリアやツヴァイの攻撃にひるんだ騎士たちにエルザの放った炎の矢が炸さく裂れつし、ほぼ半分くらいの騎士が吹き飛びます。「うわ[image: ][image: ][image: ]」

エルザ：これが私の炎ほのおの技わざです！

ユンガー：おぉ[image: ][image: ]。

ツヴァイ：やっぱり魔法は効きくな～。

ダイン：そうですね。魔術判定でクリティカルしているとはいえ、さすが〝炎の申し子〟エルザさんですね。

エルザ：あっ！　そのふたつ名いいですね～（笑）。

ＧＭ：だが、まだ半分残っているし、精鋭兵たちも無む傷きず！「怯ひるむな～っ！」騎士のひとりが大声を上げて仲間に発はつ破ぱを掛かけます。

ユンガー：次は私の番だ。（ツヴァイに向かって）さっきの攻撃はまだまだだったな。私が戦いの手本を見せてやろう。

ツヴァイ：ほぉ～、そこまで言うのなら見せてもらいましょうか（笑）。

ユンガー：見てろっ！　と言いながら、マイナーアクションで《ディスアピア》を使って隠おん密みつ状じよう態たいになります（一同笑）。

一同：見えねーよっ！（笑）

ユンガー：（突つっ込こみを無視して）そして、メジャーアクションで《サプライザル》！　私が姿すがたを現あらわした時には、すでに射しや撃げきは終わっているのだ。

ツヴァイ：だから、どうやって見ろと（一同笑）。

ユンガー：心の目で見るのだ。（ダイスを振る）ちょっと低いな。命中は23です！

ＧＭ：全然低くない、低くない。（ダイスを振る）回避は失敗。

ユンガー：じゃあ、攻撃いきまーす。（ダイスを振る）18＋９で27です。

ＧＭ：えーっと……ＨＰダメージは２点です。

ツヴァイ：すばらしい見本です、隊長！（笑）

ユンガー：ツヴァイのＨＰダメージは９点でしたっけ？

ツヴァイ：そっす（笑）。

ユンガー：………………これは悪い見本だ。

一同：ごまかすなっ！（爆ばく笑しよう）




　少しずつではあるが、グラスウェルズの騎士たちにダメージを与えていくＰＣたち。

　そして、このラウンド最後に行動するダインが自分に《ヒール》を掛ける。




ダイン：よし！　ＨＰが全快しました。まだまだいけます！

ユンガー：おぉ～。

ツヴァイ：ダインが倒れるといきなりピンチだからな、このパーティ（笑）。

エルザ：ダイン君、がんばれっ！




　ダインが前線を構築し、後方からエルザとユンガーがそれぞれ魔法と射撃で攻撃、そしてツヴァイが状況に応じて位置を変えながら攻撃するのが、〝黄金の狼〟の基本戦術である。

　ゆえに、ダインのＨＰ、ＭＰ、フェイトの残量がパーティの生死を分かつことになるのだ。





（＊）《グランディア》　ナイトのスキル。ラウンド終了まで武器攻撃のダメージを上昇させる。






●第二ラウンド
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ＧＭ：一回の《ヒール》で全快されたか……。しかし、第二ラウンドからは騎士も本気を出します。セットアップで騎士は《グランディア》を使用。「我ら、白はく竜りゆう騎き士し団だんの力を見せてやれ！」これで騎士のダメージが＋６されます。

エルザ：うわっ！　強くなった！

ＧＭ：さて、ミリアとダインのどちらを攻撃するか……。ここは攻撃役のミリアかな。

ダイン：ですよね。私が《カバーリング》したら、私のＭＰも減へらせますし。

ＧＭ：そういうこと！　騎士の命中は６＋３Ｄです。

ダイン：ミリアの回避も６＋３Ｄだから、ダイス目勝負っすね。

ＧＭ：よしっ！（ダイスを振る）ダイス目は14！

ダイン：意外と高いな。ミリアの回避は……（ダイスを振る）10！　回避失敗か……仕方ない。ミリアを《カバーリング》します。危あぶないっ！　そして自分に《プロテクション》（笑）。




　ミリアの代わりに騎士の攻撃を受けたダインは、21点のＨＰダメージを受ける。

　だが、続く精せい鋭えい兵へいのツヴァイへの攻撃は、ダインの《プロテクション》によって阻はばまれ、ツヴァイの受けたダメージはわずか１点であった。




ツヴァイ：ふぅ～、助かったぜ。

ダイン：でもこれで、ＭＰが半分になってしまいました。

エルザ：ＭＰポーションはいっぱい買ってありますから安心してください（笑）。




　しかし、安心できる状況でないことは全員分かっていた。物理防御力の高い騎士に対しては、エルザしかダメージが期待できないからだ。

　一応、ミリアが再ふたたび騎士に攻撃するもやはりダメージを与あたえることができず、ツヴァイの攻撃も騎士はクリティカルで回避！　その次に行動したエルザは、《ファイアボルト》で騎士に20点のＨＰダメージを与えるが、それでも倒すことができない。




ダイン：そろそろ、隊長の格かつ好こいいところを見たいところですね（笑）。

エルザ：大だい丈じよう夫ぶ。隊長ならやってくれますよ。

ツヴァイ：隊長は僕たちの期待を裏うら切ぎったりしませんよね？

ユンガー：なんかハードルがどんどん上がっていっているような気がするのだが（笑）。

ツヴァイ：気のせい、気のせい（一同笑）。

ユンガー：まぁ、いい。今度こそ、手本を見せてやろう。マイナーで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》……（ダイスを振る）おっ！　クリティカル!!

ＧＭ：回避は……（ダイスを振る）失敗！

ダイン：さすが隊長、やるときはやりますね。




　ユンガーは32点のダメージを叩き出し、騎士を残りＨＰ19点まで追おい詰つめるが、このラウンドの攻撃はここまで。ダインは次に備そなえるためにＭＰポーションを飲んで、第二ラウンドは終了となった。




●第三ラウンド

ＧＭ：セットアップで騎士が《グランディア》を使用！　そしてミリアに攻撃～！（ダイスを振る）18！

ダイン：12以上出ろ！（ダイスを振る）11！　１足りません（笑）。

ツヴァイ：あと、１かよ[image: ][image: ]。

ダイン：まぁ、ミリアはドジッ娘こですからね（笑）。




　ドジッ娘言うな。




ダイン：仕方がないのでミリアを《カバーリング》します。それにしても、ダメージは与えられず、敵からの攻撃も回避できないという、このミリアのドジッ娘ぶりはなんとかなりませんか（一同笑）。

ＧＭ：う～ん、こんなはずじゃなかったんだけど……。おかしいなぁ～（笑）。




　しかし、ダインは先ほど飲んだＭＰポーションによりＭＰを16点回復しており（《エリクサー》を取得しているためポーションの効こう果かに＋１Ｄされる）、まだまだ《プロテクション》や《カバーリング》を使用する余よ裕ゆうがある。

　騎士の攻撃に対して《カバーリング》と《プロテクション》、さらに精鋭兵から攻撃を受けたツヴァイに対しても《プロテクション》と、まさに八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくである。

　この攻撃をしのがれてしまったのでは騎士たちに勝ち目はない。エルザの魔法によって騎士は全ぜん滅めつし、精鋭兵もツヴァイの魔導銃キヤリバーとユンガーの弓によって倒れた。




ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな……。精鋭を誇ほこる我らグラスウェルズの騎士が、たった五人に全滅だと？」息も絶たえ絶だえに、倒れた騎士が驚きの声を上げます。

ユンガー：〝黄金の狼〟をなめてもらっては困こまるな。それはそれとして……。

ＧＭ：「それとして？」

ユンガー：さっさとドロップ品を出してもらおうか。

ツヴァイ：ドロップ品かいっ！（一同笑）

エルザ：隊長の言うとおり、ドロップ品は大事ですよ。先立つものはお金です。愛はお金で買えないですけど、お金で買えるものはたくさんあります（笑）。

ダイン：ＭＰポーションも買えますしね。今の戦闘でかなりＭＰ消しよう耗もうしてしまいました。

ツヴァイ：せちがらい話だ（笑）。




　ドロップ品の結果はバスタードソードと現げん金きん三二五Ｇであった。







◆Middle 02◆マリア王おう妃ひ




ＧＭ：では、次のシーンに移りましょう。場所は前のシーンと同じ、戦せん闘とうが終わった直後です。キミたちの前にはグラスウェルズの騎士たちが倒たおれています。あと、状況がよく把は握あくできていない女性がひとり（笑）。

エルザ：（ミリアに）王おう妃ひ様なんですよね？

ＧＭ：「うん。いつもと服ふく装そうが全然違ちがうけど、お姉様に間ま違ちがいないよ」ちなみに王妃の名前はマリア。これはキミたちも知っています。年ねん齢れいは二四歳さい。ミリアがもう少し成長して、髪かみを伸のばしたらこんな感じになるんじゃないかな～、と思えるくらいには似にています。

ダイン：姉妹ですからね。ところで、先ほどの騎士の他に、王妃を追いかけてきている兵士がいる様子はありますか？

ＧＭ：今のところその気配はないですね。近くにグラスウェルズの兵士もいないようです。

ダイン：では、急いでここから移動しましょう。

ＧＭ：「そうだね。お姉様、行くよ！」ダインの言葉にミリアが、王妃の手を握にぎって走りだそうとします。そこで、ようやく我われに返った王妃は──「あら？　なんでミリアがここにいるの？　それに、この方々は誰だれ？」

エルザ：そういえば自じ己こ紹しよう介かいがまだでしたっけ。

ユンガー：じゃあ、私わたしが名乗ります。

ツヴァイ：まぁ、隊長だしな。ここは任まかせた。

ユンガー：では……黄金の狼おおかみだ！

一同：またかよっ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「〝黄金の狼〟というと、確たしかミリアが所しよ属ぞくしている傭よう兵へい隊でしたわよね」

ユンガー：はい。我われ々われはミリアに雇やとわれた傭兵です。私は隊長のユンガー。こちらの魔ま法ほう使つかいはエルザ。

エルザ：よろしくお願いします、王妃様。

ＧＭ：「アヴェルシアの王妃マリアです。こちらこそよろしくお願いいたします」

[image: ]

ユンガー：そして、魔導銃キヤリバーを持っているのがツヴァイ。エクスマキナの方がダインです。

ＧＭ：「よろしくお願いいたします」

ダイン：こちらこそ、王妃殿でん下か。

ツヴァイ：……。

エルザ：どうしたんですか？

ツヴァイ：いや、王妃様に初めて声を掛かけられたのと、あまりにきれいなので顔を赤らめているロールプレイをしようかと（一同笑）。

エルザ：カテナ隊長の次は王妃様ですか？（笑）

ＧＭ：ツヴァイって、そんなキャラだったっけ？

ツヴァイ：年上に弱いという設せつ定ていがついたでござる。

一同：おいっ！（笑）

ＧＭ：じゃあ、そんな様子を見たミリアが、思いっきりツヴァイの足を踏ふみます。「何、顔を赤らめているのよっ！」

ツヴァイ：ぎゃ────っ！　な、何するんだよっ！（一同笑）

ダイン：青春ですな（笑）。

エルザ：うん。青春だね（笑）。

ツヴァイ：そんなところで納なつ得とくするな！　それよりも、どこか安全な場所に移動するんじゃなかったのかよ！

ユンガー：ん？　そういえばそうだった。ミリア、どこか心当たりはないか？

ＧＭ：「心当たりって言われても……」と、ミリアが口ごもると──「それならば、わたくしたちが向かっていた場所はどうでしょう？」マリア王妃が助け船を出します。

ダイン：どちらに向かわれていたのですか？

ＧＭ：「この先に王家で管理している屋や敷しきがあります。そこから地下水路に出ることができるそうです。そこを抜ぬければ、王都から脱出できると近衛の者たちが言っていました」

エルザ：じゃあ、そこに行きましょう！　ここで立ち話しているよりは安全そうですし。

ユンガー：そうだな。案内をお願いできますか？

ＧＭ：「分かりました。こちらです」マリア王妃が指さした方向には、周囲の家々よりもやや大きめの建物が見えます。

ユンガー：よし。じゃあ、辺りを警けい戒かいしながらその屋敷へと進もう。




　マリア王妃に教えてもらった屋敷へと向かうＰＣたち。途と中ちゆうでグラスウェルズの兵士にも見つかることなく、無事に到とう着ちやくする。




ダイン：ところで、国王陛へい下かは？

ＧＭ：「ケネス陛下は城しろに残られました。自分も逃にげると怪あやしまれるだろうと……」アヴェルシア王の名前を出す時、マリア王妃はちょっと悲しそうな表ひよう情じようを浮うかべます。

ダイン：なるほど。マリア王妃だけを逃にがしたというわけですか。で、王妃殿下はこのあと、どうなさるおつもりでしたか？

ＧＭ：「陛下からは、こちらに向かっているレイウォール軍に助けを求めるようにと」

ツヴァイ：地下水路以外に逃げる方法はないのかな？

ＧＭ：もちろん普ふ通つうに街まちの中を抜けていってもいいですけど、その場合はグラスウェルズ軍と遭そう遇ぐうする可か能のう性せいがあります。

ツヴァイ：さっきみたいな戦せん闘とうがあるのか……。

ユンガー：そういうことであれば、ここはマリア王妃にしたがった方がよさそうだな。

エルザ：でも、レイウォール軍に向かって大だい丈じよう夫ぶですか？

ツヴァイ：そっか。グレゴリー（＊）が戻もどっているかもしれないのか……。

ＧＭ：その件けんであれば、クロフト伯はく（＊）がすでに手を回しています。キミたちがフェリストルに向かうのと同じタイミングで、数人の使いをレイウォール軍に送って、グレゴリーの件を伝えてあります。

ユンガー：そういうことであれば大丈夫そうだな。まぁ、いざという時は、私が直接レイウォール軍の指揮官──アドルフィス・ハーリング殿に掛け合うという手もあるな。
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ダイン：アドルフィス卿は、カテナ隊長の兄君ですし、隊長のことををご存じですからね。





（＊）グレゴリー　アヴェルシアの救援に向かっているレイウォール軍の軍師。だが、彼の正体はバルムンクという組織の一員であった。

（＊）クロフト伯　クロフトの街の領主。ＰＣたちがクロフトの街を解放した時に、いろいろと協力をしてくれた。









◆Middle 03◆作戦会議




ＧＭ：では、舞ぶ台たいは屋敷へと移うつります。逃げたのか、あるいは城へ救援に向かったのか、屋敷の中には誰もいません。マリア王妃は地下の倉そう庫こへとキミたちを案内すると、ひとつの戸と棚だなを指さします。「この奥おくに地下水路へ続く階段があると、近衛の者から聞いています」

ユンガー：ツヴァイ、ダイン、頼たのむ。

ツヴァイ：分かりました。（ＧＭに）えっと、判はん定ていはいる？

ＧＭ：ふたりであれば十分に動く重さですね。

ダイン：じゃあ、動かしましょう。ズズズズズ……。

ＧＭ：戸棚を横にスライドさせると、壁かべには人ひとりが通れるほどの四角い穴あながあります。その向こうには降おりるための階かい段だんも見えますね。

ユンガー：ほぉ～。警けい戒かいしながら中をのぞいてみよう。

ＧＭ：水が流れている音がしますが、暗くてよく見えません。

ユンガー：灯あかりをくれ。

エルザ：はい！　バックパックからランタンを出します。

ＧＭ：灯りがあれば多少は見えます。四、五メートルほど降りると地下水路になっているようです。階段は地下水路の脇わきにある通路に降りるようになっています。

ツヴァイ：水に直ちよく接せつ降りないですむんだ。

ダイン：それは助かります。水の中だと、プールになる可か能のう性せいがありますからね。

エルザ：プール？

ＧＭ：トラップの一種です。【移い動どう力りよく】がマイナス２されて、すべての行こう為い判はん定ていのダイスが一個こ減へります。ただし、飛行状じよう態たいであればこの効こう果かは受けないですみます。

ツヴァイ：つまり、僕ぼくだけ平気というわけだね（笑）。

エルザ：え[image: ][image: ][image: ]！　ツヴァイ君だけずるい！

ツヴァイ：そういうスキルを取っているわけですから（笑）。

ユンガー：よし！　行くか。

ダイン：ちょっと待ってください。一いち応おう、屋敷の中に何か使えそうなものがあるか探さがしておきましょう。さきほどの戦闘で、かなりポーションを使ってしまいました。

ＧＭ：探すのであれば【感知】判定をどうぞ。難なん易い度どは10です。

ユンガー：ここはシーフである私の見せ場だな。（ダイスを振ふる）成功です。

ＧＭ：するとこの部屋にある別の戸棚の中から、ＨＰポーションが三本、ＭＰポーションが三本、毒どく消けししが三本、蘇そ生せい薬やくが一本見つかります。

ツヴァイ：何っ？　蘇生薬!?　それはいい。

エルザ：いいものなんですか？

ＧＭ：戦闘不ふ能のうから回復させるポーションなんですけど、価か格かくがなんと一五〇〇〇Ｇ！

エルザ：一五〇〇〇Ｇ!?

ダイン：売れば七五〇〇Ｇですね。あと、私が持っていれば投げることもできます。

ツヴァイ：できれば蘇生薬は投げたくない、というか絶ぜつ対たいに売りたい（笑）。七五〇〇Ｇだよ、七五〇〇Ｇ！

ダイン：今回の依頼はアヴェルシア王家の依頼という形で受けていますけど……アヴェルシア、このあとなくなっちゃうんですよね。きっと報酬はもらえない。いや、ＰＣは知らないことですが（笑）。

ＧＭ：あ、それは大丈夫。ＰＣは知らないことだけど、報酬は別のところから出ることになっているから（笑）。

エルザ：ところで、アヴェルシアといえば、竜りゆう輝き石せきってどうなったんですか？




　竜輝石とはアルディオン大陸で広く知られている魔法のクリスタルで、所有者に大いなる力を与えるといわれています。竜輝石はどのような力を与えるかによって、〝知恵の竜輝石〟〝武勇の竜輝石〟などというように呼ばれます。

　そして、この竜輝石の中でも〝王威の竜輝石〟を持つ者は国王を名乗ることが許され、さらにアルディオン大陸の宗主となる資格を得ることになるのです。






アルディオン大陸と竜輝石


　本文中でも解説しているとおり、竜輝石はアルディオン大陸において重要なマジックアイテムです。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズでは、ピアニィがアヴェルシア王国のダンジョンから〝真実の竜輝石（ひとつの石）〟を手に入れ、ナーシアが〝知恵の竜輝石（知者の石）〟をメルトランド王国の〝偉大なるヒース〟から譲り受けています。

　しかし、これら竜輝石はこのリプレイシリーズだけのものではありません！　読者のみなさんが自作のシナリオを組み込んだり、アイテムとして使用したりできるように、全部で七種用意され、総数で二八石存在しています。『アルディオン大陸ガイド』には、アイテムとしてふたつの竜輝石が載っているので、まずはそちらを使用してシナリオを作ってみてはいかがでしょうか？

　また、『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド』の秘匿情報のページには、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズ（二〇〇九年一月現在の状況ですが）、シナリオ集、サプリメントなどで明らかになっている竜輝石の在処が掲載されていますので、シナリオを作る時の参考になるでしょう。
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ユンガー：確たしか、アヴェルシアの竜輝石はダンジョンの中からピアニィたちが持ち帰ってきたんですよね。
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ツヴァイ：ところが、あの竜輝石はアヴェルシアの〝王おう威いの竜輝石〟じゃなかったんだよ（笑）。

一同：なんだってっ!!




『戦せん乱らんのプリンセス』にて、ピアニィたちが得たアヴェルシア王国の竜輝石。

　だが、あれは〝王威の竜輝石〟ではなく、〝ひとつの石〟とも呼よばれている〝真実の竜輝石〟だったのだ。

　くわしくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ②　最強のフィアンセ』をお読みください。




ＧＭ：で、アヴェルシアの〝王威の竜輝石〟がどこにあるかというと……。

エルザ：ま、まさか……ここですか？

ＧＭ：当ったり～！「陛下より託たくされて、わたくしが持っております」そう言うとマリアは、雲ひとつない空にも似にた色に輝かがやくクリスタルを懐ふところから取り出します。

ダイン：うっそっ!?

ユンガー：話が急に大きくなった（笑）。

ＧＭ：「こうなったら絶対にお姉様を助けないと……。みんな、よろしくね」

ツヴァイ：自分の姉さんだろ。竜輝石の存在を知らなくても絶対に助けろよ（一同笑）。

ＧＭ：あ、あれ？（笑）

ダイン：やはりミリアはドジッ娘のようですね。




　だから、ドジッ娘言うな。




ダイン：しかし、ケネス陛下も思い切ったことをなされる。運よく我われ々われが助けたからいいようなものの、もしマリア妃殿下がグラスウェルズに捕つかまっていたらどうするおつもりだったのか。それに妃殿下は王家の血筋ではないから、竜輝石を託す理由もないのに……。

ＧＭ：「殿下が竜輝石をわたくしに託されたのには、理由があるのです」マリア王妃はそう言いながら、お腹に手を当てます。

ダイン：……（何かに気がついた）なるほど！　そういうことですか。

ツヴァイ：何か分かった？

ダイン：おそらくマリア王妃はご懐かい妊にんされているんじゃないかと。

エルザ：あぁ～。なるほど！

ＧＭ：マリア王妃に訊く？

ダイン：いや、さすがに人前で言うことじゃないでしょう。あ、エルザさんには話しておきます。こういうことは女じよ性せいの方が気が利くでしょうから。

エルザ：分かりました！　でも、それを聞いてしまうと何が何でも王妃様を守らないとダメですね。お腹なかのお子さんも、竜輝石も。

ダイン：それとひとつ質しつ問もんがあるのですが、地下水路の地図をお持ちですか？

ＧＭ：「地図ですか？　近衛の者はこの屋敷にあると言っていましたが……」

ツヴァイ：屋敷の中？　場所は分からないの？

ＧＭ：「そこまでは聞きませんでしたので。でも、この屋敷の中にあると言っていたのは確かです」

ユンガー：探せば見つかります？

ＧＭ：【感知】判定に成功すれば、地図を見つけることができます。成功するまで何回でも挑戦することができますが、失敗した場合はそれだけ時間が掛かったことになります。

エルザ：つまり、地図がないまま先に進むか、ここで地図を探すために時間を使うかという選せん択たくになるわけですね？

ダイン：それはどちらにするか悩みますね。

ユンガー：地下水路についての情じよう報ほうは何かないのかな？

ＧＭ：それについてはミリアが教えてくれます。まずは──。




①地下水路は鉄てつ格ごう子しで区切られていて、迷めい路ろのようになっている。途と中ちゆうに点てん検けん用ようの扉とびらなどもあるが、専せん用ようの鍵かぎがないと開かないようになっている。




エルザ：鍵が必要なんですね。

ダイン：でも、その鍵もないんですよね。

ＧＭ：はい。しかし、マリア王妃は別の鍵を持っています。これは点検用の扉の物ではなく、この脱だつ出しゆつのために必要な鍵だそうです。ケネス王からは最後の扉を開くための鍵と言われて、渡わたされたそうです。

ツヴァイ：それじゃ意味ないじゃん。

ＧＭ：なので──。




②この屋敷からは点検用の扉を通らなくても、街の外に出ることができる。




ユンガー：なるほど。つまり、地図があれば迷まよわずに行けるということか。

ＧＭ：そうです。まぁ地図がなくても、がんばれば出ることができますが（笑）。ただし、出口近くには門番代わりのエネミーが配置されているそうです。

エルザ：そ、それは戦いたくないですね。

ＧＭ：本当はそのエネミーを手なずけている者が王妃と一緒にいたんですが、残念ながらグラスウェルズの騎士に倒されています。そして最後の情報です。




③犯はん罪ざい者しやなどが街から抜ぬけ出すために、地下水路を使っているという噂うわさがある。また、それを斡あつ旋せんしている組そ織しきもあるらしい。




ツヴァイ：知っているなら取り締まれよ（笑）。

ＧＭ：取り締まろうとはしているんでしょうけど、王都ともなると人が多いので難しいんですよ。取り締まる側がちゃっかりと賄わい賂ろをもらっている可能性もありますしね。

エルザ：でも、地下水路がそういうような使われ方をされているなら、地図がなくてもなんとかなるし、最後のエネミーも避けることができるんじゃないですか？

ダイン：確かにそうですね。

ＧＭ：さて、どうしますか？

ユンガー：ダインはどう思う？

ダイン：そうですね。地図があった方が安全に地下水路を抜けることができるのは間ま違ちがいありません。上にグラスウェルズ兵がいるように、地下水路にどんな仕掛けが施されているのかも分かりませんし。

エルザ：確かにそうですね。

ダイン：ただし、地図を探すのに時間が掛かった場合、グラスウェルズ兵にかぎつけられるかもしれません。それに、別の場所からグラスウェルズ兵が地下水路に入ってくる可能性もあります。

エルザ：わたしは、地図なしで先に進んだ方がいいと思います。戦闘が多くなると、ダイン君が大変になりますし。

ダイン：今回はマリア王妃を守りながらの戦闘ですからね。

ツヴァイ：それに地図を探す判定で、余分にフェイトを使うような気もする。

ユンガー：それはツヴァイだけだ（一同笑）。

ツヴァイ：え[image: ][image: ][image: ]！（笑）。

ユンガー：それはともかく、私もここは急いだ方がいいと思う。よって、地図なしで地下水路を進むことを選びたいと思う。

一同：分かりました！

ＧＭ：じゃあ、結けつ論ろんが出ましたね。では、ここからはダンジョンになります──が、その前にちょっとだけシーンを挟はさみます。







◆Middle 04◆バルムンク




ＧＭ：とゆーわけでマスターシーンです。先ほどキミたちが戦った場所に、ローブを着た男──グレゴリー・バクスターが立っている。

ツヴァイ：こっちにいたのか。

ＧＭ：彼の狙ねらいはアヴェルシア王国の竜輝石ですからね。

ダイン：まぁ、当然ですね。

ＧＭ：で、倒たおされている兵を見てグレゴリーが呟つぶやきます。「グラスウェルズの騎き士しと、あとは傭よう兵へいか……」

ユンガー：さっきの戦闘で倒たおした連中か……。

ＧＭ：騎士や傭兵たちを検分するかのように眺めていたグレゴリーは、ふいに背中より声を掛けられます。その声の主は男だん性せい、しかもまだ年とし若わかい少年のようです。

エルザ：少年のよう？

ＧＭ：深々とフードをかぶっているので、顔がよく見えないんですよ。ただ、声から少年だと判断できます。で、その少年は転がっている傭兵をつまらなそうに蹴け飛とばすと言います。「いや、そいつらは傭兵じゃないな。騎士、しかも近衛だな」その瞬しゆん間かん、少年のフードが揺ゆれて顔が顕あらわになります。

ツヴァイ：どんな顔？

ＧＭ：それはまだ秘ひ密みつ。カメラ的にはグレゴリーにだけ見えたという感じにしておきましょう。そして、グレゴリーはその顔を見た瞬しゆん間かん、手にしていた魔ま法ほうの杖つえを少年に突つき立てます。「なぜ、お前がここにいる？」

ツヴァイ：あれ？　グレゴリーの敵てき？

ＧＭ：違ちがいます。その少年は両手開いて、武ぶ器きを持っていないことを示します。「おっと、慌あわてるなよ〝大弩アーバレスト〟」

ツヴァイ：武器の名前だ、武器の名前だ。バルムンクだ、バルムンクだ（一同笑）。

エルザ：武器の名前？

ＧＭ：バルムンクの連中は、ふたつ名として武器の名前を名乗っているんです。他のリプレイや小説にも〝大鎌デスサイズ〟〝十字剣クレイモア〟などが登場しています。

ツヴァイ：ということは、グレゴリーのふたつ名は〝大弩アーバレスト〟か。

ＧＭ：そうなりますね。で、その名前を聞いたグレゴリーは構かまえた杖を下げながらこう呟きます。「貴様も私と同じくバルムンクの一員か。しかしよく似にている」

ツヴァイ：誰だれと？




　ＮＰＣ同士の会話に割わり込こまないでいただきたい。




ＧＭ：それも秘ひ密みつ。ただ名前だけは分かりますよ。少年はグレゴリーにこう名乗ります。「俺おれのふたつ名は〝三叉槍トライデント〟だ。名前はドライ、よろしくな」「ドライ……数字の３を意味する言葉か。〝三叉槍トライデント〟にふさわしい名前だな」とゆーことで、ドライの登場です（笑）。

ツヴァイ：うぉ～、本当に出てきたぁ！（一同笑）

エルザ：ライバル登場ですね（笑）。

ＧＭ：そりゃあ、一巻で出してくれと言われたら、出さざるを得ないでしょう。

ツヴァイ：しかもバルムンクかよ。顔を隠かくしているところが、いかにもそれっぽい（笑）。

エルザ：きっと、ツヴァイ君そっくりなんですよ（笑）。

ＧＭ：その辺は、実じつ際さいに出会ってからのお楽しみということで（笑）。そして、ドライはその場にしゃがみこんで、地面を何か探さぐります。そして何かを見つけたかのようにある一定の方向に歩き出します。「王妃の捜そう索さくは俺に任まかせてもらおう。〝大弩アーバレスト〟は引き続き、城しろの中を捜せとの命令だ」で、ドライがキミたちが向かった屋敷の方へと歩いていく──。

ダイン：危あぶなかった～。地図を探すのに時間が掛かっていたら、こいつに見つかっていたかもしれないのか！

ユンガー：おぉ～。危ない、危ない（笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんな感じでマスターシーンは終了！　それでは、ダンジョン探索とまいりましょう！







◆Middle 05◆地下水路へ




ＧＭ：階段を降りていくと一五メートルくらいの幅はばの水路があり、その両りよう脇わきは人ひとりが通れるくらいの通路になっています。緩ゆるやかに流れていく水の音が聞こえ、鼻を刺激する腐臭と肌はだにまとわりつくような湿しつ気けが、この先にある危険を物語っているように感じられます。

ツヴァイ：明めい度どは？

ＧＭ：明度は１です。では、明度のルールについて説明しましょう。

エルザ：はい、お願いします。

ＧＭ：最初に言ったとおり、明度はダンジョン内の明るさのことです。明度１で真まっ暗くら、明度２で月明かり、明度３で夕方、明度４で昼と同じくらいとなっています。もちろん、地下水路は明度１。ただし、エルザがランタンを持っているので明度は２まで上がりますから、かろうじて周囲の様子を見ることはできます。

ユンガー：灯あかりがあると明度が上がっていくんですね。

ＧＭ：そうです。ちなみに明度２だと、やや暗い状態ですのですべての行こう為い判はん定ていのダイスが一個減へります。

エルザ：全部？

ＧＭ：全部です（笑）。

ダイン：では、私のランタンも使用しましょう。これで明度３になるので、ペナルティはなくなるはずです。

ＧＭ：ですね。では、最初の場所はこんな感じです（と言いながら、マップの一部分をテーブルの上に出す）。キミたちのいるところは水路の北側にある通路です。ちょっと西に進んだところには、南側の通路に渡わたるための橋が架かけられています。

[image: ]

エルザ：（マップを指さしながら）東側には行けないんですね。

ＧＭ：はい。通路は行き止まりになっています。水路は続いていますが、トンネルになっていますので先に進むのは難むずかしそうですね。ちなみに水は東から西に向かって流れています。

ツヴァイ：西側のこの線は？

ＧＭ：それは鉄てつ格ごう子しです。通路と水路の両方を塞ふさいでいます。ただし、通路の鉄格子には扉があります。それと通路の途と中ちゆう、北と南へと細い水路の支し流りゆうが見えます。ここと、ここです。




　ダンジョンの描びよう写しやで悩なやむ方は多いかと思います。言葉だけで伝えた場合、そのすべてをプレイヤーが把は握あくすることは難むずかしいし、ＧＭが伝え損そこなうこともあるからです。かといって、シナリオで用意してあるマップを、そのままプレイヤー見せるわけにはいきません（ＰＣがあらかじめダンジョンのマップを手に入れている、ダンジョンの全ぜん貌ぼうを把握しているのであれば別ですが）。

　このような場合、ＰＣが見えるであろう範はん囲いにマップを切り取り、ＰＣがそこに移動するたびに公開していくとよいでしょう。あとはマップ内に書かれている情じよう報ほうを元にして、「これは何？」「ここはどうなっているの？」などと、プレイヤーが質問してくるはずです。

　こうしてＰＣに伝えるべき情報をプレイヤーの目に見えるようにすることで、ＧＭが言葉として伝える情報を少なくすることができます。そして、その減へらした分だけダンジョンの描写に力を入れてみましょう。

　自然のものなのか、それとも人工のものなのかといったマップだけでは表わすことができない情報や、視し覚かく以外の五感──聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、触しよつ覚かくなどで知ることができる情報をプレイヤーに伝えるのです。

　こうすることで、より臨りん場じよう感かん溢あふれるダンジョンを演えん出しゆつすることができるでしょう。

　それから切り取ったマップは、公開するたびにセロハンテープなどで繋つなげておくと、ダイスを振った勢いに飛ばされてバラバラになったりせずにすみます。

　なお、今回の地下水路のダンジョンのマップはこちら（＊）に掲載してあります。ＰＣたちの進行ルートも載せてありますので、彼らがどのようにしてダンジョンを進んでいったのか、ＧＭ視点で楽しみながら、リプレイをお読みください。




エルザ：確たしか四、五メートルほど下に降りてきたんですよね。かなり広そうですね。

ＧＭ：水路の幅も一五メートルくらいありますからね。ちなみに、西側の鉄格子までは五〇メートル近くあります。

エルザ：街の下にこんな大きな地下水路があるなんて……。

ＧＭ：と、エルザが周りを見み渡わたしていると、ファミリアのメロディちゃんも珍めずらしそうに流れる水をのぞき込んでいます。

ユンガー：おっ、ちょっといいシーンっぽいぞ（笑）。

ツヴァイ：おっと危ない！　とよろけてぶつかったメロディがポチャンと水の中へ（笑）。

ダイン：ザ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]（流れていく音らしい）。

エルザ：わっ！　や、やめてください、わたしのファミリアになんてことをするんですか（笑）。

ダイン：じゃあ、水路に落ちる寸すん前ぜんにメロディちゃんの両脇からバーニアが出てきて、空を飛びます（笑）。

一同：飛ぶのかよっ！




　などとメロディちゃんの話でひとしきり盛もり上がったあと、まずはユンガーが鉄格子の扉を調べることになった。




ＧＭ：五〇メートルほど先になりますけど、ひとりで行きます？

ツヴァイ：結けつ構こう遠いな。大だい丈じよう夫ぶですか？　隊長。

ユンガー：マリア王妃もいるからな。そちらを守ることを優ゆう先せんということで、ひとりで行きます。あ、ランタンの灯りは五〇メートル先まで届きます？

ＧＭ：ルール的にはエリアすべてを照らすことができるので、ここは問題なしとします。とゆーことで、ユンガーは扉のところまで辿たどり着つくことができます。

ユンガー：ほっ、何もなかったな。では、扉を調べてみよう。判定いります？

ＧＭ：判定はいりません。鍵Ｂですね。

エルザ：鍵Ｂ？

ＧＭ：特とく殊しゆな鍵がないと開けることができないタイプの錠じようです。

ユンガー：じゃあ、シーフでも開けることができない？

ＧＭ：できません。

ユンガー：マリア王妃の持っていた鍵でも開かないですよね？

ＧＭ：形が全然違ちがうので無理そうですね。




　ユンガーは一応南側の通路の扉も調べるが、こちらもやはり鍵Ｂが掛かかっていて開けることができなかった。




ユンガー：ダメだな。どちらも開けることはできなそうだ。

ダイン：となると、進むことができそうなのは細い水路だけですね。

エルザ：北と南にありますね。どちらから行きますか？

ツヴァイ：隊長？

ユンガー：近い方から調べていこう。まずは北だ。

ＧＭ：分かりました。では、ここで全員【感知】判定をどうぞ。

ツヴァイ：（ダイスを振る）12。

エルザ：（ダイスを振る）わたしも12です。

ユンガー：（ダイスを振る）私は14だ。

ダイン：（ダイスを振る）９。ちなみにミリアは13ね。

ＧＭ：う～ん、それだと誰も気がつかない。

ツヴァイ：なんだ？

ＧＭ：秘密です（笑）。とゆーわけで、キミたちは北の水路へと入っていきます。







◆Middle 06◆支流へ




ＧＭ：北側にある狭い水路に入っていくと、そこは幅は三メートル、高さ二メートルくらいの通路になっています。壁は青あお灰はい色いろのブロックでできていて、天井は半円──いわゆる馬蹄型のトンネルです。足あし下もとには水が流れていますが、くるぶしくらいまでしかないので、トラップのプールとは扱あつかいません。

ダイン：それは朗ろう報ほう。

ＧＭ：ただし、【敏びん捷しよう】判はん定ていにマイナス２のペナルティを受けます。トラップのカースと同じ扱いになります。

ダイン：となると回かい避ひもですか？

ＧＭ：もちろん。さらにあまりにも狭せまいため、常つねに封ふう鎖さ状じよう態たいとなります。

エルザ：封鎖状態って何ですか？

ＧＭ：エンゲージしている状態から抜ぬけ出すために、それを邪じや魔ましようとしている相手と【行こう動どう値ち】判定同士での対たい決けつが必要となります。

ツヴァイ：でも、飛行状態になれば関係ないでしょ？

ＧＭ：狭い水路では、高さもないので飛行状態になることもできません。

ツヴァイ：何───っ!?

ＧＭ：あ、さっきのエリアみたいに広いところは飛行状態になれるのでご安心ください（笑）。

ツヴァイ：安心できるかっ！（一同笑）

エルザ：でも、身み重おもの王妃様を歩かせるわけにはいかないですよね。水の中でしょ？

ＧＭ：だから、マリアは防ぼう水すい処しよ理りのされている丈たけの長い革かわのブーツを履はいているんですよ。もともと、この水路を抜けていく予定でしたし。

エルザ：それなら大だい丈じよう夫ぶですね。王妃様、大変だとは思いますけどがんばってくださいね。

ＧＭ：「はい、わたくしは大丈夫です。ご心配いただきありがとうございます、エルザさん」マリア王妃は微笑みながらエルザに返事します。それを聞いたミリアが──「そうそう、これくらいラドフォード家の鍛錬に比べたらどうってことないでしょ、お姉様」

ツヴァイ：ラドフォード家って、一体どんな鍛錬してるんだ？（笑）

ＧＭ：「それは秘密だよ」ウィンクしながらミリアが答えます。

ダイン：まぁ、武闘派で知られるラドフォード家ですから（笑）。

ユンガー：マリア王妃が大丈夫ということであれば、このまま進もう。

ＧＭ：では、ここのエリアはこんな感じです（マップを公開する）。あ、もしエンゲージを分ける場合はあらかじめ言っておいてください。申しん告こくがない場合は、全員が同じエンゲージにいるとみなしますので。

[image: ]

ユンガー：とりあえず十じゆう字じ路ろのところまで進もう。そこで、左右を確かく認にんする。

ＧＭ：水路をジャブジャブと進み、キミたちが十字路まで来たところで、【感知】判定をどうぞ！　難なん易い度どは10です。

ユンガー：（ダイスを振る）７だから、合計12で成功です。

エルザ：私も11で成功しました。

ダイン：私が13で成功で、ミリアも12で成功です。

ツヴァイ：僕も５以上で成功……（ダイスを振る）５!?　あ、危ね──っ！（一同笑）

ユンガー：じゃあ、ツヴァイが十字路よりも先に行こうとした時に襟えり首くびを掴つかみます。（真面目な声で）止まれっ！

ＧＭ：キミたちが静かに耳をすましていると、東側の水路の向こうから少年の声が聞こえてきます。「何だよ、行き止まりかよ！」

ダイン：まずいっ！　とりあえず自分の持っているランタンの灯りを消し……って、このランタンってシャッターとかついてましたっけ？

ＧＭ：『アリアンロッド』の世界のランタンは、錬金術で作られているのでいわば懐中電灯みたいなものですから、オンオフは自由ですよ。

ダイン：おぉ～、それは便利（笑）。では、ランタンを消して、エルザにも消すように伝えます。

エルザ：分かりました。すぐに消します。

ＧＭ：（うぉ！　さすが、えんどーちん）では、向こうはキミたちのことに気がつかないね。

ユンガー：よくやったぞ、ダイン。

エルザ：ダイン君、えらいっ！

ダイン：いえいえ、それほどでもありません（笑）。で、向こうの様子はどうですか？　こっそりと十字路の角からのぞいてみます。

ＧＭ：鉄格子の向こうから、ランタンでこちら側を照らしている複ふく数すうの人ひと影かげが見えます。

ツヴァイ：少年の声ってことは、さっきのシーンに出ていたドライかな？

ＧＭ：そうです。まぁ、ＰＣは知りませんけど（笑）。

ダイン：ただ、追っ手が来ているのは分かりますよね？

ＧＭ：もちろん。そして、しばらくすると灯りが見えなくなります。

ダイン：どうやら立ち去ったようですね。

ユンガー：急ごう。連中が他の道を見つけるとやっかいだ。

エルザ：じゃあ、どっちに行きますか？

ユンガー：とりあえずは、さっきの大きな水路沿ぞいに進んでみよう。




　しかし、すぐに行く手を鉄格子に阻はばまれる。




ツヴァイ：何だよ、行き止まりかよ！

エルザ：あっ！　さっきのセリフと同じ（一同笑）。

ツヴァイ：本当だ。いやー、ドライの気持ちがよく分かるわ（笑）。

ユンガー：ここも扉ですか？

ＧＭ：いえ、ここは鉄格子だけですね。

エルザ：なるほど。東西の移動は制せい限げんされているわけですね。

ツヴァイ：東西の移動？

エルザ：はい。たぶん横一直線に真まっ直すぐ行けないようになっていて、南や北にずれながら進んでいかないと抜けることができない構こう造ぞうになっているんじゃないかと思います。

ユンガー：仕方ない。とりあえずさっきの十字路まで戻って、今度は北に進んでみよう。




　再ふたたび水路をジャブジャブと進んでいく一行。最初に見えた東へ向かう道は無む視しし、次の西へ向かう道を曲がった。ここでももう一度【感知】判定をするが、やはり全員失敗。首を傾げながらも、ＰＣたちはさらに水路を進む。







◆Middle 07◆鉄てつ格ごう子しと落おとし穴あな




ＧＭ：水路をさらに西へと進んでいくと、そこにはまた鉄格子があります。マップはこんな感じです。

[image: ]

ツヴァイ：また行き止まりかよ。

エルザ：でも、この鉄格子の印しるし、さっきと違ちがいますよ。

ＧＭ：ええ。鉄格子が何本か歯は抜ぬけになっていて、ちょっと無む理りすれば通り抜ぬけることができそうですね。

ユンガー：なるほど。こういう場所が何ヶ所かあるというわけか。

ダイン：でも、わざわざ「ちょっと無理すれば」なんて言うところを見ると……。

ＧＭ：はい。判はん定ていが必要になります（笑）。

一同：やっぱり───っ！

ＧＭ：自分の【筋きん力りよく基き本ほん値ち】を難なん易い度どとして【敏びん捷しよう】判定に成功すれば、鉄格子を抜けることができます。

ダイン：【筋力基本値】が難易度っ!?

ＧＭ：はい。【筋力基本値】が高いと体たい格かくがよかったり、筋きん肉にくが鍛きたえられているので、狭せまいところが通りにくい──みたいなイメージです。

ツヴァイ：なんという画期的な判定だ（笑）。

ＧＭ：この判定に失敗した場合は鉄格子に挟はさまってしまい、３点のＨＰダメージを受けることになります。何回でもチャレンジすることはできますが、水路の中なので【敏捷】にマイナス２のペナルティがあることをお忘わすれなく。

エルザ：マリアさんは？

ＧＭ：エキストラなので、判定なしで通れることにします。あ、ミリアはゲストなんでちゃんと判定してくださいね（笑）。

ダイン：分かりました。

ツヴァイ：失敗したら馬ば鹿かにしてやろう（笑）。

ＧＭ：「そんなこと言うんだ……えいっ！」ミリアはまたツヴァイの足を踏ふむ（笑）。

ツヴァイ：痛ぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　何するんだよっ！（一同笑）

ＧＭ：「ふんっ！」ミリアは頬を膨らませて、そっぽを向きます。

エルザ：まぁ、喧けん嘩かするほど仲がいいって言いますからね（笑）。

ＧＭ：「あらあら、ミリアったらいつの間にそんな人ができたの？」とマリア王おう妃ひが真面目な顔をしてミリアに訊きます（笑）。

エルザ：話せば長くなるんですけど……と、今まであったこと──つまり第一巻かんの出来事を滔とう々とうとマリア王妃にお話します。しかも、あることないこと（笑）。

ツヴァイ：適てき当とう言うなっ！（一同笑）

ＧＭ：「いつまでも子どもだと思っていたのに……。ミリアったらすっかり大人になって」

エルザ：そうなんですよ～。

ＧＭ：「そ、そんなことないよっ！」

エルザ：こういう時は既成事実を作った方が勝ちだよ、ミリアちゃん（笑）。

ＧＭ：エルザの言葉に顔を真っ赤にして俯いているミリアを見ながら、マリア王妃が──「これからもミリアとお友だちでいてくださいね」

エルザ：もちろんです！　さぁ、早くここから出ましょう！

ツヴァイ：（エルザに）いったいどんな話をしたんだよっ！




　結局、鉄格子に引っ掛かったのはダインだけ。しかも、二回目の判定で成功したので、《ヒール》を使うほどでもなかった。鉄格子を抜ぬけ、さらに進む四人。

　十字路をひとつ抜け、次の十字路の手前……。




ＧＭ：ここでまた【感知】判定をどうぞ。

ダイン：また【感知】判定ですか。

ツヴァイ：う～ん。さっきから何度もやっているこの【感知】判定何だろな。

ダイン：ミリアが14出しても分かりませんでしたからね。（ダイスを振ふる）13で、ミリアは12ですね。

エルザ：（ダイスを振る）８です。

ユンガー：（ダイスを振る）おしい！　14だ。

ツヴァイ：（しばらく考えている）……う[image: ][image: ][image: ]ん。

エルザ：どうしました？

ツヴァイ：いや、判定しているのに何も分からないのが、何ていうか──もやもやしてすごく嫌な感じがするんだよね。いいや、ここでフェイトを使おう！　ていっ！　（ダイスを振る）達成値は15！

ＧＭ：15ならば成功です。壁かべをよく見てみると、矢印が書いてあります。どうやら左に曲がるように指し示じされているようですね。

ツヴァイ：やったっ！　ユンガー隊長！　こんなところに矢印が彫られてるぜ！

ユンガー：矢印か……。果たして信じていいものやら。

ツヴァイ：とりあえず信じて、ひどい目にあったら信じないようにするというのは？

一同：おいっ！（笑）

ダイン：とはいっても、これ以上水路を迷まよっていると何に遭そう遇ぐうするか分かりませんからね。とりあえず信じるというツヴァイのアイデアは、悪くないかもしれません。

ユンガー：よし。とりあえずこの矢印を信じてみよう。

ＧＭ：じゃあ、十字路を南に向かうということでＯＫ？

ユンガー：あ、その前にひとりで先行して調べに行こう。一いち応おう、罠わなの可か能のう性せいもあるし。

ツヴァイ：隊長、大だい丈じよう夫ぶですか？

ユンガー：（真ま面じ目めな声で）お前たちはここにいろ。私は先を見てくる。

ＧＭ：と、ユンガーが十字路に入った瞬しゆ間んか─ん─。

ツヴァイ：おっ！　トラップだ!!（笑）

エルザ：えぇ～っ！

ＧＭ：マイン型のトラップなので危険感知の判定をどうぞ。

エルザ：隊長、がんばって！

ユンガー：任まかせろ。（ダイスを振る）おっ！　クリティカル！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：では、ユンガーが十字路に入った時、足がふっと沈しずみそうになります。

ツヴァイ：落とし穴かっ！

ＧＭ：当たりです。落とし穴の気配を察したユンガーは踏ふみ出した足を静かに戻もどします。どうやらヘドロのようなものが溜たまっていたようですね。

ユンガー：じゃあ、みんなにここは危あぶないぞと教えます。

エルザ：落とし穴にはまると、どうなるんですか？

ＧＭ：身体からだの半分ほどがヘドロに埋うまって、脱だつ出しゆつするのに難易度15の【筋力】判定。

ツヴァイ：それはきびしい。

ＧＭ：しかもこれに失敗すると５＋１ＤのＨＰダメージが入ります。

ダイン：死ぬ、それは死ぬ（笑）。

ＧＭ：あ、誰だれかが手を貸かせば【筋力】判定にボーナスが入ることになっているんで。

エルザ：でも、ダメージを受けるヘドロって恐おそろしいですね。

ＧＭ：きっと、身体によくないものが混まざっているんですよ（笑）。

ダイン：そんなところをマリア王妃に渡わたらせるわけにはいかない。持っている盾たてを橋代わりにして足場を作りましょう。

ユンガー：おぉ～、ジェントルマン（笑）。

ＧＭ：まぁ、ユンガーが発見しているので、あとから通る人は大だい丈じよう夫ぶなんですけどね。演えん出しゆつとしてうまいので、そういうことにしましょう。

エルザ：ダイン君、格かつ好こいいぞ！







◆Middle 08◆もうひとりの……




ＧＭ：とゆーわけで、さらに水路を進んでいくと、次第に水の流れる音が聞こえてきます。

ダイン：どうやら本流に戻もどるようですね。

ツヴァイ：マップでも位置的にはそうなるな。

ＧＭ：はい。で、さらに進むとトンネルから抜けるように、水路の先が開けている様子が見えてくるんですが……。

ユンガー：ですが？

ＧＭ：ぼーっと明るい光が漏もれてきています。

ツヴァイ：先回りされたっ!?

ダイン：とりあえず灯あかりを消して本流の様子をうかがいましょう。エルザさんも、灯りを消してください。

エルザ：はい！

ユンガー：では、隠かくれながらのぞいてみよう。

ＧＭ：予想どおり、そこは地下水路の本流ですね。キミたちのいる北側と南側にやはり通路が見えます。このふたつの通路の間には橋が架かけられていて、渡わたれるようになっています。そして、南側の通路には支し流りゆうがふたつ見えます（マップを見せる）。

[image: ]

ダイン：ここでも分ぶん岐きですか。

ＧＭ：そして、キミたちのいる通路の反対側、つまり南側の通路にフードをかぶった人物がいます。その足下には大おお勢ぜいの兵士たちが倒たおれている──装そう備びの雰ふん囲い気きからすると、グラスウェルズ兵のようですね。天井には穴が空いていて、その近くの壁にハシゴが見えるので、そこから降りてきたのでしょう。

ツヴァイ：でも、兵士たちは倒れてるんだよね？

エルザ：そのフードの人が倒したのかな？

ＧＭ：「まったく余よ計けいな手て間ま掛かけさせやがって……」などとブツブツ言っているところをみると、どうやらそのようですね。

ダイン：声はどんな感じですか？

ＧＭ：少年の声ですね。

ツヴァイ：やっぱりドライかっ！

ＧＭ：確かに先ほど聞いた声とよく似にている気がします。そして、そのフードの人物は倒れている兵士たちを次々と水路へと蹴け落おとしていく。その時にフードがバサッとめくれて、その少年の顔が明らかになります。

ツヴァイ：おっ！

ＧＭ：キミたちからはちょうど正面に見えるその顔は、まさにツヴァイそのもの！

一同：やっぱりだ[image: ][image: ]っ！（笑）

[image: ]

ＧＭ：ただし、髪かみの色が違ちがいます。ツヴァイが赤毛に対して、こちらは漆しつ黒こく。それに武ぶ器きも異ことなり、弓ゆみを背せ負おっています。ミリアも驚おどろいて、黒い髪のツヴァイそっくりの少年と、ツヴァイを交こう互ごに見み比くらべています。「ツヴァイ君がもうひとりいる！」

ユンガー：お前に双ふた子ごの兄きよう弟だいとかいたのか？

ツヴァイ：いや、いない……よね？（一同笑）

ＧＭ：どっちでも好きな方をどうぞ。それに合わせて設せつ定てい変えますから。

ツヴァイ：知らない方が面白そうだな。じゃあ、とりあえずツヴァイ的には知らないという方向にしよう。

ＧＭ：じゃあ、ツヴァイには兄弟がいるなんて心当たりはないということで。

ツヴァイ：や、やべー！　思わず駆かけ出したくなるんだけど。おいっ！　お前は誰だっ!!　とか言いながら（笑）。

エルザ：（慌てて）止めます！　止めます！

ＧＭ：ミリアも一いつ緒しよになってツヴァイの腕を引ひっ張ぱります。「ダメだよ！　ツヴァイ君！」

ツヴァイ：うぉ[image: ][image: ]っ！　振ふり払はらって飛び出したいっ!!（一同笑）

ＧＭ：する？（笑）

ツヴァイ：誰かが止めるならしませんよ。止めるならだけど（笑）。

エルザ：当たり前です！　フェイトを使ってでも止めますよ！

ツヴァイ：そこまで言いますか。う～ん、なんか絶ぜつ対たいにツヴァイは、エルザに敵かなわない気がしてきた（一同笑）。ここは素す直なおにしたがっておこう。

エルザ：（安あん堵どした感じで）ほっ。

ＧＭ：とまぁ、みんながそんな感じでドタドタしていると、黒髪のツヴァイそっくりな少年は、ランタンを一個拾い上げると左側の水路へと入っていきます。「とりあえずこっちへ行ってみるか」

ダイン：これは右側の水路を行くしかないようですね。

ツヴァイ：追いかけるという手もあるけどな（笑）。

ユンガー：いや、我われ々われはマリア王妃を無事にここから脱出させなければならない。無む駄だな戦せん闘とうはさけるべきだ。

ツヴァイ：お、隊長らしい発言だ（笑）。

ユンガー：そりゃー、隊長だからな。しかし、あのお前にそっくりな奴に、本当に心当たりはないのか？

ツヴァイ：こっちが訊ききたいくらいだ！

エルザ：でも、本当にそっくりだったね。

ダイン：まぁ、世の中にはよく似ている人が三人いると言いますから──などと、いい加か減げんなことを言います（笑）。

ＧＭ：ＰＣは、あの少年がドライという名前だということを知らないですからね。ただ、表現が分かりにくくなるので、ツヴァイそっくりなこの人物をこれから〝ドライ〟と呼びますね。

エルザ：いつの間に先回りされたんでしょうね？　さっきは鉄格子の向こうにいたのに。

ツヴァイ：一度上に出て、また潜ったんじゃないの？

ダイン：他に入ることのできる場所が、あっても不思議じゃありませんからね。

ユンガー：まぁ、あの少年のことはとりあえずおいとくとして、我われ々われはどちらに行くかだな。

エルザ：矢印はないですかね？

ＧＭ：調べるなら【感知】判定してください。ただし、今回は矢印があるということを知りながら探さがすので、難易度は13まで落ちます。

ツヴァイ：それなら何とかなりそうだな。（ダイスを振る）よし！　成功！

ＧＭ：矢印は右側の水路を指してますね。

エルザ：な～んだ、やっぱりツヴァイ君のそっくりさんなだけあって──。

ユンガー：違うほうに進んだな。

ツヴァイ：おいっ！（一同笑）

エルザ：道を探すとか、そういうのあんまり得とく意いじゃないんじゃない？

ダイン：いや、先ほど彼かれが移い動どうする際さいに壁を調べていなかったので、おそらくこれは情じよう報ほうを持っていないと考えるべきでしょうね。

エルザ：つまり、バルムンクもこの矢印は知らないということですよね。

ダイン：そうなりますね。

エルザ：……（何か考えている）。

ユンガー：どうした、エルザ？

エルザ：……いえ、今ちょっと思いついたんですけど、この矢印って、もしかして犯罪者が使っているんじゃないですか？

一同：え？

エルザ：確か、最初の情報にそういうのがありましたよね。逃がし屋でしたっけ──彼らが使っている印なんじゃないかな～って思ったんですけど……。

ダイン：逃げるための経路の印ですか？

エルザ：ええ。もし、王家が脱出用に矢印を彫っていたとしたら、わざわざ地図なんて用意する必要ないじゃないですか。

一同：それだっ！

ダイン：確かにエルザさんの言うとおりかもしれないですね。

ツヴァイ：そういう理由なら、目立たないように小さく彫られているのも分かる。見つけられて消された日には、逃がし屋も商売あがったりだからな。

ユンガー：なるほど。さすがエルザだ。

ダイン：となれば、この矢印どおりに進むのはありかと……。

ユンガー：そうだな。となれば、ドライが道を間違えたことは我々には好都合。奴が戻もどってくる前にさっさと先に進もう。

ツヴァイ：捜しに行きて～、捜しに行きて～、さ～が～し～に[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

エルザ：（ちょっと怒りながら）本当に行くつもりですか？

ツヴァイ：だって、気になるじゃないか。

エルザ：気持ちは分かるけど、今は脱出するのが先決でしょ！

ＧＭ：「こんなとこでそんなことしている場合じゃないよ」とミリアもたしなめます。

ツヴァイ：いや、まぁ、まったくそのとおりだけどさ！（笑）

エルザ：やっぱりミリアちゃんはいい子です！

ツヴァイ：まぁ、いいか。縁えんがあれば会えるだろう。たぶん、おそらく、きっとこのシナリオの終わりくらいに（笑）。

ダイン：シナリオの先読んだ───っ！（一同笑）

ＧＭ：それはあとでのお楽しみということで！　では、先に進みましょう。







◆Middle 09◆鉄てつ格ごう子しと成長期




ＧＭ：さて、本流から再ふたたび支流へと入るわけですが、北側の支流と違ちがって、こちらの水はかなり汚よごれが目立ちます。

ダイン：マリア王おう妃ひは大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：さっきも言ったとおり、ブーツのおかげで直ちよく接せつ濡ぬれたりはしてないから大丈夫です。「お気遣いいただき、ありがとうございます」

エルザ：いえいえ。王妃様をお守りするのがわたしたちの仕事ですから。

ツヴァイ：そうそう。それに、王妃様はミリアのお姉さんでもあるしな。

ダイン：ん？　妃殿下がミリアの姉であることは依頼とは関係ないですよ。まぁ、今回の仕事はミリアが依頼人ですから、まったくの無関係というわけでは──。

ツヴァイ：（言葉を遮って）そういう問題じゃないだろ！っ！　まったく冷たい奴だなぁ～。

ダイン：そりゃあ、機械ですから（笑）。

ツヴァイ：そういう意味じゃないっ！（一同笑）

ユンガー：しかし、なぜ水が汚れているんだ？

ＧＭ：それにはミリアが答えくれます。「確たしか、この辺あたりはアルケミストの工こう房ぼうが並ならんでいる場所じゃなかったかな」

ダイン：なるほど。錬れん金きん術じゆつに使用した排はい水すいですか……。

ユンガー：危き険けんはないのか？

ＧＭ：「ちょっと濡ぬれるくらいなら平気だと思うよ」

ツヴァイ：錬金術の実験とかで創つくられた人じん造ぞう生物とか出てきそうだな（笑）。

ダイン：まぁ、街まちの中で実験しているアルケミストが創ったものだとしたら、そんなに危険な人造生物とかはいないと思いますが……。

ユンガー：とはいえ、気をつけるに越こしたことはないだろう。辺りを警けい戒かいしながら進みます。
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　南へと水路を進んだのち、今度はユンガーが矢印を発見する。指さし示しめす方向は西。本流の流れている方向と一いつ致ちしていることからも、エルザの説に間違いはないだろうと考えたユンガーたちは、矢印のとおりに十字路を曲がる。

　途と中ちゆうに再び鉄格子があったが、前と同じようにこちらも何本か抜ぬかれている。まず最初に挑戦したダインだが、判定に三回失敗して９点のダメージを受けてしまう。




ダイン：ギガギゴゲ（引っ掛かっている音らしい）。

ユンガー：ダイン、大丈夫か？

ダイン：はっ、何とか。（笑）。

エルザ：次はわたしが行きますね。えいっ！　（ダイスを振る）ふわっ！　失敗です！

ＧＭ：では、エルザも鉄格子の間に挟まってしまい、３点のＨＰダメージを受けます。

エルザ：え～っ！　さっきはちゃんと通り抜けられたに[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ユンガー：エルザ、大丈夫か？

エルザ：え、あ、はい、大丈夫です。

ツヴァイ：エルザ姉ちゃん、太ったんじゃない？（笑）

エルザ：そんなことないですよぉ！　最近、ちょっと洋服の胸元がきついだけだもん──と、いうことにしておいてください（一同笑）。




　ユンガー、ツヴァイ、ミリアの三人は、難なんなく鉄格子をくぐり抜ぬけることに成功した。そして、一行はさらに水路を西へと進む。







◆Middle 10◆排はい水すいに潜ひそみしモノ




ＧＭ：途と中ちゆうの分ぶん岐きでは矢や印じるしを発見できず、またまた十じゆう字じ路ろが見えてきます。ただし、今までの十字路と違って、ここの天てん井じようには直径一〇センチメートルほどの穴あなが空いていて、そこから排水が落ちてきています。

エルザ：やっぱり汚きたないんですか？

ＧＭ：かなり。しかも、その排水が下に溜まっている水に当たるとシュウシュウ音を立てていて、怪しい煙も上がっています。よく見てみると、周囲の壁かべもボロボロになっていますね。

ツヴァイ：げっ！　なんかダメージを受けそうだな。

ＧＭ：もちろん！　この水を直接浴あびると１Ｄ点のＨＰダメージを受けます。難易度13の【敏捷】判定に成功すれば、避よけることができます。【敏捷】判定なので、水路によるマイナス２のペナルティもあります。

ツヴァイ：それはちょっとつらそうだな。

ダイン：エキストラのマリア王妃は？

ＧＭ：死ぬことはないだろうけど、身体からだによくないのは間ま違ちがいないですね。

ダイン：《カバーリング》はできます？

ＧＭ：できますよ。

ユンガー：まぁ、無む理り矢や理り先に進むしかないな。

ツヴァイ：今のところ矢印は見つかってないからなぁ～。たぶん、こっちの道で合っているんだろうし。

ユンガー：よし！　ダインはマリア王妃を頼たのむ。ここを突つっ切きるぞ！

一同：はいっ！
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ＧＭ：とゆーところで、ここで全員が【感知】判定をどうぞ！　失敗すると、ここにいるモノに気がつかずに、十字路まで進んでしまいます。

一同：なんだってっ！

ツヴァイ：エネミーかっ！

ＧＭ：最初に言ったとおり、細い水路は封ふう鎖さ状じよう態たいになるので、離り脱だつする場合は判定が必要ですからね。あっ、それから、クリンナッププロセスに【敏捷】判定をしてください。これに成功しないと……。

ダイン：排水を浴びることになる？

ＧＭ：もちろんです（笑）。




　そして、【感知】判定にひとりも成功せず、六人が十字路へと足を踏み入れると同時に──。




ＧＭ：排水の底から、ヌメヌメとした不定形のものがキミたちに襲おそいかかってくるっ！　ちなみにこいつは《再さい生せい能のう力りよく》（＊）を持っているので、排水のダメージは問題ないのです（笑）。さぁ、戦せん闘とう開始！




　しかし……。




ダイン：ミリアが《ソードダンス》で攻こう撃げき！

ＧＭ：くっ！　６点のダメージ！

ツヴァイ：《バッシュ》！

ＧＭ：うぐっ！　８点のダメージ！

エルザ：《ファイアボルト》です！　ダメージは27点！




　ヌメヌメの不定形──スライムは物理防御力こそそれなりに高いものの、魔法防御力は０。ミリアやツヴァイの攻撃は耐えることはできたが、エルザの魔法によるダメージは素通し。わずか一ラウンドでスライムは倒れた。
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ＧＭ：エルザの放った炎の矢は、あっという間にスライムの全身を包み込みます。そして、スライムはジュウジュウと音を立てながら燃え尽きてしまいました──戦闘終了！

一同：はやっ！（笑）

エルザ：やった～！　こんな汚いものは、さっさと焼やき払はらうに限かぎります！（笑）

ＧＭ：い、一応、排水の判定だけはしておいてね。

ユンガー：まぁ、それくらいは受けてあげよう。

一同：うん、うん（笑）。

ＧＭ：ちっ！（笑）あ、あとドロップ品の他に、古びた指ゆび輪わをスライムから手に入れることができます。どうやらスライムが吸きゆう収しゆうしていたもののようですね。

エルザ：指輪？　どんな指輪ですか？

ＧＭ：翼つばさを持った狼おおかみの刻こく印いんがはいった指輪ですね。

ダイン：確か翼を持った狼は、アヴェルシア王国の紋もん章しように使われていたはずです。

ユンガー：マリア王妃に訊きいてみよう。この指輪をご存ぞんじですか？

ＧＭ：「確かに指輪に刻きざまれている狼は、アヴェルシア王国の紋章です。でも、この指輪は見たことがありません」どうやら知らないようですね。

エルザ：高く売れそうですか？

一同：売るっ!?

ＧＭ：残念ながら金きん銭せん的てきな価か値ちはなさそうです。まぁ、アヴェルシア王家の関係者に指輪を見せれば、何か分かるかもしれませんが。

ダイン：マリア王妃が何か隠かくしている……というようなことは、たぶんないでしょうね（笑）。

ＧＭ：隠したところで、何か得になるわけじゃないですから。あと、王家の紋章が入ってはいますが、スライムを倒したのはキミたちなのでマリア王妃は指輪を欲ほしいとは言いません。

エルザ：じゃあ、わたしたちがお預あずかりするということにして、ここを脱出したあとに調べるというのはどうでしょう？

ＧＭ：「ええ、お任まかせいたします。では、指輪について何か分かったら教えてくださいね」

ユンガー：でも金銭的な価値はないんだよな。

エルザ：いえいえ、売る以外にも価値があるかもしれない。儲けだけが商売じゃないですよ。

一同：お～、さすが商人（笑）。

ツヴァイ：いかにも伏ふく線せんっぽいアイテムだしね（笑）。

ＧＭ：では、ここはこれで終しゆう了りよう。





（＊）《再生能力》　エネミースキル。クリンナッププロセスに【ＨＰ】が回復する。









◆Middle 11◆眼下に広がるもの




ＧＭ：スライムと戦った十字路をさらにまっすぐ進むと、丁てい字じ路ろにぶつかります。

ツヴァイ：矢印は？

ＧＭ：【感知】判定をどうぞ。

ユンガー：（ダイスを振る）成功しました。

ＧＭ：右を指していますね。で、ここまで来ると分かるんですが、矢印が指している方向からザーッという激はげしい水の音がします。

ツヴァイ：滝たきみたいな音？

ＧＭ：そんな感じです。

ダイン：滝か、出口か、それとも奈な落らくへの入り口か……。

エルザ：出口だといいですね。

ツヴァイ：また排水だったりして（笑）。

ユンガー：とりあえず、矢印を信じて見に行ってみよう。

ＧＭ：分かりました。丁字路を右に折れて、進んでいくと目の前がガバッと開ひらけます（マップを公開する）。

ダイン：この広いのは貯ちよ水すい池ち？

ＧＭ：ええ。キミたちのいる水路の先が滝のようになっていて、二〇メートルほど真下にある貯水池に溜たまるようになっています。正面と右側、つまり北側と東側にも水が落ちているのが見えます。

エルザ：マップからすると東側が本流ですね。
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ＧＭ：ええ。先ほどから聞こえていた轟ごう音おんは、この本流の水が落ちる音です。

ツヴァイ：ゴォ─────ッ!!（一同笑）

ＧＭ：そうそう、そんな感じ。幅はば一五メートルの滝ですし、周囲を壁で囲まれていますから、かなりの音じゃないかと思います。あと、北側の方には上に昇のぼる階かい段だんも見えます。ただし、その階段への入り口には扉があります。で、水路の本流と同じように、北と南にも通路があって、南の通路から外に出られるようになっているようで、そこから光が差し込んでいます。なので、ランタンなしでも明度３ということになります。

ユンガー：こちらに階段は？

ＧＭ：ありません。

エルザ：降おりられるのかな？　ロープは持っていますけど……。

ＧＭ：ただ、ロープを掛かけておくようなところがないですよ。上で誰だれかが持っていれば別でしょうけど。

ダイン：となると、最後までここに残る人にはあきらめてもらって、ロープを使ってゆっくり降りるのがよいかと。マリア王妃もいるわけですし、全員でここから飛とび降りるわけにはいかないでしょう。

ユンガー：ということは、翼を持っているツヴァイが最後か？

ツヴァイ：いや、いつでも上に戻れるから、僕が先に降りた方がいいんじゃない？

ユンガー：それもそうか。よし、行けっ！　ツヴァイ!!

ツヴァイ：りょーかーい！

エルザ：ロープを使って降りるための判定は必要ですか？

ＧＭ：もちろん。難易度10の【敏捷】判定で、これに失敗すると８＋２Ｄの物理ダメージを受けて、貯水池に落下してしまうとします。高さがあるので、ダメージはちょっと高めになっています。

ツヴァイ：【敏捷】判定にマイナス２のペナルティは？

ＧＭ：水路の中で何かするわけではないので、ロープで降りる時にはそのペナルティはなしです。ただし、横幅があまりないので、ひとりずつしか降りることができません。

エルザ：マリア王妃はどうします？

ダイン：私が背せ負おっていくということでどうでしょう？　ロープもあることだし、何とかなるんじゃないですか？

ＧＭ：分かりました。そのアイデアを認みとめましょう。ただし、ダインが判定に失敗した場合は……。

ダイン：《カバーリング》でふたり分のダメージを受けます（笑）。

ＧＭ：ＯＫ！　じゃあ、まずはツヴァイから降りるということで……。

ダイン：ちょっと待ってください。一応ここで回かい復ふくしていきましょう。

ユンガー：それはいいアイデアだ。

ツヴァイ：下に落ちた時のダメージで戦せん闘とう不ふ能のうになったらシャレにならないからな。

ダイン：それでは、みなさん固まってください。それじゃあ、行きますよ～。




《ヒール》や《マグニフィケーション》などを使用して、ダインは全員のＨＰやＭＰを回復していく。




ダイン：あとは自分用にＭＰポーションを飲んで……。よし、準じゆん備び終了。

ユンガー：よし！　では、改めて……行けっ！　ツヴァイ!!

ツヴァイ：りょーかーい！　では《ウィング》を使用！　ばっさばっさばっさ（翼の音らしい）。

ＧＭ：ツヴァイが翼を羽ばたかせながらゆっくりと降下していくとともに水面が近づいてきます。見た感じでは、貯水池の深さは腰の上くらいまでありそうですね。

ツヴァイ：もしかして……トラップのプール？

ＧＭ：そうです。で、水路の本流と同じように、北と南に通路があって、南の通路から外に出られるようになっているようです。

ツヴァイ：なんか、すごーく嫌いやな予感がするんだけど……。

ＧＭ：そんなツヴァイの不安をあおるように、水面に叩たたきつけられる水の音だけが、辺りに響ひびいています（笑）。

ツヴァイ：いや、そんな演えん出しゆついらないから（一同笑）。

エルザ：ツヴァイ君、大丈夫ですか[image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：大丈……。

ＧＭ：と、ツヴァイが答えようとした時！　とゆーわけで、ここからクライマックスフェイズに移うつりますっ!!

一同：なんだって───っ!!

ツヴァイ：ちょ、ちょっと待って！

ＧＭ：いーや、待てない（笑）。さぁ、クライマックスフェイズだっ!!
















ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆トライデント襲しゆう撃げき！




ＧＭ：ツヴァイが貯水池に降おりるのとほぼ同じタイミングで、西側にある地下水路の出口に、槍やりらしき得え物ものを持ったふたつの人ひと影かげが現あらわれます。

ツヴァイ：槍？

ＧＭ：ええ。しかし、ひとりはフードをかぶっているので顔は分かりません。もうひとりは全身鎧よろいに身を包んでいます。どうやら戦せん士しのようですね。
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ツヴァイ：え？　フード？　それってもしかして、ドラ……。

ユンガー：お前たちはバルムンクかっ！（一同笑）

ツヴァイ：ちょ、ちょっと待って！　いきなり訊くんですかっ!?

ユンガー：ここで我々を待ち受けているとすれば、相手はバルムンクだろうからな。ここはまず意表を突くことで相手の気勢をそいで、こちらが有利になるようにするものだ。

ツヴァイ：なるほど──って、そんなにうまくいくかなぁ？

ユンガー：まぁ、見ていろ。

ＧＭ：では、フードの方がユンガーの問いに答えます。「ほう、その名前を知っているとは。やはりここで待って正解だったということか」

エルザ：え、ここで待っていて？　じゃあ、このフードの人物はドライじゃないのかな。

ＧＭ：いえ。声には聞き覚えがあります。地下水路で違う水路に入っていった人物の声──つまり、ドライに間違いありませんね。

ユンガー：直接訊いてみるか……。ここで待っていたとはどういうことだ？

ＧＭ：「倒れていた近衛の連中から聞き出したんだよ。出口がここだってな！」そう言いながら、少年はゆっくりとフードをはずし、顔をあらわにします。髪の色こそ黒ですが、フードの下から現われたその顔は、まさにツヴァイです！

エルザ：……ちょ、ちょっと待ってください！　さっき、ドライは槍を持っているって言っていましたよね？

ＧＭ：はい。このドライは槍を持っています。穂ほ先さきの左右に突とつ起きのついた槍──パルチザンですね。

エルザ：地下水路で会ったドライは、確か弓ゆみを持っていたはずですよ！

ツヴァイ：どういうことだ？

ダイン：だから言ったじゃないですか。世の中には三人似ている人がいるって（笑）。

ツヴァイ：そういう問題かっ！（一同笑）

ユンガー：もしかして、ドライってひとりじゃないんじゃない？

ＧＭ：ピンポ[image: ][image: ][image: ]ン！　正解です（笑）。

ツヴァイ：しかし、僕的にはそんなことよりも、ドライの正体の方が知りたい！　僕にそっくりな顔のお前は誰なんだっ!!

ＧＭ：「まぁ、覚えていないのも当たり前か。お前が逃にげ出した時はまだ五、六歳さいの頃ころだもんな。俺の名前はドライ。バルムンクでは〝三叉槍トライデント〟のドライと呼よばれている」

ツヴァイ：「逃げだした？　どういうことだ？」僕の知らない過去が、ここで明らかに（笑）。

ＧＭ：「なんだ、何も教えてもらってないのか？　じゃあ、これも知らないな？」ドライと名乗った少年が腕うでを高く上げて、パチン！　と指を鳴らします。すると、地下水路の本流──つまり、東側からふたりのドライが降りてきます。ひとりは弓、そしてもうひとりは魔導銃キヤリバーを持っています。

ツヴァイ：ダインの言うとおり、本当に三人いたっ！（一同笑）

ダイン：なるほど。それで〝三叉槍トライデント〟というわけですか。

ツヴァイ：感心している場合かっ！（笑）

ＧＭ：ちなみに、降りてきたふたりのドライの背せ中なかには、竜りゆうのような翼つばさが生えています。

エルザ：翼までツヴァイ君と一いつ緒しよだ。

ＧＭ：ちょっと違いますけどね。ツヴァイの翼は鳥のものですが、こちらは竜の翼です。常つねに飛ひ行こう状じよう態たいになる、《ホバリング》（＊）というスキルを使っています。そして、槍を持っているドライの背中からも翼が現われ、その身体がふわりと浮き上がります。

ツヴァイ：こいつも飛ぶのかよっ！

ＧＭ：《ホバリング》は、いつでも飛行状態になれますからね。ただし、回かい避ひ判はん定ていのダイスが一個こ減へりますけど。「用があるのは王おう妃ひだけだ。おとなしく王妃を渡わたせば、お前たちは見み逃のがしてやろう。兄弟のよしみもあるしな」槍を持ったドライがからかうように言います。

ツヴァイ：誰が兄弟だっ！　それに、そんなことできるかっ！

ＧＭ：「邪じや魔まするつもりか？」「止めとけ、止めとけ！」「別にこっちは王妃が生きていようが、死んでいようが関係ないんだぜ」口々にツヴァイを茶ちや化かすドライたち。

エルザ：うわっ！　ツヴァイくんがいっぱいいるみたい（笑）。

ＧＭ：まぁ、髪の色が違ちがうだけで、顔はツヴァイそっくりですからね。

ツヴァイ：いきなりそんなのが三人も現われて、どうしようって言うんだよ！　それに兄弟って何のことだよ！

ＧＭ：「なんだ、何も聞いてないのかよ」「だからこんなところにいるんだろ」「ちっ、使えない奴だな」

ツヴァイ：誰が使えない奴だって！　そんなことよりも、お前たちは一体何者なんだよっ！

ＧＭ：「王妃を渡せば、教えてやるぜ。嫌ならこの槍の餌食だ」挑発するような口調で語りかけながら、ドライは槍の穂先をツヴァイの方へと向けます。

ツヴァイ：僕ぼくたちは傭よう兵へいだ！　依い頼らいされた仕事は最後まで果たす。前の隊長から僕はそう言われたんだ！　ここで引くわけにはいかないっ！　教えないって言うなら、倒してから聞いてやるさ。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

エルザ：偉いっ！　さすがツヴァイ君!!

ユンガー：熱血主人公っぽいですよ（笑）。

ＧＭ：ほらほら、上の人たちも感心していない。キミたちのうしろからも、レイピアを構え、殺気をまとった集しゆう団だんが二グループほど迫せまってくるよ。

ダイン：挟はさまれましたね。

ユンガー：……うむ（笑）。

一同：「うむ」じゃね───っ！

エルザ：ど、どうしますか、隊長！

ＧＭ：では、状況を整理しましょう。貯水池にはツヴァイと三人のドライ、そしてその部下らしき鎧を着た戦士。この戦士は槍を持ったドライと同じエンゲージにいます。残りのドライのエンゲージは全員バラバラです（ポーンを次々と配置していくＧＭ）。

ツヴァイ：エンゲージが別なのか。ちょっと、面倒だな。

ＧＭ：あと、ここから先はドライの区別が面倒なので、槍を持っているのをドライランサー、弓を持っているのをドライアーチャー、魔導銃キヤリバーを持っているのをドライキャリバーって呼びますね（笑）。

エルザ：なんかヒーローロボットの必殺技みたいですね（笑）。

ツヴァイ：で、僕は飛行状態のままでいいのかな？

ＧＭ：本来、《ウィング》はシーン終了で効果が切れるんですが、貯水池に降りてすぐに戦闘なので、効果は継続しているとしましょう。

ツヴァイ：やったっ！

ＧＭ：で、上の細い水路に残っているのは、ユンガー、エルザ、ダイン、ミリア、そしてマリア王妃です。そして、ちょうど丁字路の辺りにバルムンクの兵士が二グループいる──そんな状態です。




　ＰＣやドライたちの細かい位置や状況は、次の図をご覧ください。
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ユンガー：ダイン、何かアイデアはあるか？

[image: ]

ダイン：三つの方法が考えられますね。とりあえず貯水池はツヴァイに任まかせて、我われ々われは上にいる連中を倒たおす。しかるのちに、下へと移い動どうする。

ユンガー：なるほど。

ダイン：ただし、この方法には問題があります。おそらく、我々が下へ降りる頃には、ツヴァイは倒れているでしょう。

ツヴァイ：おいっ！

ユンガー：分かった。

ツヴァイ：分かるなよっ！（一同笑）

ダイン：もうひとつの方法は、《陣じん形けい》を使用して、我々がすぐに下へ行くというものです。下に飛とび降おりることでダメージを受けてしまいますが、ツヴァイと合流することで活路を見いだすことができるかもしれません。

ユンガー：それで最後の方法は？

ダイン：ツヴァイを見み捨すてて別の道を探さがすことです。もちろん選びませんが（笑）。

ツヴァイ：おっ！　それ面白いな。じゃあ、みんなに向かって呼よび掛かけよう。下は待まち伏ぶせされているぞ！　来るな───っ!!（一同笑）

ユンガー：じゃあ、私はダインに訊ききましょう。お前ならこういう時どうする？

ダイン：残念ですが、下はツヴァイに任せて、ここは妃殿下を全力で守るべきでしょう。

ユンガー：（フッと笑って）お前ならそう言うと思った。だが、黄金の狼おおかみは仲間を見捨てるようなことはしない。

エルザ：それって……。

ユンガー：ああ。だから、我々はマリア王妃もツヴァイも助ける！

エルザ：隊長っ！

ユンガー：上にいる連中は武器で攻撃をしてくる。もし、ここでエンゲージされては私は何もできない。それよりは、広い下の貯水池で戦った方が有利だ。

ダイン：確かにここでエンゲージされては、離脱に判定が必要ですからね。

ユンガー：そういうことだ。ダインとミリアは全力でマリア王妃を守ってくれ。ツヴァイとエルザ、あとは私で敵を叩く！

ダイン：隊長がそう判はん断だんされたのなら、私はもう何も言うことはありません。それに……。

ユンガー：それに？

ダイン：隊長ならそう言うと思っていました（笑）。

エルザ：そうだよね。仕事をまっとうできない傭兵はみっともないし、牙の欠けた狼はもっとみっともないもんね。

ユンガー：ふっ！　よし、みんなでツヴァイを助けにいくぞっ！

一同：おうっ！





（＊）《ホバリング》　ドラゴネットの種族スキル。常に飛行状態になる。ただし、回避判定のダイスが一個減少する。









◆Climax 02◆ドライ、ドライ、ドライ！




ＧＭ：それじゃあ、戦せん闘とうを開始しましょう。まずはセットアッププロセスから！

ツヴァイ：うしっ！　がんばろーっ!!




●第一ラウンド

ＧＭ：距きよ離りはツヴァイからドライランサーまでが一五メートル。ドライキャリバーまでが一〇メートル。ドライアーチャーまでが二五メートルです。で、行動順番はこんな感じですね。




▼行動順番

　①バルムンク兵（行こう動どう値ち12）

　①ドライランサー（行動値12）

　①ドライアーチャー（行動値12）

　①ドライキャリバー（行動値12）

　⑤ミリア（行動値10）

　⑥ツヴァイ（行動値９）

　⑦エルザ（行動値８）

　⑧ユンガー（行動値７）

　⑨ダイン（行動値６）

　⑩重装兵士（行動値６）
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ツヴァイ：こっちよりもドライ三人組の方が速いのか……。

エルザ：しかも全員同じですね。

ダイン：武器が違ちがって、【行動値】が同じ？　もしかして──。

ツヴァイ：コンボスキルを使ってくるぞっ！

エルザ：コンボスキルって、『ブレイク』でナーシアさんとアンソンさんが使っているスキルでしたっけ？

ダイン：そうです。槍と弓と魔導銃キヤリバーって、どんな組み合わせでしたっけ？

ツヴァイ：そんな細かいところまで憶おぼえていないって（笑）。

ＧＭ：とりあえず、セットアップからいきましょうか。バルムンク兵たちが《クイックステップ》＋《ファイアステップ》を使用！　これでシーンの間、攻こう撃げき力りよくが＋８されます。

ダイン：むっ！　どうやらダンサーのようですね。

ＧＭ：こちらはこれで終わり。

ユンガー：《陣じん形けい》を使用します。さぁ、みんな飛び降りろ！

ＧＭ：では、ダメージを出しますよ～。ロープを使って降りるわけではないので、【敏捷】判定はなし。落下によるダメージはさっきも言ったとおり、８＋２Ｄです。

エルザ：お願い！　低い目出てっ!!

ＧＭ：落下のダメージ、いきますっ！　（ダイスを振ふる）５っ!?　低っ！

エルザ：やった─────っ！

ＧＭ：５＋８だから13点の物理ダメージ！　思ったよりも高くないな。

ダイン：物理防ぼう御ぎよ力は引けるんですよね。なら、ダメージは０！　もちろん、マリア王妃の分も受けますよ。ダメージは０だけど（笑）。

ＧＭ：せ、せめて、《カバーリング》のＭＰは減へらしておいて……（一同笑）。

ダイン：誰だれか《プロテクション》が欲ほしい人います？

ツヴァイ：受けたＨＰダメージが一番大きい人に掛かけておけばいいんじゃない？

ユンガー：えーっと……私かな？　でも、７点だからそのままでも大だい丈じよう夫ぶだ。

ダイン：では《プロテクション》はなしということで。ＭＰも貴き重ちようですからね。

ＧＭ：しかし、思ったよりもダメージいかなかったですね。

ダイン：ダイス目はかくも非ひ情じようなのであった（笑）。

ＧＭ：うぐっ！　だが、行動はこっちの方が先！　まずはドライキャリバーが、マイナーで《インベナム》を使用、そしてメジャーで《ウィンドブラスト》。目もく標ひようはマリア王妃！

一同：王妃を狙ねらうっ!?

ＧＭ：さっきも言ったでしょ。生死は関係ないって。

ダイン：ところで《ウィンドブラスト》って、やっぱり……。

ＧＭ：コンボスキルです。命中すると〈風〉コンボが発生します。




　コンボスキルが命中した場合、ダメージの有う無むにかかわらず〝コンボ〟と呼ばれる状態が対象に発生します。〝コンボ〟には〈地〉〈水〉〈火〉〈風〉などの属ぞく性せいがあり、先ほどドライキャリバーが使用した《ウィンドブラスト》であれば、〈風〉属性のコンボが発生することになります。

　また、コンボスキルには通つう常じようの効こう果かに加えて、特定の属性のコンボが発生している時にそのコンボスキルを使用すると発はつ動どうする〝コンボ効果〟と呼ばれる追加効果が設せつ定ていされています。つまり、コンボスキルを連続して使うことによって、ダメージ以外にさまざまな効果を相手に与あたえることができるのです！

　ただし、〝コンボ〟は同じ【行動値】──今回の場合であれば、【行動値】が12の間だけしか継けい続ぞくしません。そのために三人のドライの【行動値】は全員が同じになっているのです。

　では、実じつ際さいにコンボスキルを使う様子を見ていただきましょう！




ＧＭ：一番最初の騎き士しとの戦せん闘とうと同じように、エキストラへの攻撃は判はん定ていはなしで命中とします。ドライキャリバーは二丁ちようの魔導銃を構かまえると、狙いもつけずに撃うち放はなちます。

ダイン：マリア王妃を《カバーリング》！

ＧＭ：これでダインに〈風〉コンボが発生！　ダメージは……（ダイスを振る）物理ダメージで28点！

ダイン：自分に《プロテクション》を使用します。（ダイスを振る）10！　物理防御力が13だから、５点のダメージを受けた。くっ！　すべて打ち消すのは、やはりムリのようですね。

ＧＭ：では、バッドステータスの毒どくが入ります。

ダイン：ここで毒を受けるわけにはいかない。《インデュア》で毒を消します。モンクにクラスチェンジしておいてよかった～（笑）。

ＧＭ：だが、こっちの攻撃はまだ終わりませんよ。次は、ドライアーチャーが攻撃！　コンボがダインに発生してしまったので、仕方がないのでダインを狙います！

ダイン：来た───っ！

ＧＭ：マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《ヴェナムブラスト》！

エルザ：《ヴェナムブラスト》？

ＧＭ：対象が毒を受けていた場合、エンゲージしている人にも毒を与あたえるコンボスキルです。ダメージが増ふえて、さらに毒をばらまくので《ヴェナムブラスト》というわけですね。

ツヴァイ：ちょ、ちょっと待って！　もし、毒を受けている状態で《ヴェナムブラスト》を受けたら、マリア王妃は……。

ＧＭ：毒を受けて、クリンナッププロセスで死し亡ぼうしますね。

一同：えぇ─────っ！

ＧＭ：まぁ、クリンナッププロセスまでに毒を治してあげれば大だい丈じよう夫ぶとします。

ツヴァイ：な、なんて殺意に溢あふれた連中なんだ……。

エルザ：ツヴァイ君の兄弟でしょ！　なんとかしてくださいよ～。

ツヴァイ：できるもんならやってるって！

ＧＭ：はいはい。とりあえず命中判定いきますよ～。あっ、ドライアーチャーの弓は雷らい鳴めいの弓なので、命中するとバッドステータスの放心を受けて、ラウンド終しゆう了りようまでダイスが一個減ります（笑）。

ダイン：なんだってっ！

ＧＭ：あ、今いるところはトラップのプール扱あつかいなので、判定の時にすでにダイスがひとつ減っているのをお忘わすれなく。７＋４Ｄだから……（ダイスを振る）19ね。

ダイン：げぇ──っ！　そんなの避よけられるかっ!!（ダイスを振る）失敗！

ＧＭ：鏃やじりに闇やみをまとわせた矢がダインへと直ちよく撃げきする。そして、これに《ブルズアイ》を使用して、ダメージを＋６Ｄします！

ユンガー：《ブルズアイ》を《インタラプト》します？

ツヴァイ：いや、たぶん次に来るドライランサーのスキルを消した方がいいと思う。たぶん、またマリア王妃を巻まき添ぞえにするような攻撃が来るぞ！

ＧＭ：（ニヤリ）。

ツヴァイ：やっぱりだ[image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：表ひよう情じようを読まないでいただきたい（一同笑）。で、どうします？

ダイン：ＨＰには余よ裕ゆうがありますから、ここは通してもいいですよ。どちらかというとＭＰの方がつらい（笑）。

ユンガー：分かった。では、そのままで！

ＧＭ：じゃあ、ダメージは８＋８Ｄで……（ダイスを振る）39点の魔ま法ほうダメージ。属性は〈闇〉です。

ツヴァイ：魔法ダメージかよっ！




　物理防御力に比くらべて、魔法防御力が極きよく端たんに低いダインは、ここでも《プロテクション》を使用し、受けたＨＰダメージは23点。なお、雷鳴の弓による放心は、プールの効果ですでにダイスが一個減っていることを考え、ダインは《インデュア》を使用しなかった。




ＧＭ：そして！　今の攻撃で〈闇〉コンボが発生！　最後にドライランサーが翼を大きく広げると、パルチザンを構かまえて飛ひ翔しようしてきます。マイナーで移動してエンゲージ、メジャーで《スプラッシュスピア》を使用！

ユンガー：今度はどんな効果があるんですか？

ＧＭ：〈水〉属性の魔法ダメージになって、さらにダメージが増えて、エンゲージしている対象に３点のＨＰダメージを与あたえます（笑）。

一同：今度はダメージかっ！

エルザ：そのダメージって、止められるんですか？

ツヴァイ：おそらく無理っ！　《インタラプト》！　《インタラプト》!!

ユンガー：もちろん！　《インタラプト》を使います。矢で天てん井じようを壊こわして、その破は片へんでドライランサーの行く手を阻はばむという演えん出しゆつで（笑）。

ツヴァイ：ガラガラガラ──！（一同笑）

ＧＭ：「何っ！」落ちてくる瓦が礫れきに気を取られて、ドライランサーは攻撃する機会を逸いつします。「ちっ！　あとひと息だったのによっ!!　お前らも早く来いやっ！」ドライランサーの命令にしたがって、上にいる連中が飛び降りてきます。マイナーで水路の端はしまで移動して、メジャーで飛び降りる！　とうっ!!（ダイスを振る）ぶばっ！　６ゾロっ!!

一同：えっ？　やった───────っ！（一同笑）

エルザ：素す敵てきなダメージが出ましたね（笑）。

ダイン：ゆーらさんならやってくれると思っていましたよ（笑）。

ＧＭ：なんてこったい。12＋８で20点のダメージか……。

ユンガー：うわっ！　それはかなり痛いたそうですね（笑）。

ＧＭ：物理防御力を引くと……11点のダメージか。それぞれのグループで、ふたりほどが足を挫くじいて、動けなくなりました（一同笑）。

ツヴァイ：なんて情なさけない連中だ（笑）。

ＧＭ：まったくだ（笑）。えーと、次はミリアですね。

ツヴァイ：とりあえずエンゲージしてきた奴やつか、雑魚ざこを攻撃かな～。

ダイン：でも、こっちはプールの中ですからね。当たるかどうか……。

ツヴァイ：雑魚には当たるんじゃない？

ＧＭ：あ、上から降りてきたバルムンク兵だけど、プールの影えい響きようは受けませんので。水面にすっくと立っている感じ？

一同：何だってっ!?

ＧＭ：ダンサーの《エフェクトスキップ》を持っているので、トラップによるダイスへのペナルティを受けないんです。地下水路の探たん索さくということで、ドライはこういう連中を選んだんですね。

ツヴァイ：ですね──じゃないっ！　一方的にこっちのダイスが減へるだけじゃないか。早く通路に上がった方がよさそうだぞ、こりゃ。ミリアに雑魚を倒してもらって……。

ダイン：あっ！　いや、ミリアは待機ですよ。

ユンガー：待機？

ダイン：私が《カバーリング》しきれない時、マリア王妃をかばってもらわないと。

ＧＭ：「ボクもそれがいいと思うよ」ダガーを構え直しながら、ミリアが感心したように言います。

ダイン：それが私の役目ですから（笑）。

ＧＭ：「さすがダインくん！　ツヴァイくんも見習った方がいいよ」（一同笑）

ツヴァイ：余計なお世話だっ！　で、次は僕の番か……。とりあえずコンボスキルのトス役のドライキャリバーからかな。メジャーで《バッシュ》だ。（ダイスを振る）15で命中！

ＧＭ：「そんな見え見えの射しや撃げきが当たるかよっ！」空を飛びながら撃うちまくるツヴァイの弾だん丸がんを狙ねらって、ドライキャリバーは魔導銃キヤリバーを撃つ。《インターセプト》（＊）を使用！

ツヴァイ：《インターセプト》だってっ!?

ＧＭ：（ダイスを振る）17で成功！　ツヴァイの放った弾丸は、ドライによって撃ち落とされます。「それで終わりかい？」ニヤリと笑いながら、ドライは両手の魔導銃キヤリバーをクルクルと回します（笑）。

ツヴァイ：終わりじゃない。ここからが始まりだっ!!

ユンガー：おっ！　ちょっと格かつ好こいいかも（笑）。だが……まだまだだな。もっときちんと狙ねらえ、ツヴァイ！

ツヴァイ：でも、こいつには隊長も当たりませんぜ。射撃攻撃は撃ち落とされます（笑）。

ユンガー：何っ!?（一同笑）

エルザ：じゃあ、わたしがドライキャリバーを狙った方がいいですか？

ダイン：いえ、せっかく範はん囲いに攻撃できるのですから、バルムンク兵とドライランサーをまとめて攻撃した方がよいかと。敵は全員でマリア王妃を狙ねらうでしょうから、とにかく数を減へらさないと私のＭＰがきびしくなります。

エルザ：分かりました！　マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《ファイアボルト》です。

ＧＭ：貯水池はトラップのプールになっていますので、判定のダイスが一個減りますよ。

エルザ：あ、そっか。じゃあ、念のためにフェイトを一点使って、３Ｄにしておきますね。えいっ！　（ダイスを振る）あれ？　ダイス目の合計が５しかないです！

ツヴァイ：うえっ！　そ、それは振り直してっ！　ここでエルザが外すと大だい惨さん事じになるっ!!

エルザ：は、はいっ！　振り直す時に、もう一回ダイスを増ふやした方がいいですよね？

ダイン：可か能のうならば。

エルザ：今度こそ……えいっ！（ダイスを振る）




　振り直した結果は12で、達成値は21。バルムンク兵もドライランサーも回避に失敗し、エルザの放った巨きよ大だいな炎の矢に包まれる。

　だが──。




エルザ：じゃあ、《マジックフォージ》も使いますね。フェイトは念のために残しておいて……これでダメージが10Ｄになります。

ユンガー：頼たのんだぞ、エルザ！

エルザ：はい！　いきますっ！（ダイスを振る）えぇ────っ！　ダ、ダメだ[image: ][image: ][image: ]。

ダイン：うわっ！　１と２が多い……。

ユンガー：えーっと、21です……。

ツヴァイ：一〇個振って21かっ！

エルザ：ご、ごめんなさ─────いっ！

ツヴァイ：これは悲鳴上がるわ。フェイト残しておいてよかったかも（笑）。

ダイン：では、ここでミリアに《エンカレッジ》を使ってもらって、もう一度、エルザさんに魔法で攻撃してもらいましょう。少しでも雑魚のＨＰを減らしておかないと、次のラウンドで倒しきれなくなります。

エルザ：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ツヴァイ：そんなに驚おどろかなくても（笑）。

エルザ：だって、またダメージが低かったらどうしたらいいか……。

ユンガー：さっきは低かったのですから、今度は大丈夫ですよ。……きっと（一同笑）。

ツヴァイ：がんばって！（笑）

エルザ：う～、分かりました。もう一度、がんばってみます！

ダイン：では、ミリアがエルザに《エンカレッジ》を使います。

ＧＭ：「エルザさん、頑がん張ばってっ！」（一同笑）

エルザ：はい！




　ミリアの応おう援えんを受け、再ふたたびエルザが《ファイアボルト》を放はなつ。祈いのるようにして振ったダイス目は15！　そして、ダメージも……。




エルザ：（ダイスを振る）や、やりましたよ！　合計で30点ですっ!!

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：さっきよりもダイスが三つも少ないのに、９点も多いぞ（笑）。

エルザ：そ、それは言わないで[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：30点ものダメージを出されると、モブの三分の一ほどが倒たおれますね。燃えさかる炎ほのおに焼かれ、バタバタと倒れていくバルムンク兵。

エルザ：やったっ！（笑）

ＧＭ：「ちくしょう！　熱いじゃねぇかよっ!!」身体にまとわりついた炎を振り払いながら、ドライランサーはうしろにいる槍やりを持った重じゆう装そうの兵士に向かって声をかけます。「早くこっちに来て、俺を守りやがれ！」

ダイン：あの金属鎧を着た戦士は《カバーリング》担当ですか……。こっちに来られると、いろいろと面めん倒どうくさいことになりそうですね。

ユンガー：確かにな。




　残る行動はユンガーとダイン、そしてミリア。

　ユンガーは次のラウンドのことを考え、メジャーアクションを使ってエンゲージを離り脱だつ、貯水池から抜ぬけ出した。

　一方、ダインはＨＰがきびしくなってきたため、自分に《ヒール》を掛かけたのだが……。




ＧＭ：プールの中なので、魔ま術じゆつ判定は１Ｄですよ。

ダイン：あ、そっか。（ダイスを振る）あーっははははは（笑）。……すいません、ファンブルです。

一同：えぇ────っ!?

ダイン：くそー、やっぱりフェイトを使って２Ｄで振るんだった。

エルザ：ダイン君も、フェイト、フェイト！（一同笑）

ダイン：ですよね。ここでファンブルはありえない。まぁ、さすがに二回続けて、１はないだろうから……（ダイスを振る）うし、成功。さらにフェイトを２点使って……（ダイスを振る）ＨＰが27点回かい復ふくして、ほぼ全ぜん快かいです。これで何とかなりそうですね。

ＧＭ：最後は待機していたミリアです。

ダイン：ミリアには、とりあえず雑魚を攻撃してもらおう。




　ミリアは《ソードダンス》を使用してバルムンク兵を攻撃──14点のダメージを与える。最後に、うしろに残されていた重じゆう槍そう兵へい士しがドライランサーを《カバーリング》するために、マイナーとメジャーの両方を使って移動し、ＰＣたちにエンゲージする。

　そして、戦闘は第二ラウンドへと移る。





（＊）《インターセプト》　ガンスリンガーのスキル。射撃攻撃された時、命中判定でリアクションを行なえる。






●第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：「さて、いつまで王妃様をかばい続けてられるかな～」からかうような口調で、ドライキャリバーが攻撃します。《インベナム》《ウィンドブラスト》！

ダイン：また、コンボスキルか……。マリア王妃を《カバーリング》しますよ。




　ダインは《プロテクション》でダメージを減へらそうとするがわずか３点とどかず、またしても《インデュア》を使用することになる。ジリジリとＨＰとＭＰを削けずられていくダイン。

　そして、またしてもコンボが発生したことにより、ドライアーチャーがダインを狙う！

　だが、ここでダインが起き死し回かい生せいのアイデアを思いつく。




ダイン：（大声で）あぁ────っ！　分かったっ!!

一同：な、何がっ!?

ダイン：ドライアーチャーの攻撃を、ミリアがかばえばいいんじゃないかっ!!

ツヴァイ：え？　……なるほど、その手があるかっ！

ダイン：ええ。ミリアは毒を受けていないので、《ヴェナムブラスト》が当たっても毒のばらまきは発生しないんですよ。まぁ、〈闇〉属性の魔法ダメージは受けてしまうことになりますし、次の《スプラッシュスピア》は全力で避けなければなりませんが。

エルザ：じゃあ、ドライランサーを先に倒してしまえば、マリア王妃は安全ということですね。

ＧＭ：さすが、えんどーちん。もう気がつくとは（笑）。こうなると最初のコンボを《インタラプト》で消されたのがきびしい。

ダイン：まさか、ミリアがこのためにいるとは思いませんでしたよ（笑）。

ＧＭ：いやいや、ミリアをゲストにしたのはもうひとりエキストラ──マリア王妃が出てくるからです。ダンジョンでエキストラがふたりもいると、演出するのが大変なので（笑）。

ツヴァイ：そういう理由かいっ！（笑）

ＧＭ：コンボを回避する手しゆ段だんにミリアを使うというのは、あとで思いついたんです。

ダイン：よくもまぁ、こんなこと思いつくなぁ（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、ミリアがダインをかばうということで。「ダイン君、危あぶないっ！」ドライアーチャーが撃ち放った雷をまとった矢がミリアの肩にズブリと突き刺さり……（ダイスを振る）13点の魔法ダメージです。

[image: ]

ダイン：そして、それに《プロテクション》！（ダイスを振る）おっ！　16点なのでノーダメージです（笑）。

ＧＭ：しかし、次はドライランサーの攻撃。マイナーで《プレッシャー》（＊）、メジャーで《スプラッシュスピア》！「先ほどは不覚を取ったが、今度は外さねぇぜっ!!」（ダイスを振る）ぐわっ！　３Ｄで７しか出ない!!　命中は12！

ダイン：それなら《ダンシングヒーロー》とフェイトを１点使えば余よ裕ゆうで避よけられる（笑）。６＋３Ｄで……（ダイスを振る）うしっ！　回避成功！

ＧＭ：うぉ──っ！　ドライランサーの攻撃が当たらね────っ!!（一同笑）

エルザ：さっきは《インタラプト》されましたからね（笑）。

ＧＭ：「こうなったら王妃は後回しだ！　まずはそこのちょこまか動いている奴を狙えっ!!」ドライランサーがバルムンク兵たちにミリアを狙うように指し示じを飛ばす。というわけで、バルムンクはミリアを攻撃します。

ダイン：こちらの戦せん術じゆつをつぶしにきましたね。

ツヴァイ：落ち着いている場合かっ！

ＧＭ：メジャーで《バッシュ》を使って攻撃します。ドライラインサーの指示を受けたバルムンク兵たちが、ミリアに向かって鋭い突きを繰り出してくる！（ダイスを振る）14で命中！




　プールの中、しかも雷らい鳴めいの弓ゆみによって放心状態となっているミリアがこれを避けられるはずもなく、ダインがミリアを《カバーリング》する。《ファイアステップ》、さらにステップレイピア（＊）の効果もあって、バルムンク兵のダメージは48点！

　すでにＭＰが枯こ渇かつしているダインは自分に《プロテクション》を掛けることもできない。物理防御力の分だけ軽減し、35点ものダメージを受けてしまう！




ＧＭ：バルムンク兵のもう一グループが、やはりミリアに《バッシュ》を使用して攻撃します！（ダイスを振る）命中は18！

ツヴァイ：うわっ！　さっきよりも達成値が上がったっ!!

ダイン：もうＭＰがないので、私は《カバーリング》できません。

ユンガー：ここはなんとしても避けてもらわないと……。

エルザ：がんばれ、ミリアちゃんっ！

ダイン：じゃあ、ここは全力でいきますよ。《ダンシングヒーロー》を使用して、フェイトも２点使用します……ミリア！　避けろっ！　（ダイスを振る）出たっ！　20で回避っ!!

一同：やった───っ!!

ユンガー：よくやったっ！

ツヴァイ：えらいぞ、ミリアっ!!

ＧＭ：バルムンク兵が繰くり出すレイピアの突つきを、ミリアは華か麗れいなステップで避けます。「おいおい！　水の中であんな動きができるのかよっ!!」ドライランサーは、驚おどろきを通り越こして呆あきれています（笑）。

ダイン：ここでミリアが避けてくれれば、だいぶ楽になりますね（笑）。




　ダインの言ったとおり、ツヴァイの魔導銃キヤリバーによる射撃、そしてダメージロールにフェイトを１点使用したエルザの《ファイアボルト》によってバルムンク兵は全ぜん滅めつする。さらに、ドライランサーを《カバーリング》した重装兵士にも32点のダメージを与あたえた。




ユンガー：次は私の番だな。いつものようにマイナーで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》を使ってドライランサーを攻撃。（ダイスを振る）18です！

ＧＭ：あらぬ方向から飛んできた矢にドライランサーは一いつ瞬しゆん驚きますが……。ふっふふふふ（笑）。こいつは《オートガード》によって回避に＋３されているので、ダイス目で９以上が出れば回避するんですねぇ～。

ツヴァイ：そんなスキルも持っているのかよっ！

ＧＭ：ふっふふふふ（笑）。ドライランサーはとっさに持っているパルチザンを使って、矢を叩たたき落とそうとする……（ダイスを振る）が、無む理りだった。回避失敗っ!!

一同：失敗かよっ！（笑）

ＧＭ：うぉ～、ダイス目が１足りないっ!!

ツヴァイ：あ、危ね～（笑）。

ＧＭ：仕方ないので、重装兵士がドライランサーを《カバーリング》。ユンガーの矢を避け損そこなうことを察した重装兵士が、身を挺ていしてドライランサーをかばいます。

ツヴァイ：ここら辺で格好いいところを見せてください！（一同笑）

ユンガー：あぁ、見ていろ、ツヴァイ。フェイトがまだ残っているので、２点ほど使いますね。（ダイスを振る）30点のダメージです。

ＧＭ：しかし！　ユンガーの放った矢は、重装兵士の厚い鎧によってその威力が大幅に削がれて、15点しかダメージはいきません。

ツヴァイ：15点も減らされるのか！

ユンガー：（驚おどろいたように）なんて固い奴だ……。

ダイン：これはエルザさんの魔法に頼たよるしかなさそうですね。

エルザ：分かりました。そっちは任せてください！

ＧＭ：では、最後はダインの行動です。

ダイン：もちろん、ハイＭＰポーションを飲みますよ。ごくごくごく……。《エリクサー》があるので、５Ｄ回復するから……（ダイスを振る）よしっ！　ＭＰが22点に回復しました。これで次のラウンドはなんとかなります。

ＧＭ：とゆーことは、重装兵士がマリア王妃を攻撃しても……。

ダイン：それはもちろん《カバーリング》。もちろん《プロテクション》も使用！　ＭＰは、さっき回復したばかりですからね。

ＧＭ：くっ！　重装兵士の【行動値】がダインよりも上だったら……。

ダイン：ぐはっはははははは（笑）。




　結局、重装兵士はダインにダメージを与えることができなかった。





（＊）《プレッシャー》　サムライのスキル。重圧を与える。

（＊）ステップレイピア　《ファイアステップ》など、ダンサーの《●●ステップ》を使用している時にダメージが上昇する武器。






●第三ラウンド

ＧＭ：しかしっ！　ドライランサーこそダメージを受けていますが、まだ残りのドライたちはノーダメージ。盾たて役やくの重装兵士も残っているぞ、と（笑）。

ツヴァイ：そうなんだよな。このままだと、ダインとミリアがじりじりと削けずられちまう。

ＧＭ：でも、順番はこちらからです！




　三度、三人のドライによるコンボ攻撃がマリア王妃に襲いかかる。

　これに対し、ドライキャリバーの《ウィンドブラスト》をダインが《カバーリング》し、ドライアーチャーの《ヴェナムブラスト》をミリアがかばう。このため、ドライたちの攻撃は本来の威力を発揮することができない。

　しかも、このどちらの攻撃も、ＧＭのダイス目の悪さと、ダインの《プロテクション》の出目のよさもあって、ダインはダメージを受けず、ミリアも４点しかダメージを受けなかった。




ＧＭ：最後にドライランサーの攻撃！　《プレッシャー》＋《スプラッシュスピア》！（ダイスを振る）また低い！　達成値は14っ！

ダイン：それならなんとかなるかも。《ダンシングヒーロー》とフェイトを１点使って……（ダイスを振る）７！　合計で14っ!!

ツヴァイ：避よけたっ！

エルザ：ミリアちゃん、えらいっ！（笑）

ＧＭ：「な、なんで一回も当たらねぇんだよ──っ！」ドライランサーの叫さけびが辺あたりにむなしく響ひびきます（笑）。

ユンガー：……哀あわれだ（一同笑）。

ツヴァイ：それがお前らの実力なんだよ！　とか言って、挑ちよう発はつしてやろう。

ＧＭ：「なんだとっ！　同じ顔しやがって、生意気なんだよ！」

ツヴァイ：それはこっちのセリフだ！　ということで、ドライランサーに《バッシュ》で攻撃！（ダイスを振る）14で命中！

ＧＭ：「そんな攻撃当たるかよ！」２Ｄで５以上で回避します（笑）。

ツヴァイ：やっぱり、フェイトを使えばよかったか……。

ＧＭ：５以上なら余裕で避け……（ダイスを振る）げっ！　ファンブルっ!!（一同笑）

エルザ：当たった!?

ＧＭ：ここでファンブル出るか!?　えーっと……ここで重装兵士が《カバーリング》して倒れると、次はエルザの魔法をドライは受けることになる。でも、ここで重装兵士が倒れなければ、次のエルザの範はん囲い魔ま法ほうを《カバーリング》して……。

ツヴァイ：どうする？（笑）

ＧＭ：ちょっと待ってね。えーっと、あれがああなって、次にこうなって……（いろいろと考えている）。よしっ！　そのまま受ける！

ツヴァイ：よく言ったっ！　落ちやがれっ!!（ダイスを振る）33点っ！

ＧＭ：「ぐわっ！」　ドライランサーは、ツヴァイの攻撃を避けようとしますが、傷の痛みのためか一瞬動きが止まってしまいます。二丁の魔導銃キヤリバーから撃うち出された弾だん丸がんが、容よう赦しやなくドライランサーの身体からだを貫つらぬく！　21点のダメージ！

エルザ：次はわたしですね。《マジックブラスト》＋《ファイアボルト》です！　９＋２Ｄで……（ダイスを振る）20です！

ＧＭ：くっ！　（ダイスを振る）ドライランサーと重装兵士、どちらも回避失敗！「ドライ様っ！」重装兵士がみずからの身体を盾たてとして、エルザの放った炎の矢とドライランサーの間に立ちはだかります。重槍兵士がドライランサーを《カバーリング》！　そして撃げき沈ちん！

エルザ：やった[image: ][image: ][image: ][image: ]！（笑）

ユンガー：よし、あとはドライだけだ（笑）。

ツヴァイ：残っているの、全員ドライだから（一同笑）。

ユンガー：ならば、ひとりは私が仕し留とめよう。《ディスアピア》と《サプライザル》でドライランサーを攻撃！　６＋４Ｄで……（ダイスを振る）22！

ＧＭ：「くっ！　またかっ!!」ユンガーの姿すがたを見失ったドライランサーに……（ダイスを振る）回避失敗！　ユンガーの放った矢が突つき刺ささります。

ユンガー：《ブルズアイ》を使用して、フェイトも２点使います。（ダイスを振る）43点のダメージです！

ＧＭ：43点っ!?　それは耐たえきれない。ドライランサーはどうと音を立てて、その場に倒れます。最初にエルザの魔法を二回も受けたのが痛いたかったか……。

ユンガー：どうだ、ツヴァイ。これが射撃というものだ！

ツヴァイ：いや、さっき僕もそいつにダメージ与えてますから（笑）。

エルザ：これであとふたりですね。がんばりましょうっ！

ダイン：あのー、まだ私の行動が残っているんですけど（笑）。

エルザ：うわっ！　ご、ごめんなさい（一同笑）。

ダイン：とはいっても、ハイＭＰポーションを飲むだけですけどね。ゴクゴクゴク……プハァ[image: ][image: ]。ＭＰが21点回復しました。
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ＧＭ：ドライランサーが倒たおれたのを、ふたりのドライは呆ぼう然ぜんと見ています。

ユンガー：ここで降こう伏ふくすれば、命は助けてやろう。ただし、バルムンクについていろいろと教えてもらうことになるがな。

ＧＭ：「そんなことができるかっ！」ふたりのドライは声を合わせてキミたちを怒ど鳴なると、再ふたたび武器を構かまえます。

エルザ：どうやら降伏してくれないみたいですね。

ツヴァイ：そういうことなら、倒してでも聞き出してやる！　僕にそっくりのお前たちが何者なのかをなっ！

ＧＭ：「けっ！　知りたかったらアインにでも訊きいてみるんだな。まぁ、アインに会う前に命はなくなっているだろうがな」

ツヴァイ：アイン？　誰だれだ、それは？

ＧＭ：「教えてやらねぇよ！　さぁ、続きをやろうぜ！」どうやらドライたちは、最後まで戦うつもりのようです。

ダイン：仕方ないですね。

ユンガー：こちらも負けてやるわけにもいかないからな。

ＧＭ：では、戦せん闘とうは継けい続ぞく。まずはセットアップから。

ツヴァイ：あっ！　ここで《陣じん形けい》を頼たのみます。移い動どうにマイナーを使いたくない！

ダイン：それはいいアイデアですね。なるべくマリア王妃を敵から遠ざけるように移動しましょう。とはいっても、私は一一メートルしか動けませんが。

ＧＭ：今はプールの中にいるから九メートルしか移動できないよ（笑）。

ダイン：そ、そうだった（笑）。

ツヴァイ：それでも、魔導銃キヤリバーの射しや程ていの外になるな。相手のマイナーをつぶせるだけでも、十分、十分！

ユンガー：よし！　では、ここで《陣形》を使用しよう。




　ユンガーたちはマリア王妃を囲むようにして、じりじりと出口へ向かって歩き出す。だが、ふたりのドライが見み逃のがすはずもない。




ＧＭ：「逃にがすかよっ！」ドライアーチャーが怒ど声せいを上げ、素す早ばやい動きで弓ゆみを剣けんに持ち替かえます。《ウェポンチェンジ》！

一同：武器を変えたっ!?

ＧＭ：そして、マイナーで貯水池の上を飛行状態で移動する。

ダイン：え？　でも剣に替えても届かないんじゃ……。

ＧＭ：いや。ドライアーチャーの持っている剣は、風ふう霊れいの剣というマジックアイテムです。なので、ドライアーチャーは射程五メートルの白兵攻撃を行なうことができます。

一同：何だってっ!?

ツヴァイ：アーチャーじゃないじゃん！（笑）

ＧＭ：ドライアーチャーが横よこ薙なぎに風霊の剣を振ふるうと、剣の周囲に発生した風が巨きよ大だいな剣身のように伸のび、襲おそいかかってくる。メジャーで《ブランディッシュ》を使用！

ツヴァイ：げ──っ！　なんでアーチャーがそんなスキル持っているんだよっ！

ＧＭ：はい！　では命中判定いきます！　《ブランディッシュ》なので、全員が目標になります。６＋２Ｄで……（ダイスを振る）16！

エルザ：16っ!?　それはフェイトを使わないと無理です！

ツヴァイ：フェイトは何点残ってます？

エルザ：あと３点です。

ダイン：うわっ！　微び妙みようだ……。




　すでにエルザは《マジックフォージ》を使用しているため、敵に大ダメージを与えるにはフェイトを使用するしかない。もし、ここで回避にフェイトを使ってしまうと、ふたりのドライを倒しきることができなくなる可能性があるのだ。




ダイン：ここはフェイトはなるべく残しておきましょう。どうせ、ここで《蘇そ生せい》は使うことになるのですし。

一同：え？

ダイン：私のＨＰは残り11点。マリア王妃の分も受けると、かなりまずいです（笑）。

ツヴァイ：そんなに減っていたのかっ!?

ダイン：はっははははは（笑）。

一同：笑いごとかっ！




　結局、フェイトに余裕のあるユンガーはフェイトを２点使用することにした。

　その結果、《バタフライダンス》を取得しているミリアとユンガーのみ回避に成功する。




ダイン：では、私はマリア王妃を《カバーリング》します。

ＧＭ：「邪じや魔まするなっ！」ドライアーチャーは怒声を上げつつ、《ボルテクスアタック》を使用！

ダイン：ぐわっ！　そ、それは耐たえられないかも。

ＧＭ：８＋２Ｄに《ボルテクスアタック》の分が追加されて＋６Ｄ……（ダイスを振る）ダメージは33点！

ユンガー：よし！　ここで《蘇そ生せい》を使用する！

エルザ：33点から物理防御力の７点を引くと……26点？　わっ！　１点残りましたっ!!

一同：本当っ!?

エルザ：はいっ！（笑）

ダイン：こっちも大丈夫ですね。自分の受けた分に《プロテクション》を掛けて……（ダイスを振る）９点軽けい減げん！　合計31点のダメージですから、残りＨＰは19点です。

ツヴァイ：僕も残りＨＰ18点で、問題なしっ！

ＧＭ：だが、これで終わりじゃない。次はドライキャリバーの番！

ツヴァイ：一体、何をするつもりだ？

ＧＭ：「それは見てからのお楽しみだっ！」マイナーで《インベナム》、メジャーで《エクシードショット》を使用！

ユンガー：《エクシードショット》？

ツヴァイ：魔導銃の限げん界かいを超こえて射撃するスキルですっ！　レベルは？

ＧＭ：４レベルなので、ダメージが＋40されます。さらに《ブレットレイブ》を持っているので、エンゲージしている場合は回避のダイスが一個減るというおまけつき！

ユンガー：何っ!?

ＧＭ：もちろん目標はマリア王妃！（ダイスを振る）命中は16！

ダイン：《カバーリング》！

ＧＭ：「くたばりやがれっ！」魔導銃のダメージが16＋２Ｄ、これに《エクシードショット》のダメージが40点加わるので、56＋２Ｄになる。

ツヴァイ：何だ、そのダメージはっ!?

ＧＭ：ただし、このシナリオの間、魔導銃は使いものにならなくなるけどね（笑）。とゆーわけでダメージは……（ダイスを振る）65点っ！

ダイン：死ぬ、それは死ねます（笑）。

ツヴァイ：いや、戦闘不能になるだけだから（笑）。

エルザ：えっと……。この新しく取った《ガーディアン》って使えます？

ツヴァイ：そ、そっか。まだ《ガーディアン》があったのか。

ダイン：使えます。使えます！　というか使ってください！

エルザ：はいっ！　じゃあ、《ガーディアン》を使います。

ＧＭ：轟ごう音おんと共に撃うち出された弾丸は、ダインを包つつみ込こんだ光の障しよう壁へきによって止められます。「ちっ！　これでもダメかよっ！」ドライキャリバーの呟つぶやきと共に、オーバーヒートしたのか魔導銃キヤリバーから白い煙けむりが立ち上る。

ダイン：あ、危ないところでした。

ツヴァイ：よしっ！　今度はこっちの反はん撃げきだ！　僕はドライキャリバーの方を攻撃するので、隊長とエルザ姉ちゃんはドライアーチャーをよろしく！

ダイン：でも、射撃攻撃は効きかないんじゃ……。

ツヴァイ：大丈夫、大丈夫！

ダイン：その前にミリアの攻撃ですね。じゃあ、ミリアもドライキャリバーを攻撃させましょう。《ダンシングヒーロー》はないので、普ふ通つうに攻撃！




　なんと、ミリアはこの攻撃をクリティカル！　ダメージに残ったフェイト１点を注そそぎ込み、42点のダメージを叩たたき出す！




エルザ：ミリアちゃん、すごい……。

ツヴァイ：最初からこれくらいやれよっ！

ＧＭ：「ご、ごめんっ！」って、なんで私が謝あやまらなきゃいけないんだ？（一同笑）

ダイン：ぶはははははは（笑）。

ツヴァイ：次は僕の番だ。マイナーで《ラストリゾート》、メジャーで《バッシュ》！　《ラストリゾート》のおかげでこの攻撃は白兵攻撃になるから、これで《インターセプト》は使えないはず！

ＧＭ：「くっ！　だが、避よければ同じことだっ!!」

ツヴァイ：避けさせるものか！　フェイトを２点使用！（ダイスを振る）命中は23！

ＧＭ：（ダイスを振る）それは無理！

ツヴァイ：ここで《ボルテクスアタック》を使用！　やった──っ！　ついに《ボルテクスアタック》を使えるぜっ！　ありがとう、《ラストリゾート》！（一同笑）

ダイン：三シナリオ目にしてやっと（笑）。

ツヴァイ：な、長かった、本当に長かったよ。この苦労を……お前もくらいやがれっ！

ＧＭ：「俺には関係ねぇだろうがよっ！」（一同笑）

ツヴァイ：うるさいっ！（ダイスを振る）ダメージは48点！

ＧＭ：ぐわっ！　ＨＰがぴったり０！「ば、馬ば鹿かな……」ドライキャリバーは、自分に起きたことが信じられないように目を見開きながら倒れます。

ツヴァイ：よしっ！　あとひとり！

ＧＭ：「させるかよっ！」とか言いながら、すでに撤てつ退たいを考えるドライアーチャーであった。ひとりじゃ、無理っ！（一同笑）

エルザ：逃がしません！《ファイアボルト》です！　命中は……（ダイスを振る）18！

ＧＭ：12以上……って、クリティカルのみかっ！（ダイスを振る）失敗！

エルザ：残りのフェイトを全部ダメージに使います！（ダイスを振る）44点！

ＧＭ：「ぐわっ！」エルザの放った炎ほのおの魔法が、ドライアーチャーの身体を包み込む。残りＨＰは31点！　「次さえしのげば、次さえしのぐことができれば逃にげられるはずだ。こんなのやってられっかよっ！」

ユンガー：（渋しぶく）無理だな。

ＧＭ：「何っ!?」

ユンガー：私にはまだフェイトが４点残っている。そして《ブルズアイ》もな。

ＧＭ：「何だとっ！」（一同笑）

ユンガー：逃にげ出すつもりだったのなら、一手遅おそかったな。マイナーで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》　（ダイスを振る）18で命中だ。

ＧＭ：こっちもクリティカルのみ……（ダイスを振る）５と６!?　５！　なぜ、５っ!!

ユンガー：落ちろっ！　《ブルズアイ》を使用、さらにフェイトを２点使用！（ダイスを振る）ダメージは44点だ。

ＧＭ：44点、44点……。物理防御力を引いて…………ダメだっ！　一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて射いたユンガーの矢は、狙ねらい違たがわずドライを直撃！　ドライアーチャーは、そのまま真まっ逆さかさまに貯水池へと墜つい落らくします。

一同：やった───────っ！

エルザ：さすが隊長っ！（笑）

ツヴァイ：なんか、最後においしいところを持っていかれた気がする。

ダイン：いえいえ、ツヴァイもドライキャリバーを倒したじゃないですか。

エルザ：そうですよ。あれも十分にすごいです。

ツヴァイ：そうだっ！　ドライといえば、とりあえず倒れている奴を起こして、いろいろと訊きくぞ。何で僕と同じ顔なのかとか、何が目的なのかとか。

ＧＭ：じゃあ、一番近くに倒れているドライキャリバーのところに行き、彼を起こそうとしますが……。

ツヴァイ：しますが？

ＧＭ：死んでますね。

一同：何っ!?

ＧＭ：どうやら毒を飲んだようです。『アリアンロッド・サガ・トラベルガイド　ベネット見けん聞ぶん録ろく』に掲けい載さいされている自じ爆ばく缶かん（＊）と同じような効果を持っているものと考えてください。

ユンガー：全員？

ＧＭ：はい。三人のドライはもちろん、重装兵士やバルムンク兵もです。

ツヴァイ：自じ害がいかよ……。

エルザ：なんてことを……。

ユンガー：だが、死んでいるのではどうしようもない。そういうことなら、早くここから脱だつ出しゆつしよう。もたもたしていると、グラスウェルズ兵にも気がつかれるぞ。

ＧＭ：では、そのまま地下水路から抜ぬけ出すということで、エンディングフェイズへと移うつります。





（＊）自爆缶　戦闘不能のまま、クリンナッププロセスを迎えたキャラクターを死亡させるアイテム。
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◆Ending 01◆脱だつ出しゆつ




ＧＭ：とゆーことで、地下水路を抜け出したキミたちは、ひさしぶりに太陽の光を浴びることができます。

ユンガー：なんとか出ることができたか。

エルザ：この地下水路の水はどこに続いているんでしょう？

ＧＭ：水の流れに沿そってしばらく歩くと、やがて大きな川に出ます。そこからは、街かい道どうを通って行けそうですね。周囲にはグラスウェルズ兵もいないようです。

ツヴァイ：とりあえずはレイウォールだっけ？

ＧＭ：「はい。陛下からはレイウォールを頼たよれと言われていますから」

ダイン：で、ひとつ提てい案あんなのですが……。

ＧＭ：「なんでしょう？」怪け訝げんそうな顔でマリア王おう妃ひは訊ききます。

ダイン：妃ひ殿でん下かがお持ちの竜りゆう輝き石せきについては、レイウォールには伏ふせておいた方がよいかと。

ＧＭ：「なぜでしょう？　赤せき竜りゆう王国は我わがアヴェルシア王国の友好国ですよ」

ダイン：実は……。ということで、グレゴリーの件けんをマリア王妃に話します。まだ、彼のスパイが潜もぐり込こんでいるかもしれないということも含ふくめて。

ＧＭ：その話を聞きいたマリア王妃はしばらく考えたあと、ダインの提案を受けることにします。「あなた方は命の危き険けんを冒おかして、わたくしのことを助けてくださいました。ならば、わたくしはあなた方の意見にしたがいます」

ユンガー：ありがとうございます。

ＧＭ：「それにミリアのお友だちに悪い人はいないでしょうし」マリアはミリアの顔を見て、微笑ほほえみを浮うかべます。

ツヴァイ：そんな様子を見て、ここはミリアに言おう。いいお姉さんだな！

ＧＭ：「当たり前でしょ！　ボクの大切なお姉様なんだから！　あと……」

ツヴァイ：あと？

ＧＭ：「お姉様を助けてくれて、ありがとう……」

ツヴァイ：べ、別に礼を言われることじゃねぇよ。これが仕事だしな（笑）。

ＧＭ：というような感じで数日歩くと、レイウォール軍の斥せつ候こうと遭そう遇ぐうすることができて、本ほん陣じんへと案内してもらえます。

ユンガー：レイウォール軍の本陣か……。

エルザ：なんか、ここに来たのはずいぶん昔むかしのような気がしますね。

ツヴァイ：そうだな。

ＧＭ：そんな感じに感慨深げに見ている中、キミたちは前回と同じように休憩用の天幕に案内されます。

エルザ：王妃様は？

ＧＭ：王族ということで、別の天幕に案内されていきました。ミリアも一緒です。

ツヴァイ：まぁ、当然か。

ＧＭ：それから、数時間後。キミたちは指揮官のアドルフィスの許へと案内されます。

ユンガー：カテナ隊長のお兄さんでしたっけ？

ＧＭ：そうです。前に来た時同様、キミたちの前には椅子に腰掛けているアドルフィスがいます。ただし、前回と違うことがひとつあります。

エルザ：グレゴリーがいない？

ＧＭ：そうです。そして開口一番、アドルフィスはキミたちに謝罪します。「グレゴリー・バクスターの件けんはすまなかったな。まさか我が軍にバルムンクが潜り込んでいるとは……」

エルザ：バルムンクをご存ぞんじなのですか？

ＧＭ：「いや、私わたしも噂うわさ程てい度どのことしか知らん。それよりも、お前たちがアヴェルシア王国のマリア妃殿下をお救いしていたとは……。我が妹の目は確たしかだったということだな」

ユンガー：アドルフィス様、そのカテナ様──いや、アナスタシア様ですが……。

ＧＭ：「よい。あいつも家を出た時にこうなることは覚かく悟ごしていたはずだ。お前が気にすることではない。それで、このあとお前たちはどうするつもりだ？」

ユンガー：私はカテナ様を捜さがすつもりです。他の者は……彼らの意い志しに任まかせたいと思います。と言いながら、ちらりと顔を見たりして（笑）。

ツヴァイ：安心しなって。僕も一緒に捜すよ！

エルザ：わたしもですっ！

ダイン：私だけ抜ぬけるというわけにもいかないでしょうね。

ユンガー：だ、そうです（一同笑）。

ＧＭ：「そうか残念だな。フェリストル奪だつ還かんを手伝ってもらおうとも思っていたのだがな。そういうことなら仕方ない。出発するまでここで休んでいくがよい」

ユンガー：ありがとうございます。

ＧＭ：「ただし、明日には我が軍はフェリストルへと向かう。申しわけないが、休息を取るのはそれまでとさせてもらおう」と、いうところで今回のセッションは終しゆう了りようなのですが……あと、もうひとつだけシーンを演えん出しゆつしておきましょう。

一同：え？　何だ？







◆Ending 02◆新たなる陰いん謀ぼう




ＧＭ：キミたちが到とう着ちやくした日の夜──。えっと、誰だれがいいかな……ダインにしよう。

ダイン：私ですか？

ＧＭ：そう。気分転てん換かんとかで与あたえられた天てん幕まくを出て、ぶらぶらとレイウォール軍の陣じん地ちを歩いていると、気がつかないうちに昼間来た天幕のところまで来てしまうわけです。

ダイン：じゃあ、今後どうするかを歩きながら考えていたら、そこまで来てしまったことにしよう。いかん、いかん。こんなところまで来てしまいましたね（一同笑）。

ＧＭ：と、その天幕の中から何やら話し声が聞こえてきます。

ダイン：話し声？　もう軍議は終わってますよね？

ＧＭ：もちろん。すでに時間は夜中に近いです。

ダイン：こんな夜よ更ふけに誰だれでしょうね。足を潜ひそめて近づいてみましょう。

ＧＭ：すると、その天幕の中からはこんな声が聞こえてくる。「ドライが倒たおされたのは計算外だったな」

一同：ドライっ!?

ダイン：声に聞き覚えはありますか？

ＧＭ：もちろん！　忘わすれようがない声──グレゴリー・バクスターです。

一同：グレゴリーっ!?

ツヴァイ：なんで奴やつがここにいるんだ？

ＧＭ：「しょせん、奴は三番目ということですよ。で、〝王威の竜輝石〟は？」こちらは聞いたことのない男性の声ですね。落ち着いた丁てい寧ねいな口調ですが、声の感じはまだ若わかいように思えます。「王おう城じようからは〝王の石〟は見つからなかったよ。だから〝呪われものアルベイン〟を使うことには反対だったのだ。奴がケネス王を殺してしまったので、何も聞くことができなかった」

ユンガー：アルベイン？

ＧＭ：『アルディオン大陸ガイド』に載っているＮＰＣです。恐ろしく強く、血に飢え、そして死なないと噂されている傭兵の名前ですね。もっともアルベインは、半分くらいは噂とか、伝説とかそういう類に属する人物ですが。

[image: ]

エルザ：本当にいるかどうか分からないってことですか？

ユンガー：怪談みたいですね。

ＧＭ：まぁ、似たようなものです（笑）。〝アヴェルシアの服属〟の時に、彼がケネス王を殺したという噂もあります。

ツヴァイ：つまり、それが真実だったってことかっ！

ダイン：しかも、アルベインはバルムンクの一員だったわけですね。

ユンガー：しかし、マリア王妃に口止めを頼んでおいて正解だったな。

エルザ：ですね。さすがダイン君！

ダイン：でも、私はここでどうしたらいいんでしょうか？（一同笑）

ツヴァイ：とりあえず、聞けるだけ聞いておいたら？（笑）

ダイン：まぁ、そうですね。エンディングでいきなり殺されることもないでしょうし。

ツヴァイ：（おどろおどろしく）聞いたな[image: ][image: ][image: ]。グサッ！

ダイン：ぎゃ──────っ！（一同笑）

ＧＭ：「危あぶない、危ない。あやうく話が漏もれるところだった……」って、そんなことあるわけないでしょ（笑）。

ダイン：当たり前です（一同笑）。

ＧＭ：それはさておき、会話はまだ続きます。

ダイン：とりあえず、このまま聞き続けるしかないので、聞いています（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい。では会話の続きを。アヴェルシア王国のケネス王が死んだことについてグレゴリーが話すと、若い男の声は聞き返します。「グラスウェルズは自決と言っているみたいですがね。まぁ、ケネス王が死んでしまったのでは、あとはマリア王妃に聞くしかない……ということですか？」

エルザ：王妃様が危あぶない？

ＧＭ：いいえ、それは三人目の男の声で否定されます。「幸いなことに向こうから飛とび込こんでくれたからな。だが、とりあえずはこのまま、フェリストル城じようまで向かおう。ここではさすがに人目につきすぎる」

ダイン：え？　まさかその声って……。

ＧＭ：そう、そのキミの推測は悪い形で的中します。グレゴリーは、その三人目の男に向けてこう言います。




「では、そちらは貴き様さまに任せるとしよう。アドルフィス……アドルフィス・ハーリング」




　時に帝てい紀き八〇七年一一月。レイウォールによるアヴェルシア奪だつ還かん戦の裏うらで、新たな陰謀が動き出そうとしていた。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

第三話「逃走のワルツ」

─完─

[image: ]
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆ダイスと思い出




「へぇ～、いろいろなダイスがあるんですね」




　テーブルの上に並ならべられたさまざまな形、さまざまな色のダイスをひとつずつ手に取りながら、感心したように呟つぶやく[image: ]村清子よしむら・きよこさん。

　そんな[image: ]村さんに、えんどーちんが白い二十面ダイスを見せる。




えんどー：これなんかは、私わたしがＴＲＰＧを始めた時からずっと使っているダイスですよ。

矢薙：おぉ～、歴史だ（笑）。

[image: ]村：ダイスといえば、このリプレイに参加することになった時、昔むかしＴＲＰＧで遊んでいた友だちからダイスを借りようと思って電話したんですけど……。

きくたけ：連れん絡らくなかったの？

[image: ]村：いえ、連絡はあったんですよ。でも、その友だちが半泣きで電話をしてきたんです。

ゆーら：半泣き？

[image: ]村：ええ。もう、そりゃあものすごく悲しそうな声で。一日中家の中を探したけど、ダイスを入れていた袋が見つからなかったって……。

ゆーら：きっと、袋ごとどこかに紛れてしまったんでしょうね～。よくある、よくある（笑）。

[image: ]村：もうずいぶんＴＲＰＧをプレイしていないはずなのに、いざ見つからないと、気になって気になって仕方ないわ、寂しい気分になるわ、と、愚ぐ痴ちを聞かされました（笑）。

きくたけ：その気持ちは分かる（笑）。

えんどー：ダイスには愛着が湧きますからね。

ゆーら：では、ダイスの話はおいといて、そろそろ今回予告を読み上げます！　え～──。




　アヴェルシアの王おう妃ひマリアをレイウォール軍まで送おくり届とどけ、安心したのも束つかの間ま。

〝黄金の狼おおかみ〟の傭よう兵へいたちは、レイウォール軍の指し揮き官かんであるアドルフィス・ハーリングがバルムンクであることを知ってしまう。

　バルムンクの狙ねらいは、アヴェルシア王国の〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟。

　マリア王妃にバルムンクの魔まの手が忍しのび寄よる。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

　　　　　　───第四話「運命のカデンツァ」




　……すべては、竜の石の導みちびきの下に。




ゆーら：とゆーことで、前回のシナリオでマリア王妃をレイウォール軍の陣じん地ちまで護ご衛えいしたけど、そこもやっぱりピンチだったというわけですね（笑）。

えんどー：でも、それを知っているのは私だけという状じよう態たい（一同笑）。

ゆーら：です。あ、そこについては復ふく習しゆうも兼かねて、オープニングでもう一度演えん出しゆつしておきます。あと、今回のシナリオではシナリオハンドアウトを使用しています。

きくたけ：ハンドアウトがあるのか！

[image: ]村：シナリオハンドアウトって、最初に渡わたされる紙ですね？

ゆーら：そうです。ＰＣが知っている事前情じよう報ほうとか、こういう設せつ定ていでＰＣを創つくってくださいというＧＭの要望などが書かれている紙し片へんのことです。とゆーことで、今回はフェイズプロセッションという形式のシナリオです。くわしいルールは、またあとで説明しますね。

きくたけ：ところでカデンツァって何？

ゆーら：音楽用語で、協きよう奏そう曲きよくなんかで独どく奏そう楽器が即そつ興きよう的てきな演えん奏そうする部分のことを言います。

矢薙：そういえば前回のシナリオタイトルは〝ワルツ〟でしたよね？

[image: ]村：第一巻かんが〝プレリュード〟と〝アルペジオ〟ですね。

ゆーら：ええ。今シリーズはシナリオタイトルを音楽用語でそろえようかと思いまして（笑）。

きくたけ：即興の演奏ということは、今回のシナリオはアドリブ的ってこと？

ゆーら：いえいえ。このシナリオにおけるＰＣたちの選せん択たくや行動によって、『アクロス』の、さらには『アリアンロッド・サガ』全体の展てん開かいが大きく変わるという意味からです。

[image: ]村：それは責せき任にん重大ですね。

ゆーら：はい。○○○の○○が変わったり、○○○○○の○○○がどこに行くかとか、このセッションの結果によっては、他のシリーズに大きく影えい響きようが出ることになります。

きくたけ：○○ばかりで分かるかっ！（一同笑）




　たしかに。




ゆーら：いや、まぁ、ここで分かられても困こまるわけで（笑）。なので、傭兵隊〝黄金の狼〟のみなさんにはぜひがんばっていただきたい！

矢薙：任まかせてもらおう（笑）。

ゆーら：では、それぞれのシナリオハンドアウトを読み上げます。




▼ユンガー用シナリオハンドアウト／矢薙直樹やなぎ・なおき

コネクション：カテナ・アウレア　　　関係：忠ちゆう誠せい

　カテナ隊長は無ぶ事じだろうか？

　キミが思いを巡めぐらせていると、レイウォールの兵士たちの会話が耳に入った。

　なんでもひとりの女じよ性せい傭兵が、捕ほ虜りよとしてこの本ほん陣じんに捕とらえられているのだという。

　しかも、その女性はエルダナーンの魔ま術じゆつ師しらしい……。




矢薙：エルダナーンの魔術師？

[image: ]村：しかも女性の傭兵ですよ！

矢薙：やっぱり、カテナ隊長なのかなぁ。

ゆーら：くわしくはオープニングでやりますが、あくまでも兵士たちが話しているのを聞いたというレベルですね。だから、名前とかは分かりません。

えんどー：でも、グレゴリーがここにいることを考えると、その可か能のう性せいは高いですね。

矢薙：まずは、その捕らえた傭兵のことを話している兵士たちからいろいろと訊きけ、というわけですね。

きくたけ：ようやくカテナ隊長に会えるぞ！




▼エルザ用シナリオハンドアウト／[image: ]村清子よしむら・きよこ

コネクション：マリア王妃　　　関係：庇ひ護ご

　無事にレイウォール本陣にマリア王妃を送おくり届とどけることはできた。

　王妃として気き丈じように振ふる舞まうマリアだが、キミにはそれがとても危あやういもののように見える。

　何か彼かの女じよの手助けはできないだろうか。




[image: ]村：マリア王妃を助けてあげたいっ！　とか、思っているわけですね。

きくたけ：城しろはグラスウェルズに攻せめ落とされるし、旦だん那なはどうなったか分からないしという状態だからな。

[image: ]村：それにお腹なかには赤ちゃんがいるみたいですからね。

えんどー：ダインとエルザしか気がついてないですけどね（笑）。

矢薙：そういえば、まだ聞いていなかったっけ（笑）。

[image: ]村：それに、ミリアちゃんのお姉さんということもありますし、やっぱりエルザとしては、同じ女性として、ここは助けてあげたいわけですよ。

ゆーら：そうそう、そんな感じです。

[image: ]村：それに王族とコネを持っておけば、あとあと商売も楽になりますしね（笑）。

一同：そういう理由かいっ！（笑）




▼ツヴァイ用シナリオハンドアウト／きくたけ

コネクション：ミリア　　　関係：友人

「知りたかったら、アインにでも訊きいてみるんだな」

　地下水路で出会ったドライの言葉がキミの心に絡からみつく。

　自分そっくりの存そん在ざい、しかもどうやら彼かれらはバルムンクの一員らしい。

　思い悩なやむキミに、ミリアが不ぶ器き用ようながらも励はげまそうと話しかけてきた。




きくたけ：しかし、アインまで出てくるとはな。

ゆーら：ドライはもう倒たおされちゃいましたけどね。でも、これできくたけさんの希望どおり、１アイン、２ツヴアイ、３ドライまで出しました（笑）。

きくたけ：でも、コネクションはアインじゃないのね。

ゆーら：まぁ、そこは主人公っぽく、好意を持っている女の子が心配してくれているということで（笑）。

えんどー：ミリアの存在は重要ですよ。我われ々われにはなくてはならない盾たて役やくです。前回のシナリオで思い知りましたね（笑）。

ゆーら：そういう理由かいっ！（一同笑）




▼ダイン用シナリオハンドアウト／えんどー

コネクション：グレゴリー・バクスター　　　関係：仇きゆう敵てき

　アドルフィス・ハーリングはバルムンクかもしれない。

　キミはアドルフィスとグレゴリーの密みつ談だんを聞いてしまい、バルムンクの根の深さを思い知った。どうやらここも安全ではないようだ。




ゆーら：そして最後がダインのシナリオハンドアウトです。

えんどー：前回の続きですね。

ゆーら：続きというか、前回の情じよう報ほう＋αという感じ？　だから、オープニングフェイズ最初のシーンもダインになります。

えんどー：「これは大変なことを知ってしまったー。どうしよう[image: ][image: ]」とか、言う役どころですね（笑）。

[image: ]村：真ま面じ目めに大変なんですけど……。

ゆーら：そこをどう切り抜ぬけるか、今回のシナリオではそこにアイデアを絞しぼって欲ほしいと思っています。では、キャラクターのレベルアップをしましょう！




　そして一時間後。さらに強くなった〝黄金の狼〟たちの姿すがたがそこにあった。




●ユンガーの場合（４レベル）

ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：では、順番に成長を申しん告こくしてください。まずはユンガーから。

矢薙（以降、ユンガー）：はい。能のう力りよく値ちは【筋きん力りよく】【器用】【敏びん捷しよう】を上げました。

ＧＭ：【筋力】を上げたんですね。

ユンガー：ええ。欲しい装そう備び品ひんがあったんですけど、【筋力】７だと足りなかったんで。

きくたけ：何買ったの？

ユンガー：俊しゆん足そくのブーツです。

きくたけ：それか～。回かい避ひと行こう動どう修しゆう正せいが＋１されるからな～。確たしかにおいしい。

ＧＭ：ユンガーの【行動値】が上がると、雷らい鳴めいの弓ゆみが活いきてきますからね。




　ユンガーはドライアーチャーのドロップ品でフェイトを使用し、雷鳴の弓をゲットしたのである。ちなみに他のアイテムは、レイウォール軍から買い取ったということにしている。




ユンガー：あとは装そう身しん具ぐの鷹たかの目を買って、弓のダメージを＋１しました。鍵かぎ開あけする時は、セブン・ダブと交こう換かんするということで。スキルは《サプライザル》と《スペシャライズ》を２レベルから３レベルにしました。

ＧＭ：分かりました。では、次はエルザ。




●エルザ・ブルックスの場合（４レベル）

[image: ]村（以降、エルザ）：【知力】と【感知】と【精せい神しん】を上げました。これで魔ま術じゆつ判はん定ていがまた１上がります。あと、メイジスタッフをアークスタッフに変えたのでさらに＋１。これで魔術判定は11＋３Ｄになりました（笑）。

ＧＭ：うわっ！　どんどんエルザの魔法を避よけるのが大変になっていく（笑）。

エルザ：あと《フレイムロード》が５レベルになりました。

えんどー：ついに称しよう号ごうスキルがマックスに（笑）。

ＧＭ：じゃあ、もうひとつは《イフリート・シマー》（＊）を取ったんですか？

エルザ：それも考えたんですけど、マイナーアクションのスキルは《マジックブラスト》しか持ってないので、先に《マジックサークル》（＊）を取りました。あ、あと補ほ助じよ防ぼう具ぐをトラベラーズマントに替えました。これで物理防ぼう御ぎよ力りよくも上がりました。ちょっぴりですけど（笑）。

きくたけ：そのちょっぴりが重要なんです（笑）。

ＧＭ：次はツヴァイの番！





（＊）《イフリート・シマー》　メイジのスキル。〈火〉属ぞく性せいの魔法でダメージを与あたえると、そのラウンドの間、命中判定にマイナス２のペナルティを与える。

（＊）《マジックサークル》　サモナーのスキル。魔法のダメージを＋２Ｄする。






●ツヴァイの場合（４レベル）

きくたけ（以降、ツヴァイ）：予定どおり【器用】【敏捷】【感知】を伸のばして、それぞれの能力値が１ずつ上がった。命中、回避、そして【行動値】も上がったぜい！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：スキルは《バッシュ》を５レベルに、あと《ブレットレイブ》を取しゆ得とくした。

ＧＭ：《リバウンドバッシュ》（＊）じゃなくて？

ツヴァイ：《リバウンドバッシュ》とどっちを取るか迷まよったんだけどね～。結局、前に出て戦うことが多いから《ブレットレイブ》にした。エンゲージしている相手に射撃すると、相手の回避判定のダイスが一個減らせるからね。

ＧＭ：《ラストリゾート》を使うことを考えると、そっちでもいいのか。

ツヴァイ：そうなんだよね。《ボルテクスアタック》を使う時は《ラストリゾート》を使わないといけないから、だったらその時に命中しやすい方がいいかなと。

ＧＭ：なるほどね。あと、装そう備びは？

ツヴァイ：ユンガー隊長と同じように補助防具を俊足のブーツに替かえた。

ユンガー：真似まねするな（一同笑）。

ツヴァイ：仕方ないじゃん。欲ほしかったんだから（笑）。あとは変へん更こうなし。

ＧＭ：了りよう解かい。次はダイン！





（＊）《リバウンドバッシュ》　ウォーリアのスキル。《バッシュ》を使用した時、対象が範囲（選択）になる。






●ダインの場合（４レベル）

えんどー（以降、ダイン）：私は【筋力】【精神】【幸運】を上げました。そして、モンクから再ふたたびアルケミストにクラスチェンジ！

ユンガー：予定通りですね（笑）。

ダイン：ええ。マイナーアクションでポーションを使うことのできるポーションホルダーというアイテムを買いました。

ツヴァイ：マイナーアクションでＭＰを回かい復ふくして……。

ダイン：他の人に《ポーションピッチ》！（一同笑）これでＭＰ切れの心配もだいぶ減ります。スキルは《プロテクション》を４レベルに上げて、あと《ヘイスト》を取りました。装備も盾と鎧よろいを新調したので、物理防御力は17になりました（笑）。

ＧＭ：分かりました。あと、ミリアもレベルが４になりまして、新しく《インタラプト》を取ったので活用してください。

ダイン：それはいい。

ＧＭ：もうひとつのスキルは《スペシャライズ》を上げました。とゆー感じで、成長は終わり！　それではシナリオ本ほん編ぺんに入りましょう。




[image: ]

[image: ]







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆策さく謀ぼうは終わりなく




ＧＭ：さて、オープニングフェイズ最初のシーンのシーンプレイヤーはダインです。プリプレイの時に言ったように、前回のエンディングフェイズの続きとなります。

エルザ：シーンプレイヤーって、そのシーンの主役のことですよね。

ＧＭ：そうです。シーンプレイヤーとして指定されたＰＣは、必ずシーンに登場することになります。

ユンガー：『アリアンロッド』でも、登場判定はあるんですよね。

ＧＭ：あります。ですから、シーンプレイヤー以外のＰＣはＧＭが指定すれば登場できますし、登場判定に成功しても登場することができます。ただし、オープニングではシーンプレイヤーのＰＣ以外は登場不ふ可かとしますので、他のＰＣは登場できません。

エルザ：登場判定っていうのは、登場できるかどうかを決めるための判定ですか？

ＧＭ：そうです。【幸運】で判定に成功すればシーンに登場できるというものです。




　シナリオハンドアウト、登場判定などは、フェイズプロセッション形式と呼よばれるゲーム進行を採さい用ようした時に使用されるルールです。この進行形式は、基き本ほんルールで想定されているダンジョン探たん索さく以外の、より物もの語がたり性せいの高いシナリオをプレイする時に向いています。

　なお、フェイズプロセッション形式についてのルールは、『アリアンロッド上級ルールブック』（ゲーム・フィールド刊かん）に掲けい載さいされています。




ダイン：で、前回の続きでしたっけ？

ＧＭ：ええ。時間は夜。天てん幕まくの近くでグレゴリーとアドルフィス、そしてもうひとりの男の会話をダインがこっそりと聞いているところから、スタートになります。

ユンガー：アヴェルシアの城しろには〝王威の竜輝石〟がなかったので、逃にげ出したマリア王妃が持っているんだろう、みたいな話でしたよね。

ＧＭ：そうです。で、城を奪だつ還かんしたあとで、マリア王妃から竜輝石を奪うばおうという相談をしていたところまでです。

ダイン：分かりました。まだ三人の会話って続いているんですか？

ＧＭ：続いています。とはいっても、話の内容は変わって、グレゴリーからの報ほう告こくになっています。王都フェリストルの状じよう況きようや、グラスウェルズ軍の戦力とか部隊の配置などですね。

ツヴァイ：ＰＣはまだ知らないけど、この戦いでレイウォールが勝つのは当然なわけだ。

エルザ：グラスウェルズ側の情報が、全部レイウォール軍に筒抜けだったんですね。

ＧＭ：そういうことです。まぁ、グラスウェルズ軍は連戦で、レイウォール軍は戦力を温おん存ぞんしていたということもありますけど。

ダイン：まぁ、その辺あたりの話は、とりあえず私に関係ない。グレゴリーたちにばれないようにそろそろここから離はなれた方がよさそうですね。

ＧＭ：と、ダインが天幕から離れようとしたのを見計らったように、グレゴリーがアドルフィスに質問をします。「そういえば、貴き様さまに言われて連れてきた、あの女傭兵はどうするつもりだ？」

ダイン：女傭兵？

ユンガー：もしかして、シナリオハンドアウトに書いてあった魔ま法ほう使つかいのことかな？

ダイン：たぶん、そうでしょうね。

ツヴァイ：やっぱり、この傭兵ってカテナ隊長のことかな？

ＧＭ：会話の内容だけでは分かりませんね。で、グレゴリーに訊きかれたアドルフィスはこう答えます。「始末するしかないだろう。何かに利用できればとも思ったが……さすがに血の繋つながりは誤ご魔ま化かせないというわけか」

ダイン：血の繋がり？

ツヴァイ：やっぱりカテナ隊長だっ！

エルザ：ですね。

ＧＭ：「まぁ、傭兵が戦場で命を落とすことなど珍めずらしいものではないからな。フェリストル奪還の際さいに戦死したことにすれば問題なかろう」と、グレゴリー。

ユンガー：まずい！　それはまずい！

ＧＭ：「それでよいか？」　アドルフィスが訊きくと「その件けんはお任せします。別に興きよう味みもありませんし……」と、三人目の男が答えます。

ダイン：う～ん、この三人目の男って、誰だれなんだろう？　聞いたことないんですよね？

ＧＭ：【感知】判定をどうぞ。

ダイン：【感知】はあまり高くないんですよね……（ダイスを振ふる）低っ！　ダイス目が５だから合計で９です。

ＧＭ：振り直します？

ダイン：いや、私はモンクの自動取得スキルを使用するために、すでにフェイトが１点減っていますので、ここはあきらめます。フェイト１点は血の一滴（笑）。

ＧＭ：では、何も分かりません。そして会話もどうやら終わりのようですね。「他に何も用がないなら、私はこれで失礼させていただきます。それでは……」どうやら天幕から男が出てくるようです。

ダイン：出てくるっ!?　とりあえずその場から離れる、離れる！

ツヴァイ：どうせなら、その男を見てみようよ～。

ダイン：シーフでもない私に、何を求めているんですか？（笑）

ツヴァイ：そりゃ、そうだ（笑）。

ユンガー：それは私の役目だな。

ＧＭ：でも、ここにユンガーはいない。

ダイン：なので、私は急いでここから離れます（笑）。

ＧＭ：離れるのね？　なら、天幕から急いで離れるダインの背後から、鷹たかや鷲わしといった大きな猛もう禽きんの羽ばたきにも似にた音が聞こえてきます。

ツヴァイ：ばっさばっさ（笑）。

ＧＭ：そうそう、そんな感じ。

ダイン：鳥の羽ばたき？　ふ～む、なるほど、なるほど……。

エルザ：どうしたんですか？

ダイン：いやいや。この男の正体がなんとなく分かったような気がします（笑）。それはともかく、とりあえずはここで聞いた話をみんなに知らせないと。というわけで、急いで自分たちの天幕に戻もどります。

ＧＭ：分かりました。では、ダインがうしろを気にしつつも、その場を離れていくというところでシーンは終しゆう了りようします。







◆Opening 02◆王おう妃ひの故こ郷きよう




ＧＭ：次はエルザのシーン。場所はマリア王妃のいる天幕の中です。とはいっても、キミたちの天幕よりは多少広く、寝しん具ぐなどもちょっとはよいものにはなっていますが。

ダイン：戦中ですからね。贅ぜい沢たくができるわけじゃありませんし。

エルザ：ところでミリアちゃんはいます？

ＧＭ：今はいないようですね。

エルザ：じゃあ、マリア王妃のお世話をミリアちゃんと交替したことにします。

ＧＭ：あっ！　それいいですね。この次はツヴァイのシーンになるから（笑）。

ツヴァイ：えぇ[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

エルザ：ツヴァイくん、がんばれっ！（笑）

ＧＭ：まぁ、それはあとのシーンの楽しみにとっておくとして……。では、身の回りの世話をしているエルザにマリア王妃がお礼を言います。「あなたたちのおかげで無ぶ事じにここまで来ることができました。ありがとうございます」

エルザ：それが仕事ですから。それよりもお疲つかれじゃないですか？　お腹なかすいてませんか？簡かん単たんなものならお作りしますよ。バックパックから調理用具を取り出します（笑）。

ＧＭ：「ありがとうございます。では今もまだ……」悲しそうな顔をするマリア王妃。

エルザ：何かあったんですか？

ＧＭ：「先ほどアドルフィス・ハーリング卿きようから、ケネス陛へい下かが亡なくなったと……」




『アルディオン大陸ガイド』には、確かにケネス王は〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟の際に自決したと書かれています。

　しかし、あなたがＧＭとしてアルディオン大陸で遊ぶ場合には、そこに書かれている内容を変へん更こうしても構かまいません。実はケネス王は逃にげ延のびていて、別の土地で捲けん土ど重ちよう来らいを狙ねらっているとしてもよいのです。

　源みなもとの義よし経つねや織お田だ信のぶ長ながといった歴史上の人物が、死し亡ぼうしたといわれている事じ件けんで実は死んでいなかった──などという伝説は山ほどあります。そして、それが嘘うそなのか、それとも真実なのかは誰にも分かりません。

　ＴＲＰＧの舞ぶ台たいとなる世界は、ＧＭであるあなたが自由にできる世界です。『天に月、地に剣つるぎ』のまえがきでも書いたとおり、リプレイの内容を気にすることなく、あなたはあなたのアルディオン大陸を創つくり上げてください。




エルザ：じゃあ、王妃様については？

ＧＭ：『アルディオン大陸ガイド』には行方不明と書かれています。

エルザ：行方不明？

ＧＭ：はい。つまり、キミたちの行動によって、マリア王妃が〝アヴェルシアの服属〟以降どうなったのかというのが決まる──というわけです（笑）。

エルザ：そ、それは責任重大です。じゃあ、なおさらマリア王妃を励はげまします。人はどんな時だって食べなくちゃいけないんです。たとえ悲しい時だって食べなきゃダメなんですよっ！

ユンガー：エルザが急に強気になったぞ（笑）。

ツヴァイ：でも、なんで食べる話なんだろう（笑）。

エルザ：それは、食べることが人間の根こん源げんのひとつだからですよ。天幕の隅っこの方で火をおこして、持っているあり合わせの食材でスープを作りますね。「はい、どうぞ」

ＧＭ：じゃあ、マリア王妃はそのスープを受けとって、エルザに微笑ほほえみます。「お心こころ遣づかいありがとうございます。でも、わたくしは大だい丈じよう夫ぶです。わたくしにはまだやらなければならないことがありますから」そう言いながら、マリアは自分のお腹を愛いとおしそうに撫なでます。

エルザ：もしかして、お腹に赤ちゃんが？　わーい。ようやく訊けました（笑）。

ＧＭ：嬉うれしそうにマリア王妃は頷うなずきます。「はい。陛へい下かとわたくしの大切な赤ちゃんです」

エルザ：なら、なおのこと元気をだして食べないと。そうだ！　メロディちゃんに、何か心和むような演えん奏そうをしてもらいましょう。メロディちゃん、お願いね。

ユンガー：便利だな。メロディちゃん（笑）。

ツヴァイ：間ま違ちがって、変な呪じゆ歌かを奏かなでてしまって大だい惨さん事じになったりして（一同笑）。

エルザ：メロディちゃんはそんなことしません！　きっと、王妃様の故郷の曲とか演奏してくれますよ。王妃様の故郷ってどちらなんですか？

ＧＭ：「ここよりももっと西の方──レイウォール王国との国こつ境きよう沿ぞいですわ」マリア王妃とミリアのお父さんのウォーレン・ラドフォード伯はくは、いわゆる辺へん境きよう伯です。他国との国境沿いに広い領りよう地ちを持っていて、強い権けん限げんが与えられています。このことはエルザも知っています。ラドフォード伯領は、エルザの故郷であるノルウィッチからは近い場所にありますから。

エルザ：ミリアちゃんのお父さんって、偉えらい人だったんですね。

ＧＭ：だからこそ、娘むすめが王妃として輿こし入いれできるわけです。

エルザ：じゃあ、ラドフォード伯領っていいところですよね～。みたいな感じで、王妃様と会話します。気晴らしになるかもしれませんし。

ＧＭ：マリア王妃はエルザの気遣いに笑みを浮かべます。「エルザさんの故郷のノルウィッチに比べたら、ただ広いだけの場所ですわ。すぐ側そばにはネビスと呼ばれる霊れい峰ほうがあって、風ふう光こう明めい媚びという言い方もできるでしょうけど、自然ばかりで他には何もない土地です」

エルザ：でも、わたしは街中のザワザワしたところで育っているので、そういう自然の多いところはうらやましいですよ。温おん泉せんとかあるんですか？

ツヴァイ：農地はありますよ（笑）。




　このラドフォード伯。実は『アリアンロッド・サガ・リプレイ②　最強のフィアンセ』に登場しています。そう、ノーブルファーマーと自じ称しようし、必死に畑を耕たがやしていたカールおじさんです。彼の活かつ躍やくについては、そちらを読んでください。
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エルザ：でも、今はレイウォールとアヴェルシアは友ゆう好こう国こくなんですよね。だから、ここまで来れば安心ですね。と、ダインくんが聞いた話を知らないわたしは言ってしまいます（笑）。

ダイン：大変だ～、大変だ～（一同笑）。

エルザ：ここにいる間はできる限かぎりのお手伝いをしますから、何でも言ってくださいね。

ＧＭ：「はい。ありがとうございます」

エルザ：じゃあ、そろそろわたしも天幕に一度戻ります。メロディちゃん、おいで～（笑）。

ＧＭ：名前を呼ばれるとメロディちゃんは、てちてちとエルザのあとをついていきます。というところで、エルザのシーンは終しゆう了りようです。







◆Opening 03◆夜風




ＧＭ：夜になると出しゆつ陣じんの準じゆん備びも終わり、陣地にも静けさが戻もどってきます。そんな中、ツヴァイは人気の少ないところにひとりでいます。

ツヴァイ：じゃあ、ひとりで夜空を見つめながら、前回に起こったことを思い出していよう。

ＧＭ：ドライとかいう自分によく似にた三人組やら、バルムンクやら、アインやら、わけの分からないことがたくさんありましたからね。

ツヴァイ：とにかく自分の知らないことばかりで、超ちよういらいらしてますよ（笑）。

ＧＭ：と、うしろから肩かたをトントンと叩たたかれる。「悩なやんでいるようだね、少年！」

ツヴァイ：ミリア？

ＧＭ：「悩んでいるなんて、ツヴァイ君らしくないよ！」ツヴァイが振ふり返ると、そこには笑顔のミリアが立っています。

ツヴァイ：（不ふ機き嫌げんそうに）なんだ、ミリアかよ。お前、こんなところにいてもいいのかよ。

ＧＭ：「こんなとこ？　あ、お姉様は大丈夫だよ。警護の人もいるし」

ツヴァイ：でも、ついていてやるのが家族ってもんだろうが。と、言いながら母親のことを思い出します。ん？　そういえば、ドライが小さい頃ころに逃にげ出したとか言っていたな。母さんは何か知っているのか？

ＧＭ：などと思いを巡めぐらせていると──「どうしたの？」

ツヴァイ：（誤魔化すように）な、何でもないよっ！　お前には関係ないだろっ！

ミリア：「そんな言い方しなくても……。ずいぶんと荒あれているね」

ツヴァイ：当たり前だろっ！　自分そっくりな連中は出てくるし、竜輝石なんて伝説にしか出てこないもんが目の前に出てくるし、もうわけ分かんねぇよっ!!

一同：八つ当たりしたっ！（笑）

ツヴァイ：ここはそういうロールプレイでいこうかと（笑）。

ユンガー：おっ！　あおくさい少年っぽくていいですね。

エルザ：わぁ～、ミリアちゃんがかわいそう（笑）。

ツヴァイ：そして、ミリアに八つ当たりしてしまったことに気がついて、謝あやろうとするわけだ（笑）。ご、ごめ──。

ＧＭ：「ごめん！」そこでミリアがツヴァイよりも先に、ペコリと頭を下げて謝ります。

ツヴァイ：うわっ！　先を越された（笑）。……べ、別にお前が謝ることじゃないだろ。

ＧＭ：「そうだよね。いろんなことがあったもんね。悩んでない方がおかしいか……。なんか落ち込こんでいたみたいだから、元気づけてあげようと思ったけど……。やっぱり、ボクってダメだね」

ツヴァイ：もしかして、僕ぼくのことを心配して？

ＧＭ：「ん？　ツヴァイくんはボクのお姉様を助けてくれたからね。今度はボクがツヴァイくんを助けてあげたいって……。ただ、それだけだよ」再ふたたび笑顔を見せるミリア。

ツヴァイ：ありがとな。そのミリアの笑顔にちょっとどぎまぎしながら、照てれ隠かくしにお礼を言う（一同笑）。

[image: ]

ＧＭ：「ううん。お礼を言うのはボクの方だから……それから、こんなところにいたら風邪かぜ引くよ」

ツヴァイ：ああ、もう少ししたら戻るよ。

ＧＭ：「そう？　でも、早く戻ってくるんだよ。それじゃあ、ボクはもう行くから」ツヴァイの方を名残なごり惜おしそうに振り返りながらミリアは帰っていきます。

ツヴァイ：よし！　じゃあ、ミリアが振り返った時に、さっきよりもちょっとだけ優やさしい言い方で礼を言おう。心配してくれて、ありがとな！

ＧＭ：そのツヴァイの言葉にミリアは嬉うれしそうに笑います。そして、照れ隠しなのか、天幕の方へと走っていきます。

ユンガー：青春だ（一同笑）。

ツヴァイ：やっぱりこういうシーンは恥はずかしいな。ＧＭだと全然平気なのに（笑）。

ＧＭ：そういうもんですよね（笑）。はい、というところでツヴァイのシーンは終わり！







◆Opening 04◆囚とらわれの傭よう兵へい




ＧＭ：お待たせいたしました。最後はユンガーのシーンです。ユンガーがひとり天てん幕まくで休きゆう憩けいしていると、兵士たちの会話が耳に入ってきます。

ユンガー：シナリオハンドアウトに書いてあった、女傭兵の話ですね？

ＧＭ：そうです。「女傭兵が軟なん禁きんされてるが、ありゃ捕ほ虜りよかなんかか？」「俺おれは何も聞いてないな。そんなことより早くこれ運ばないと、また隊長に怒ど鳴なられるぞ。明日は出しゆつ陣じんなんだからな」どうやら何か荷物を運んでいる兵士たちのようですね。

ユンガー：で、そんな話をしながら歩いているわけですね。

ＧＭ：ええ。「でも、こんなところで捕虜なんておかしくないか？」「おおかた、グラスウェルズの斥せつ候こうでも捕とらえたんだろうよ」

ユンガー：ばさっ！（天幕を開ける音らしい）その話、くわしく聞かせてもらおうか（一同笑）。

ＧＭ：「ん？　なんだお前は？」

ユンガー：私は傭兵隊〝黄金の狼〟の隊長、ユンガーだ！

ＧＭ：「あぁ、アヴェルシアの王妃を連れてきた傭兵か。で、その傭兵隊の隊長が何か用か？」

ユンガー：今、キミたちが話していた捕虜になっている女傭兵のことなんだが、くわしく教えてくれないか？

ＧＭ：「え？　いや、俺もくわしくは知らないんだが、なんでもグラスウェルズの重要な情じよう報ほうを持っているって話らしいんだがな」「エルダナーンの魔法使いって話だぜ」「いや、俺は魔導銃キヤリバーを持っているって聞いたがな」

ツヴァイ：魔導銃キヤリバーを持っているエルダナーンの魔法使い？

ユンガー：カテナ隊長に間ま違ちがいないな。

ダイン：なんて分かりやすい目印（一同笑）。




　確かに。




ユンガー：なるほど。それで、その捕虜は今どこにいるんだ？

ＧＭ：そこまで聞くとさすがに兵士たちは怪け訝げんそうな顔をします。「なぜ、そんなことを一いつ介かいの傭兵に教えなければならないんだ？」

ユンガー：ふっ、仕方がないな。ここは袖そでの下を……（キャラクターシートを見る矢薙さん）しまったっ！

エルザ：どうしました？

ユンガー：……私はお金を持っていない（一同笑）。

ＧＭ：お金はエルザの一いつ括かつ管かん理りです（笑）。

エルザ：わたしは今、マリア王妃のところにいます（笑）。

ユンガー：キミたち、ちょっと待っていてくれないか。とりあえずエルザを捜さがしにいきます！（一同笑）

エルザ：やっぱり、みんなに少しずつお小こ遣づかいを渡わたしておいた方がいいですか？

ツヴァイ：お小遣いっていくら？（笑）

エルザ：ん～、一〇〇円？

一同：一〇〇円かよっ！（笑）

エルザ：じゃあ、奮ふん発ぱつして三〇〇円っ！

一同：遠足のお菓か子しかいっ！（爆ばく笑しよう）




　この世界の通貨単位はＧゴールドです。




ユンガー：そ、そんなことよりもエルザを捜さないと！

ＧＭ：しかし、待てと言われても兵士が待っているはずもないわけで……。

ダイン：荷物を運んでいる途と中ちゆうでしたしね。

ＧＭ：はい。女傭兵のいる場所は、別のシーンで捜してください（笑）。とゆーところで、シーンは終了です。続いて、ミドルフェイズに移うつりましょう。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆決意




ＧＭ：では、ミドルフェイズの最初のシーンです。シーンプレイヤーはダイン。グレゴリーやアドルフィスの話を聞いてしまい、慌あわてて天てん幕まくに戻もどってきたところです。ここでは、他のＰＣも全員登とう場じようということにします。

ユンガー＆エルザ：はーい。

ツヴァイ：あ、僕ぼくはあとから戻もどってきたことにしたいんだけど。

ＧＭ：では、ツヴァイは好きなタイミングで登場していいですよ。このシーンは登場判はん定ていなしで、登場することができますので。

ツヴァイ：りょーかい！

ＧＭ：さて、慌ててダインが天幕に戻ってくると、ちょうどユンガーとエルザが戻ってきます。

ユンガー：エルザ、お小遣いをくれ！（一同笑）

エルザ：三〇〇円までですよ（笑）。

ＧＭ：まぁ、エルザからお小遣いをもらっても、すでに兵士たちはもう移動していますから。

ユンガー：兵士を見つけることができずに、すごすごと戻ってきます（一同笑）。

ＧＭ：じゃあ、そこにミリアも戻ってきたことにしましょうか（笑）。

ダイン：おや？　ツヴァイがいないようですが？

ＧＭ：「もう少しの間、ひとりになりたいって……」

ダイン：そうですか。

ＧＭ：「なんか話があるなら、呼よんでこようか？」

ダイン：いえ、結けつ構こうです。まずはユンガー隊長に話をすべきでしょうから。それにこれはミリアさんにも関係がある話ですし、あなたにはここにいて欲ほしいです。

ＧＭ：「え？　ボク？」

ダイン：ええ。これはかなり面めん倒どうな話です。どうやら、アドルフィス・ハーリング卿きようはバルムンクに与しているようです。といって、さっき聞いた話をみんなに話します。

エルザ：つまり、わたしたちは敵てきの中にまんまと飛び込んでしまったということですか？

ダイン：違いますよ、エルザさん。

エルザ：え？　どういうことです？

ダイン：味方など、最初からどこにもいなかったのです。

ユンガー：しかし、アドルフィス様までバルムンクだったとは……。

ＧＭ：「じゃあ、ここにいてもお姉様は安全じゃないってこと？」

ダイン：いえ、妃ひ殿でん下かがここに来たことは兵士たちの間にも広まっているでしょうから、この場ですぐに殺されるようなことはないでしょう。ここにいる限かぎりはですが。

ユンガー：場所を変えてしまえば、理由はなんとでもなるか……。

ダイン：はい。それと情報がもうひとつ。どうやら、カテナ殿どのがこのレイウォール軍の本ほん陣じん内に捕とらわれているようです。

ユンガー：ダインも聞いたのか？

ダイン：も、ということは隊長もすでに情報を手に入れていましたか。残念ながら、捕らわれている者の名前を聞くことはできませんでしたが、話の内ない容ようからするとおそらくカテナ殿に間ま違ちがいないかと。

エルザ：本当ですか？

ユンガー：ああ。レイウォール兵が話していた捕ほ虜りよの特とく徴ちようがカテナ隊長と一いつ致ちしていた。

ダイン：なるほど。では、どうしますか？　ミリアから受けた依い頼らいは終しゆう了りようしました。ここからは別の話になりますが……。

ユンガー：確たしかにな……。

ツヴァイ：じゃあ、ここで登場する！　入口の布をばさっと跳ね上げながら、天幕の中に入ってきます。迷まようことはないでしょう、ユンガー隊長！

ユンガー：（驚おどろいたような声で）聞いていたのか、ツヴァイ！（一同笑）

ツヴァイ：カテナ隊長を助けて、王妃様も助ける。それでいいじゃないですか！

ダイン：しかし、ここでマリア妃殿下を助けるということは、我われ々われはお尋たずね者ものになるということですよ。

エルザ：どう考えても、王おう妃ひ様を誘ゆう拐かいしたならず者というポジションですよね。

ダイン：ええ。それに我々は傭よう兵へいです。依頼以外で動くのはどうかと……。

ユンガー：確たしかにそうだ。金をもらわずに働く傭兵はいない……。

ツヴァイ：ユンガー隊長！　あなたまでそんなことを──。

ユンガー：……だから、我々に依頼してくれないか？　ミリア！

ＧＭ：「えぇっ!?　ボ、ボクがっ！」

ユンガー：（大きく頷いて）そうだ。依頼があれば我々は動くことができる。そうだろ？

ツヴァイ：隊長っ！

ツヴァイ：おっ！　隊長がめずらしくまともなことを言ってる（笑）。

ユンガー：私はいつだってまともだぞ。たぶん……。

一同：たぶんかよっ！（笑）。

ダイン：まぁ、その話はおいとくとして、ここでミリアから依頼を受けるというのは悪くないですね。

エルザ：なんでですか？

ダイン：ラドフォード伯は無印リプレイにも登場していますから、ここで我々がお尋ね者になっても、将来的に保護してもらえるかと（一同笑）。

ツヴァイ：なんて打算的な考えだ（笑）。

ユンガー：というわけで、ミリアには依頼としてお願いしたわけですよ。

ＧＭ：分かりました。では、ミリアはキミたちに深々と頭を下げて言います。「マリア王妃を──お姉様を助けてください！」

ユンガー：（真面目な声で）分かった。おそらくこれが、新生〝黄金の狼おおかみ〟最後の仕事となるだろう。二回目の仕事で終わりというのが、ちょっと悲しいがな。

ツヴァイ：でも、最後の仕事としては申し分のない、大きな仕事だぜ？

ユンガー：ああ、そうだな。

エルザ：それで、王妃様を連れてどこに向かいますか？

ＧＭ：はい。ここがこのシナリオのひとつ目の分ぶん岐きです。どこに逃げるかで、シナリオの内容、ひいては『アリアンロッド・サガ』シリーズの流れが大きく変わりますからね。

ツヴァイ：う～ん。何かヒントはないの？

ＧＭ：ヒントというのは特にないです。アルディオン大陸の地図を見て考えてくれてもいいし、マリア王妃やミリアといったＮＰＣに相談してもＯＫです。

ツヴァイ：地図っていってもなぁ～。隣はレイウォールにグラスウェルズだもんな。

ダイン：とはいえ、身重のマリア妃殿下が一いつ緒しよでは、それほど遠くまではいけないかと。

ＧＭ：「えっ！　赤ちゃんがいるのっ!?」ダインのセリフにミリアが驚おどろきます。

ダイン：うわっ！　しまったっ!!　エルザさん以外にはまだ言ってなかったんだっけ（笑）。

エルザ：言っちゃいましたね（笑）。

ダイン：まぁ、言ってしまったことは仕方ない。ここは素す直なおに認みとめよう。

エルザ：でも、わたしが王妃様から直ちよく接せつお聞きしたので間違いないです。

ユンガー：となると……（地図を見ながら）エストネル王国くらいか。




　ここで、ＧＭはどこに逃げるかは任まかせるとプレイヤーに言っていますが、実は向かう場所には関係なく、シナリオ上では二通りのパターンを想定しています。

　ひとつ目はＰＣたちが無事に目的地に到とう着ちやくし、ゆとりを持って敵てきを迎げい撃げきするパターン。ふたつ目は目的地に到着する前に敵に追いつかれてしまうパターンです（もちろん、ある程度ＰＣたちがどこに向かうかは考えてあります）。

　この方法であれば、途中のシーンの描写や演出を変更するだけでシナリオに沿ってセッションを進めることができます。プレイヤーの選択の自由を最大限に尊重した上で、シナリオが役に立たなくなるということもありません。

　もっとも、ＧＭが想定していない場所にＰＣが向かってしまった場合は、次のシナリオで考えることが増ふえるのですが（笑）。

　さらに「ＮＰＣに相談してもＯＫ」とあらかじめ言っておくことで、プレイヤーが詰つまった時でも対たい応おうできるようにしています。もちろんＧＭは、シナリオで想定している場所にＰＣたちが向かってくれるようにネタを振ふっておくのですが、今回はプレイヤーの方からその話題を振ってきたので、果たして憶おぼえてくれているかどうか……。




エルザ：そうだっ！　王妃様の故こ郷きようは？　そういえば、さっき故郷について王妃様とお話をしたんですけど。

ＧＭ：（おっ！　憶えていてくれた！）「ラドフォード伯はく領りよう？　確かにお父様だったら、ボクたちのことを助けてくれるかも……」

ダイン：なるほど。それはひとつの手ですね。

ユンガー：ここから遠いのか？

ダイン：アヴェルシアの国内ですから、それほど遠くないはずです。

ＧＭ：だいたい七〇キロメートルくらいですね。徒歩なら三～四日ほどです。

ユンガー：それは悪くないな。依い頼らい主ぬしのミリアには申しわけないが、ここはリスクをかぶってもらおう。

ＧＭ：「お姉様を助けてもらえるなら、ボクはそのくらい何ともないよ」

ツヴァイ：どうせ、カテナ隊長を助けたところでお尋ね者になるのは確定だしな。ユンガー隊長、もちろんカテナ隊長も助けるんですよね？

ユンガー：当たり前だ。それは私からの依頼とさせてもらおうか（笑）。

ツヴァイ：うわっ！　おいしいところを持っていかれた（笑）。

ダイン：しかし、ふたりとも助けるとなると、ちょっと大変ですね。まぁ、カテナ殿がいれば心強いのは確かですが。

エルザ：素直じゃないなぁ～。ダインくんだって、カテナ隊長を助けたいんでしょ？

ダイン：私は単に我々の戦力を客観的に考察しただけです（笑）。

ユンガー：なら、そちらも決まりだな。カテナ隊長を助けて、マリア王妃も助ける。これが我々の最後のミッションだ。

一同：おぉ[image: ][image: ]！

エルザ：よかったね、ミリアちゃん！

ＧＭ：ミリアはキミたちの顔をぐるっと見み渡わたすと、ようやく笑顔を見せる。「ありがとう！みんなっ!!」

ツヴァイ：気にするなよ。ただし、報ほう酬しゆうは高いぜ！

ＧＭ：「それは気にしないでいいよ。お姉様を助けるためだったら、ボクが何とかしてみる！」

ツヴァイ：じゃあ、一〇〇Ｇだ！

ＧＭ：「一〇〇？　たったそれだけ？」

ツヴァイ：そうだな。ただし、経けい費ひはそっち持ちでよろしく！

エルザ：ミリアちゃん相手だからって、そんな格かつ好こつけなくてもいいじゃない。どうせ、報酬がタダでも依頼を受けるつもりなんでしょ（一同笑）。

ツヴァイ：そ、そんなことあるわけないだろ！　僕たちは傭兵なんだからっ!!

ミリア：照れない、照れない（笑）。

ダイン：では、まずは状じよう況きようをまとめましょう。マリア妃殿下の居い場ば所しよは分かっている、カテナ殿の居場所は分かっていない。

ユンガー：レイウォールの兵士がカテナ隊長の居場所を知っていたな。

ツヴァイ：となると、その兵士を捜さがすところからかな？

エルザ：あと、王妃様にレイウォールが安全じゃないということを、あからじめ伝えた方がいいんじゃないですか？

ダイン：確かにそうですね。逃げる時になって事情を話している時間はないでしょうから。

ツヴァイ：じゃあ、先に王妃様を説得？

ユンガー：いや、なるべく時間は掛かけたくない。マリア王妃の説得とカテナ隊長を捜すのを、手分けして同時にやろう。確か、レイウォール軍は明日には出しゆつ陣じんするって言ったよな。

ＧＭ：そうです。なので、まだ兵士たちがいるけど暗い夜に救出するか、兵士たちが本陣を発ったけど明るい昼間に救出するか、という選せん択たくになります。

エルザ：どっちがいいのかなぁ～。

ダイン：それぞれ一長一短ですね。私わたし的てきにはここから逃にげ出したあとのことを考えて、兵士たちがいなくなったあとにしたいところです。

ツヴァイ：でも、明るいからいろいろとやりにくくないか？

ダイン：それはそうですが、出陣したあとであれば、我々への追っ手も数が減へる可か能のう性せいがあります。追わせたくても、すでに兵士たちはフェリストルに向かったあとですから。

ユンガー：なるほど。よし、ここはダインのアイデアを採さい用ようしよう。翌よく朝あさ、レイウォール軍が出陣したのちに行動を開始する。マリア王妃の説得は、エルザとダイン、それにミリアにお願いしたいのだが、どうだろう？

エルザ＆ダイン：分かりました。

ユンガー：ツヴァイ、お前は私と一緒に来て、カテナ隊長の捜そう索さくを手伝ってくれないか？

ツヴァイ：りょーかい！　まずは、カテナ隊長の話をしていた兵士を捜し出すところから？

ユンガー：そうだな。よし、行くぞ！

ツヴァイ：おうっ！







◆Middle 02◆真実を告げる者




ＧＭ：まずはマリア王妃の説得からいきましょう。シーンプレイヤーはエルザです。

エルザ：はいっ！

ダイン：では、私とミリアは同行者ということで登場しましょう。

エルザ：同行者？

ダイン：はい。シーンプレイヤーは一緒に行動しているキャラクターを指定して、そのキャラクターをシーンに登場させることができるんですよ。そうやって登場したキャラクターを同行者といいます。

エルザ：わたしがダインくんとミリアちゃんに登場してって、お願いすればいいわけですね。

ダイン：はい。そうすることで、登場判定をせずにシーンに登場することができます。

エルザ：じゃあ、お願いします。

ダイン：分かりました。ということで、私とミリアはシーンに登場します。

ＧＭ：ＯＫ。では、マリア王妃の天幕の前に三人は来ました。天幕の前には、護ご衛えいらしい兵士がふたりいます。金属鎧をがちがちに着込んで、長い槍を持っています。前回のシナリオでドライと一緒に登場した奴と、同じようなイメージで考えていただければよいかと。

エルザ：王妃様に会いにきたんですが。

ＧＭ：「誰だれも通すなという命令だ」兵士たちは持っていた槍やりで天幕の入り口を塞ふさぎます。ガキンッ！

ダイン：妹君のミリア嬢じようでもダメなのですか？

ＧＭ：「申しわけありませんが、誰も通すなという命令です」

エルザ：ここにいる兵士さんって、わたしたちのことは知っているんでしょうか？

ＧＭ：キミたちがマリア王妃を助けたことは知っていますし、昨日きのう、エルザとミリアがマリア王妃をお世話していたことも知っています。

エルザ：じゃあ、私たちは今日ここを出立しますので、最後にマリア王妃に一言ご挨あい拶さつをしようと思っていたんですけど……みたいな感じで、情に訴うつたえてみます（笑）。

ＧＭ：前回はお金で、今回は気持ちで説得というわけですね（笑）。

エルザ：はいっ！

ＧＭ：一いち応おう、判定はしておきましょうか。説得ということで【知力】にしましょう。ここの兵士たちとは顔見知りだし、マリア王妃の妹であるミリアもいるということで、難なん易い度どは10ということで──どうぞ！

エルザ：はいっ！（ダイスを振ふる）10！

ダイン：ダイス目だけで成功している（笑）。

エルザ：えっと【知力】とダイス目を足すと17ですね。

ＧＭ：余よ裕ゆうで成功ですね。そうすると、兵士たちはお互たがいに顔を見合わせて──「どうする？」「まあ、最後の挨拶じゃあしょうがねえな」（一同笑）

ダイン：効きいてる、効いてる（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、ちょっとだけだぞ」兵士たちはキミたちを通してくれました。

エルザ：やった！（笑）




　相変わらず説得上手なエルザであった。




ＧＭ：では、天幕の中、マリア王妃との面会です。「どうしたのですか？」

エルザ：実は……レイウォール軍の指し揮き官かんアドルフィス・ハーリング卿きようが、地下水路でわたしたちを襲おそってきた敵と繋つながっているようなんです。

一同：いきなりかっ！（笑）

ツヴァイ：なんという豪ごう速そつ球きゆう（笑）。

ＧＭ：マリア王妃もさすがにきょとんとしています。

エルザ：あ、あれ？　まずかったですか？

ダイン：いえいえ、ここはそれくらいの方がいいかもしれません（笑）。マリア妃ひ殿でん下か。このエルザが申すことは誠まことでございます。

エルザ：そ、そうなんです！　信じられないのも分かりますし、証しよう拠こも何もありません。でも、アヴェルシアがこんなことになったもの、地下水路で王妃様が狙われたのも、みんなバルムンクという組そ織しきに関係があることなんです。

ＧＭ：「バルムンク？」

エルザ：はい。彼らが何を目的としているのかは分かりません。でも、〝王威の竜輝石〟を奪おうとしているのは確かなんです！

ダイン：先ほどもエルザが言ったとおり、証拠になるようなものは何もございません。ですが、アドルフィス卿の軍ぐん師しであるグレゴリー・バクスターはバルムンクのメンバーであることを我々に明かし、その上で我々を打ち倒たおしたという経けい緯いがございます。そのことについてはこちらのミリア殿がよくご存ぞん知じかと。

ＧＭ：ダインの言葉にミリアも大きく頷うなずきます。「お姉様、この人たちの言うことは本当だよ。ボクが保ほ証しようする！」

ダイン：そのグレゴリーとアドルフィス卿が何かよからぬことを企たくらんでいるというのは、私が聞いた事実でございます。そしてそれはおそらく王妃様のお持ちの〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟を狙ねらってのことと思われます。アヴェルシア王国がこのような状じよう態たいになったのも、その竜輝石を狙った策さく謀ぼうの一いつ環かんでございます。どうか、我々を信じていただきたい。

エルザ：うわ[image: ][image: ]、さすがですね。

ダイン：何が？

エルザ：よく、そんなにセリフがこの場でポンポン出てきますね（笑）。

ダイン：はっははははは（笑）。こういうのは得意です。

エルザ：じゃあ、そういう言葉による説得はダインくんに任せて、わたしは情に訴うつたえますね。王妃様、わたしたちを信じてくださいっ！　頭を深々と下げます。

ＧＭ：ミリアもいることだし、ここまで言われたら、信じないわけにはいかないですね。「分かりました。あなた方を信じましょう。私は今ここで死ぬわけにはいきません。なにとぞお願いいたします」マリアも頭を下げます。

エルザ：あ、頭を上げてください！　お腹なかの赤ちゃんも含ふくめて、わたしたちが王妃様をお守りして、緑豊ゆたかな故こ郷きようまでお連れいたします。

ＧＭ：「わたくしはあなた方に一度助けられた身です。あなた方に命をお預あずけいたしましょう。もしラドフォード領りようを目指すのであれば、領地に入ってすぐのところに別べつ荘そうがありますので、ひとまずそこを目指すのがよいかと思います」

ダイン：それはよい情報ですね。では、のちほどまたお迎むかえに上がりますので、身み支じ度たくをお願いします。

ＧＭ：「分かりました」と、マリア王妃を説得できたところでシーンは終わりです。







◆Middle 03◆怪あやしい兵士




ＧＭ：次はユンガーとツヴァイのシーン。シーンプレイヤーはユンガーです。

ユンガー：はい。

ＧＭ：さて、カテナの行方を知っている兵士を捜さがしている時、ユンガーはふと気がつきます。

ユンガー：うん、気がついた（笑）。

ツヴァイ：隊長、どうしたんですか？

ユンガー：うむ、何かに気がついたようだ。

一同：なぜ、他人ひと事ごとっ！（笑）

ユンガー：で、何に気がついたんですか？（一同笑）

ＧＭ：捜している兵士が、ここにいないであろうことを。

ユンガー：えっ!?

ダイン：分かった！　あの兵士たちも出しゆつ陣じんしているんですよ。

ＧＭ：ピンポーン（笑）。

ツヴァイ：うわっ！　そういうことかっ!!

ＧＭ：ですね（笑）。なので、自力で傭兵が捕らわれている場所を捜し出さなければなりません。

ユンガー：まぁ、仕方ないか。で、どうやって捜すんですか？

ＧＭ：【感知】か【幸運】で判定になります。難易度は13です。もし、達成値が15を超こえるとさらに情報がひとつ手に入ります。

ツヴァイ：じゃあ、まずは僕から……（ダイスを振る）14で成功！

ユンガー：（ダイスを振る）おっ！　ダイス目が11なので16で成功だ。

ＧＭ：では、怪しい見み張はりが立っている天幕を、ふたりとも見つけることができます。

ツヴァイ：怪しい見張り？

ＧＭ：ええ。こんなところにある天幕になんで見張りが立っているんだろう、というような感じですね。そして達成値が15を超えたユンガーは、見張りの装備している鎧とかはレイウォールのものでも、立ち居振る舞いが普通の兵士とどこか違うと感じます。ちなみに見張りはひとりだけで、探るような鋭い目つきで警戒しています。

ユンガー：ツヴァイ！　あそこの見張り、なんかおかしくないか？

ツヴァイ：ええ。僕もちょうどそう思ったところです（笑）。ちょっと、探さぐりを入れてみませんか？　ということで、お酒を調ちよう達たつしたいんですけど。

ＧＭ：それくらいならいいでしょう。（『アイテムガイド』を見ながら）普ふ通つうの食事が２Ｇですから、同じくらいということで２Ｇにしておきましょうか。

ツヴァイ：じゃあ、さっきエルザ姉ちゃんからもらったお小こ遣づかいでレイウォール軍からお酒を手に入れます。で、そのお酒を持って、見張りに声を掛かけます。「あんたも居い残のこり組かい？」

ＧＭ：すると見張りはキミたちのことをじろっと睨にらみます。「何の用だ？」

ツヴァイ：そんな恐こわい顔すんなよ。居残り組で寂さびしいかと思って酒を……。

ＧＭ：「いらん」

ツヴァイ：とりつく島もないやつだなぁ。「そんなこと言うなよ～」

ＧＭ：「いらんと言ったら、いらん。用がないなら立ち去れ」

ユンガー：これはもう直接訊きくしかないか。こんなところで何を守っているんだ？

ＧＭ：「貴き様さまたちに言う必要はない」

ユンガー：ほぉ～、私はてっきりエルダナーンの魔ま法ほう使つかいがここに捕とらわれていると思ったんだがな（ニヤリ）。

ＧＭ：さすがにそこまで言うと見張りは短たん剣けんを抜ぬいて構かまえ、目つき鋭するどくキミたちを見定めるように睨みます。「お前たち、何者だ？」

ツヴァイ：あっ！　ここでエネミー識しき別べつしてもいい？

ＧＭ：そうですね。会話する時間があったので、ＯＫとしましょう。

ツヴァイ：とはいっても【知力】２なんだけど（笑）。えいっ！（ダイスを振る）おっ！　クリティカルだっ!!

ＧＭ：何だって！　こんなところでクリティカルっ!?

ツヴァイ：さぁ、洗いざらい教えてもらおうか（笑）。

ＧＭ：エネミーの名前は……。

ツヴァイ：名前は？

ＧＭ：見張り兵士　（かつこバルムンク）かつことじ！

一同：かっこつきだっ!?（笑）

ツヴァイ：不ふ確かく定てい名めい称しよう、見張り兵士ってところか（笑）。

ＧＭ：本当のエネミー名は、バルムンク（短剣）ですが（笑）。分ぶん類るいは人間で、レベルは７。取しゆ得とくしているスキルは──《アンビデクスタリティ》、《インタラプト》、《インベナム》２レベル、《バタフライダンス》、《変へん幻げん攻こう撃げき》（＊）２レベル、《猛もう毒どく》（＊）３レベル、《連続攻撃》（＊）、《精霊のナイフ装備》以上！

[image: ]

ツヴァイ：うわっ！　それって強くね？（笑）

ＧＭ：強いですよ（笑）。さぁ、どうしますか？

ツヴァイ：うっ……。

ＧＭ：キミたちが黙だまっていると、見張りはもう一度訊きいてきます。「お前たち、何者だ？」

ユンガー：周りに誰かいますか？

ＧＭ：今ところは誰も見えないですね。本ほん陣じんの外れの方だし、出陣後で兵士たちも少なくなっているので。

ユンガー：ならばこう言おう。バルムンクに名乗る名前などないっ！（笑）

ツヴァイ：言っちゃった[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：バルムンクの名前をユンガーが出した瞬しゆん間かん、見張り兵士の目つきが変わります。「ほぅ、その名を知っているとはな……」

ユンガー：どうやら当たりのようだな（ニヤリ）。

ＧＭ：「ふっ、鎌かまをかけたというわけか。だが、その名前を口にしたことを後こう悔かいさせてやろう。命という代だい償しようとともにな！」見張り──バルムンクの兵士は、もう一本の短たん剣けんを抜ぬくと、二に刀とう流りゆうに構かまえます。

ツヴァイ：やれるもんならやってみやがれっ！





（＊）《変幻攻撃》　命中判定のダイスを追加するエネミースキル。

（＊）《猛毒》　バッドステータスの毒で与えるダメージを増やすエネミースキル。

（＊）《連続攻撃》　一回のメジャーアクションで二回攻撃するエネミースキル。






●第一ラウンド

ＧＭ：では、戦せん闘とう開始──というわけで、最初のセットアッププロセスで、エルザとダインは登場判定に成功すればシーンに出ることができます。【幸運】判定で、難なん易い度どは７です。

エルザ：はいっ！　登場します！

ダイン：私ももちろん登場しますよ。

ＧＭ：えっと、ユンガーが登場しているので、ユンガーにコネクションを持っているダインは登場判定の時にダイスを一個こ追加できます。

エルザ：わたしは？

ＧＭ：エルザはダインにコネクションを持っているので、ダインが登場に成功すれば一個追加できます。

ダイン：では、まずは私から……（ダイスを振る）成功です！

エルザ：これで私もダイスを三個振ふれるようになるんですね？

ＧＭ：そうです。

エルザ：（ダイスを振る）15で成功です！

ＧＭ：ＯＫ！　では、ふたりとも登場できます。ちょうどバルムンク兵が、二本目の短剣を構かまえたところに出くわします。

エルザ：隊長！　ツヴァイくん！

ダイン：登場できる場所は？

ＧＭ：バルムンク兵とツヴァイ、ユンガーは会話していたということで同じエンゲージで、エルザとダインはこのエンゲージでなければ、自分の好きな位置にどうぞ。ただし、距離は一〇メートル以上離れた場所にしてください。

ダイン：では、一〇メートルの距きよ離りにしましょう。エルザさんも一いつ緒しよの場所でいいですか？

エルザ：はい。それでいいです！

ＧＭ：他にセットアップはあります？

ツヴァイ：バルムンク兵が《猛もう毒どく》を持っているので、できればダインにはエンゲージしてもらって《カバーリング》を頼たのみたい。《猛毒》３レベルだと、毒のダメージだけで９点も受けることになっちまう。

ダイン：分かりました。では、《陣じん形けい》をお願いします。

ユンガー：分かった！《陣形》を使おう。

ダイン：はっ！　ドテドテドテ──。エンゲージまで走っていきます（笑）。

ＧＭ：「ぐわっ！　なんだあいつはっ!!」全力でこちらに向かってくる巨きよ漢かんのエクスマキナに驚おどろくバルムンク兵（一同笑）。

ツヴァイ：鎧よろいをがちがちに着て、盾たて持っているもんな。そりゃ、驚くわ。

ダイン：しかし、武ぶ器きは持っていないのですよ（笑）。

ＧＭ：しかし、そんなことはバルムンク兵は分からない。なので、最初の行動はダインに斬きりかかる！「く、来るな[image: ][image: ][image: ]っ！」（一同笑）

ダイン：はっははははは（笑）。

ＧＭ：マイナーで《インベナム》、メジャーで《連れん続ぞく攻こう撃げき》……（ダイスを振る）よしっ！クリティカル！

ツヴァイ：いきなりかっ！

ダイン：（ダイスを振る）回かい避ひ失敗！

ＧＭ：紫むらさき色いろの液えき体たいが塗ぬられた短剣の刃はがダインに突つき刺ささる。ダメージは……（ダイスを振る）20点！

ダイン：《プロテクション》！

ＧＭ：では、その《プロテクション》を《インタラプト》！

ダイン：何ですとっ!?

一同：いきなりかっ！

ＧＭ：バルムンク兵は、ダインに突き刺さった短剣をくっと捻ひねる。その痛いたみによって、ダインは魔ま法ほうを掛かけることができない。

ダイン：こんな序じよ盤ばんに《インタラプト》を使われるとは……。物理防ぼう御ぎよ力りよくを引いて、２点のダメージ。仕方ありませんね。《インデュア》を使用して、毒を打ち消します。

ＧＭ：そして、二回目の攻撃……（ダイスを振る）21で命中！

ダイン：そんなの避よけられるはずが……（ダイスを振る）ありません！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは13点！

ダイン：13点？

ＧＭ：13点（笑）。

ダイン：……カーン！　鎧で弾はじきます（笑）。

ＧＭ：「な、なんて固かたい奴やつだっ！」（一同笑）

ツヴァイ：スキルは一流かと思ったけど、攻撃力が低いのか？

エルザ：もしかして、弱い？

ユンガー：弱いようだな。

ツヴァイ：隊長、さっさと倒たおしちゃいましょう！（笑）




　だが、それは口で言うほど簡単なことではなかった。




ツヴァイ：《バッシュ》で攻撃！　《ブレットレイブ》を取ったので、回避にマイナス１Ｄよろしく！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避。

ダイン：ミリアが攻撃！　マイナーで《ソードダンス》！

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカル！

一同：またかよっ！

ユンガー：メジャーで離り脱だつ！

ツヴァイ：離脱っ!?　そっか、エンゲージしているから攻撃できないのか。

ユンガー：ええ（笑）。




　さっさと倒すことはできなかった。

　ようやくエルザの魔法が命中するも……。




エルザ：ダメージいきます！　全部で10Ｄだから……（ダイスを振る）うわっ！　なんか１がいっぱいあるっ！（小さい声で）またやってしまいました。20点です……。

一同：えぇ─────！

エルザ：す、すみません……。

ユンガー：一〇個振って、20……。

ダイン：平へい均きんをはるかに下回ってますね。

ＧＭ：魔法防御力を引くと……14点のＨＰダメージですね。「お前たちの腕うではこんなものか。失望したぞ」

エルザ：すみません、すみません、すみません……。

ツヴァイ：いや、敵に謝あやまらなくてもいいから（笑）。

ＧＭ：「この程てい度どならば、私ひとりで十分だ。ふっ、援えん軍ぐんを呼よぶまでもないな」（一同笑）

ツヴァイ：いい気になっていやがる。

ＧＭ：ＨＰが半減したら、グラスウェルズの兵士を呼ぶはずだったんだけど、これじゃあ人を呼ぶ必要もないって、思っちゃうじゃないですか（笑）。

ユンガー：（渋しぶい声で）だが、その余よ裕ゆうが命取りだ！

ＧＭ：「ふっ、ほざけ、このど素人しろうとがぁっ!!」（一同笑）




●第二ラウンド

ＧＭ：ダインは固かたかったので、ツヴァイに攻撃！　一回目……（ダイスを振る）16！

ツヴァイ：（ダイスを振る）回避失敗！

ダイン：ではそれを《カバーリング》します。

ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）16点。

ダイン：カーン！（一同笑）

ＧＭ：ぐわっ！




　そして、二度目のツヴァイへの攻撃も、ダインの《プロテクション》によってダメージを与あたえることができない。




ＧＭ：「くっ！　我わが攻撃が通じないとは……」

ダイン：いや、さっきダメージが入ったのはクリティカルしたからですし……。

ＧＭ：「何っ！　そうだったのかぁっ!!」（一同笑）

ツヴァイ：つき合いがいいなぁ、こいつ（笑）。あっ、僕は待機します。

ダイン：ミリアも待機です。

ＧＭ：「ふっ、待機したところで……」

ユンガー：雷らい鳴めいの弓ゆみで攻撃します。

ＧＭ：「なんだと[image: ][image: ][image: ]」しまった……。雷鳴の弓があることを忘わすれてた（一同笑）。

ユンガー：マイナーで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》。命中は８＋４Ｄだから……（ダイスを振る）23！




　回避能のう力りよくが高いとはいえ、このユンガーの攻撃を見張り兵（バルムンク）が避けられるはずがなく、バッドステータスの放心を受けてしまう。回避で振れるダイスが減へってしまっては、そのあとのエルザやツヴァイの攻撃を避けられるはずもない。

　あっけなく、第二ラウンドで見張り兵（バルムンク）は倒たおれた。




ユンガー：（渋い声で）だから言ったのだ。その余裕が命取りだと。

ツヴァイ：何格かつ好こつけているんですか！　ほら、早く隊長を助けないと！（笑）

ユンガー：あ、あぁ（笑）。

ダイン：それからバルムンクの死体は、ずるずると天幕の中に入れますね。見つかると大変ですから。

エルザ：そっか。さすがダインくん気が利ききますね。

ダイン：それほどでもありません。

ＧＭ：では、戦闘はここで終了。シーンを変えましょう。







◆Middle 04◆再さい会かい




ＧＭ：では、次はバルムンクが見張っていた天てん幕まくの中のシーン。シーンプレイヤーはツヴァイ。

ツヴァイ：ういっす。

ＧＭ：天幕の中には、大小さまざまな箱が乱らん雑ざつに積まれています。どうやら、とりあえず荷物を置いておくための倉庫に使われていたようです。全員が天幕に入ったところでミリアが言います。「じゃあ、ボクは外の様子を見てるから」

ユンガー：頼たのむ。よし、我われ々われはカテナ隊長を捜さがすぞ。

ツヴァイ：隊長！　カテナ隊長っ!!

ＧＭ：ツヴァイの声に反はん応のうしたかのように、床ゆかに置かれている箱のひとつからドンドンと何かを叩たたく音が聞こえてきます。

ユンガー：む、あっちだ！

ＧＭ：キミたちが音のする方へと向かうと、そこには一つの面が鉄てつ格ごう子しとなっている箱があります。大きさは人ひとりがなんとか入れるくらい。鉄格子はスライド式になっていて、錠じよう前まえで箱に固定されているようです。

エルザ：カテナ隊長！　鉄格子からその箱の中をのぞきます。

ＧＭ：すると、その箱の中には、手足を縛しばられ、猿さるぐつわをかまされたカテナの姿すがたが……。

ツヴァイ：隊長！　バーンッ！　魔導銃キヤリバーで錠前を破は壊かいする！

ユンガー：あっ、シーフの見せ場を取られた（笑）。

ツヴァイ：えっ？　うわっ！　ご、ごめん。素すで鍵を破壊しちゃった。

ユンガー：まぁ、いい。ここは時間の方が大事だからな（笑）。

ツヴァイ：まじ、すんません……。

ユンガー：いやいや。そんなに気にしないでください（笑）。

ダイン：ところで、鍵は破壊することはできるんですか？

ＧＭ：できますよ。ＨＰは10で、物理防御力は０なので、ツヴァイの攻撃力だった問題なく破壊可能です。で、前のシーンの戦闘が２ラウンドで終了しているから……（ダイスを振る）うん、特に誰かがこっちに来る様子はないです。

ツヴァイ：うわっ！　そういうチェックもあるのかっ！

ＧＭ：ここはレイウォール軍の陣地内ですから。それをお忘れなく（笑）。

エルザ：なら、急いで隊長を助けましょう。猿ぐつわを外して、箱から出してあげます。

ＧＭ：「すまない。しかし、お前たち、どうしてここへ？」状じよう況きようが飲のみ込こめないカテナは、キミたちの顔を見回しながら質問してきます。

[image: ]

ユンガー：そんなことよりも急いでください。今は私わたしが〝黄金の狼おおかみ〟の隊長です。途と中ちゆうですべてお話しいたしますので、ここは私の指し示じにしたがってください。

ＧＭ：「お前が隊長か……」ユンガーを頼たのもしそうな目でカテナは見ます。「分かった。ここはユンガーにしたがおう」

ユンガー：ありがとうございます。

ＧＭ：「それにツヴァイも、しばらく見ないうちにずいぶんと立りつ派ぱになったな。魔導銃キヤリバーの扱あつかいもだいぶ慣なれたみたいだな。だが、もう少し使いどころは考えた方がいいぞ」（笑）

ツヴァイ：……す、すいません（一同笑）。

エルザ：そういえば隊長の魔導銃キヤリバーは？

ＧＭ：「その辺の箱の中に装そう備び一式あるはずだ」カテナは積まれている箱の辺りを指さします。

ダイン：私が取ってきましょう。

ＧＭ：「すまんな、ダイン」

ダイン：いえいえ、これくらいたいしたことありません。えっと、装備はすぐに見つかりますか？

ＧＭ：ええ。適てき当とうな箱にぞんざいに放ほうり込まれているのを見つけることができます。

ダイン：では、箱ごと持ってきましょう。よいしょっと！

ＧＭ：「ありがとう。それで、このあとはどうするのだ？　ユンガー隊長」

ユンガー：まずは、マリア王おう妃ひを助けてここから脱だつ出しゆつし、ラドフォード伯はく領りようへと向かいます。

ＧＭ：「何？　マリア妃殿下がここにいるのか？」

ユンガー：はい。その辺りの事情もあとで説明します。

エルザ：ただ、逃にげるための足はあった方がいいですね。おそらく、食糧や武ぶ器きなどを運ぶための馬車がひとつやふたつはあるんじゃないですか？




　え？　馬車？




ユンガー：確かにな。

ダイン：まぁ、貸かしてくれと言っても、貸してはくれないでしょうが。

ツヴァイ：となると、奪うばい取るしかないな（笑）。

エルザ：どうですか？　馬車とかあります？

ＧＭ：え？　えーっと……あ、あるんじゃないですか（笑）。




　実はこの時まで、ＧＭはＰＣが馬車を奪うということは想定していませんでした。

　そして、ＴＲＰＧではこのようなことは往おう々おうにして起こります。今回も、プレイヤーの言うことはもっともであると判断して、馬車の件を認めています。

　しかし、これがこのシナリオで用意したイベントと密接に関わることになるとは、この時はまだ気がついていなかったのです……。




ユンガー：じゃあ、マリア王妃を助けるのは馬車のあとだな。

ＧＭ：そんな様子を見てカテナが苦笑いしています。「ついこの間まで、お尻しりに殻からのついたひよっこだと思っていたが……」

ツヴァイ：さっきも言ったじゃないですか、いろいろあったって。

エルザ：そうですよ。クロフトの街でもわたしたちが伯はく爵しやくを助けたんですから。

ＧＭ：「お前たちが？」

エルザ：ええ。ね、ダインくん。

ダイン：副隊長のノルベルト殿どのにも助けていただきましたが（笑）。

[image: ]

ＧＭ：「彼かれも無ぶ事じなのかっ!?」

ユンガー：ええ。今はクロフトの街まちで新たな傭よう兵へい隊を結成すると言っていました。そんなことよりも、まずはここから脱だつ出しゆつしましょう。

ＧＭ：ユンガーの言葉にカテナは大きくうなずきます。そして、ユンガーの脱出しようという言葉を受けて、ミリアが外をのぞきながら言います。「大だい丈じよう夫ぶ、外には誰だれもいないみたい。今がチャンスだよ」

ユンガー：よし。次は馬車を奪うばうぞ！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]！







◆Middle 05◆炎ほのおの脱出




ＧＭ：とゆーわけで、キミたちは馬車などが置かれている一角に来ました。一頭立てや二頭立てなど、さまざまな大きさの馬車があります。シーンプレイヤーはエルザです。

ダイン：馬はどこにいますか？

ＧＭ：すぐ近くの広場に繋つながれています。幸いなことに近くには誰もいないようです。

ユンガー：よし、急いで馬車の準じゆん備びをしよう。

ダイン：この人数だと、二頭立ての大きな馬車の方がいいですね。

ツヴァイ：分かった。じゃあ、馬を連れてくる！

エルザ：ねぇねぇ、ここで馬車を何台か燃もやしたら、レイウォール軍が混こん乱らんしないかな？

一同：ええぇ────っ!?

ツヴァイ：また、エルザ姉ちゃんが何かを思いついたぞ（笑）。

エルザ：いえ、ここで騒さわぎを起こせば、王妃様を助けるのが楽にならないかなぁ～って、思っただけなんですけど。

ダイン：確かに馬車は木もく製せいだから燃えやすいでしょうし、軍馬ならともかく荷馬は火を見ると驚おどろくでしょうから、騒ぎにはなるかと思いますよ。近くに輜し重ちようなんかも積まれているんじゃないですか？

ＧＭ：まぁ、馬車の近くに置かれているでしょうね。

ユンガー：馬を暴あばれさせるなら、結んである手た綱づなも外しておいた方がいいな。

エルザ：火に巻まき込こまれたらかわいそうですもんね。

ツヴァイ：そういう問題じゃないような気がする（笑）。

ユンガー：じゃあ、我々が使う馬以外の馬の手綱は全部切ってしまおう。そうすれば、馬で我々を追つい跡せきすることが難むずかしくなる。

ツヴァイ：ナイスアイデアです、隊長！（笑）

ユンガー：あ、カテナ隊長は馬車の中で休んでいてください。あんな狭せまいところに押おし込こめられていたんじゃ、大変だったでしょう。

ＧＭ：「あ、あぁ……」さすがのカテナも、キミたちの徹てつ底ていぶりに何も言えなくなっています（笑）。

ユンガー：これで準備よし。

エルザ：あ、ちょっと待ってください。どうせなら食しよく糧りようもちょっといただいていきましょう。

ツヴァイ：なんて容よう赦しやない女だ（一同笑）。

エルザ：だって、このあと燃えちゃうんですよ。もったいないじゃないですか。それに道中食事だって必要です。特に王妃様は赤ちゃんがお腹なかにいるんだから、きちんと食べないと。

ツヴァイ：ま、まぁ、そう言われてみればそうか……。

エルザ：それじゃあ、食糧を積んだら、適てき当とうな荷馬車に火をつけますね。ここは派は手でに《ファイアボルト》を使いましょう！

一同：えぇ────っ！

エルザ：ＭＰがちょっともったいないですけどね（笑）。

ＧＭ：確か、エルザは冒ぼう険けん者しやセットを持っていましたよね？

エルザ：はい、持ってます。

ＧＭ：それなら、演えん出しゆつで《ファイアボルト》を使用したことにしてＭＰは消費しなくてもいいですよ。冒険者セットの中には火打ち石が入っているので、普ふ通つうに火をつけることができますから。




　ＰＣが持っているアイテムやスキルなどを元にして、さまざまな演出を提てい案あんしてくることは珍めずらしくありません。そのような場合、ＧＭはケースバイケースで判はん断だんする必要があります。

　今回の《ファイアボルト》で火をつけるという演出もそうです。しかし、《ファイアボルト》には、火をつけるという効こう果かはありません。

　ここで注意しなければならないことは、第一巻かん『天に月、地に剣けん』Ｐ83の演出とは異ことなる点です。あのシーンでは、《ファイアボルト》によってＰＣが有利になるようなことはないため、それほど問題にはなりません。

　しかし、このシーンではあきらかにＰＣが有利となる行動です。このような場合、ルールやデータに書かれていない演出に実利的な効果を認みとめない方がよいでしょう。とはいえ、ＧＭとしてはプレイヤーが考えたＰＣの行動や演出はなるべく認めたいところです。そこで、今回のケースでは同様の効果を持っているということで、《ファイアボルト》による演出を認めています。




エルザ：わーい、ありがとうございます（笑）。

ツヴァイ：よしっ！　出発を祝いわう派手な花火を上げようぜ！

エルザ：それじゃあいきます！《ファイアボルト》！

ＧＭ：エルザの放った《ファイアボルト》は、荷物がまだ積まれている馬車に向かって一直線に飛んでいき……ド──────ンッ！　派手な音を立てて、荷馬車に火柱が立ちます！　そして、その音と炎に驚いた荷馬が散り散りに逃にげ出し始めます。

ツヴァイ：（レイウォール兵になって）「な、なんだっ！　何が起こったっ!!」

ダイン：（レイウィール兵になって）「火を消せ～！　馬を止めろ～！」

ＧＭ：燃えている荷馬車から火の粉こが飛び散り、やがて近くに積まれている荷物などにも火がつきます。「食糧に火がついたぞっ！」

エルザ：農家のみなさん、ごめんなさいっ！

ツヴァイ：そういう問題じゃないだろっ！（笑）

エルザ：だって、もったいないじゃないですか～。

ツヴァイ：じゃあ、火をつけなきゃいいじゃん（笑）。

ユンガー：言い合いをしている暇はない！　今のうちにマリア王妃を助けにいくぞ！

エルザ＆ツヴァイ：あ、はいっ！

ＧＭ：では、突とつ然ぜん起こった火事でレイウォール兵たちが右う往おう左さ往おうと慌あわてふためく中、キミたちはマリア王妃のいる天幕へと向かいます。

ツヴァイ：（再ふたたびレイウォール兵になって）「急いで火を消せ[image: ][image: ][image: ]」

ダイン：（再びレイウォール兵になって）「それよりも無事な食糧を移すんだ[image: ][image: ][image: ]」

エルザ：もしかして、ちょっとやり過すぎちゃいました？

ユンガー：いや、やるんだったらやり過ぎぐらいの方がちょうどいい（笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんな感じに本ほん陣じんは混乱しているので、誰にもとがめられることなく、マリア王妃のいる天幕までキミたちは来ました。

ダイン：護ご衛えいの兵たちは？

ＧＭ：います。顔かお馴な染じみのキミたちが来たので、彼らはこう尋たずねてきます。「な、何が起こった！」

ダイン：もちろんこう言います。マリア妃ひ殿でん下かを助けに来ました（一同笑）。

ＧＭ：そう来ましたか（笑）。では、兵士たちを言いくるめることができるか、【知力】で判はん定ていしてください。兵士との対決になります。

ユンガー：【知力】か……。エルザ、任まかせた！

エルザ：えぇ[image: ][image: ][image: ]っ！　わ、わたしですか？

ツヴァイ：【知力】が一番高いのはエルザ姉ちゃんだからね。

ＧＭ：どうやって言いくるめます？

エルザ：グラスウェルズ軍がマリア王妃を狙ねらっているらしいんですよ。だから、安全な場所に移さないと、とか？

ダイン：潜せん入にゆうしていた間かん諜ちようの仕し業わざみたいな感じですね。

エルザ：はい。そんな感じです。

ＧＭ：分かりました。では、判定をどうぞ！

エルザ：はいっ！（ダイスを振ふる）14です！

ＧＭ：兵士の【知力】は３だから、11以上でこちらの勝ち……（ダイスを振る）。

一同：どうだっ!?

ＧＭ：７！　兵士の達たつ成せい値ちは10！「そうか、分かった！」（一同笑）

エルザ：やりました───っ！

ＧＭ：こいつらただの兵士ですからね（笑）。「まずはマリア妃殿下の身の安全が優ゆう先せんだな」

ダイン：我々が妃殿下を安全なところまでお連れいたします。

ＧＭ：「うむ、頼たのむぞ」そう言うと兵士たちは天幕の中にいるマリア王妃に声を掛かけます。「マリア様、何者かが陣じんに火を放ったようです。とりあえず、安全なところまで傭兵たちが案内いたしますので、こちらにおいでください」すると中から、マリア王妃がしずしずと出てきて、キミたちに軽く会え釈しやくをします。

エルザ：王妃様に前もって言っておいてよかったですね。

ユンガー：確かに。ここで王妃にごねられても困こまるからな。

ＧＭ：「では、お願いします」マリア王妃はキミたちが用意した馬車に乗り込みます。そして兵士たちが──「あとは任せたぞ！」（笑）

ユンガー：ああ、私たちもキミたちのことは忘わすれない（一同笑）。

ＧＭ：「よし、俺たちも火を消しにいくぞ！」「おぉ[image: ][image: ][image: ]」兵士たちは火事の方へと走っていってしまいました（笑）。

エルザ：やった[image: ][image: ]！

ＧＭ：戦せん闘とうが回かい避ひされた[image: ][image: ]。

ツヴァイ：さすがエルザ姉ちゃん！

エルザ：ありがとうございますっ！（笑）

ユンガー：でも、成長点が減へっちゃいましたね（笑）。

ＧＭ：いや、これだったらうまく戦闘を回避したということで、この兵士たちの分の成長点は勘かん定じように入れますよ。まぁ、ドロップ品は手に入りませんけど。

ダイン：それで十分です（笑）。




　ルールブックのＰ[image: ]にも書いてありますが、成長点を計算する項目の「敵を倒した」は、必ずしも戦闘によって倒したエネミーの分のみを勘定に入れるわけではありません。

　今回のように、敵を説得して戦闘を回避したり、何らかの方法で無力化した場合などでも、成長点に加算して構わないのです。点数は倒した時と同じ、エネミーレベルでよいでしょう。もちろん、エネミーによっては説得に応じないと設定するのはＧＭの自由です。動物や人造生物が、説得に応じるのもおかしい話ですから。

　ただし、敵を倒したわけではないので、ドロップ品を手に入れることはできません。




ＧＭ：では、キミたちはマリア王妃とカテナを馬車に乗せて、本陣を駆かけ抜ぬけていきます。とゆーところで、シーンは終しゆう了りよう！







◆Middle 06◆突とつ破ぱ！　突破！




ＧＭ：馬車はレイウォールの本ほん陣じんを抜ぬけて、ラドフォード伯はく領りようへと続く街かい道どうに出ます。あ、誰だれが御ぎよ者しやになっているかは決めておいてください。その人が騎き乗じよう状じよう態たい、残りの人は同乗状態になりますから。




　騎乗状態とは、馬や乗り物にキャラクターが乗って、それらを操あやつっている状態のことです。一方、その乗り物などに騎乗状態以外のキャラクターが乗っている場合、そのキャラクターは同乗状態となります。




ダイン：では、私が御者になります。戦せん闘とうになっても、攻こう撃げきするわけじゃないですからね。

ＧＭ：了りよう解かい。では、ダインをシーンプレイヤーとしましょう。全速力でレイウォールの本陣から逃にげ出したキミたちは、そのまま馬車で街道を進みます。

ユンガー：うしろから追ってくる様子は？

ＧＭ：今のところないですね。

エルザ：なんとか逃げ切れましたね。

ツヴァイ：いや、安心するのはまだ早い。きっとここら辺で……。

ＧＭ：さすがよく分かっていらっしゃる（笑）。レイウォールの本陣を離はなれると、街道はすぐに林の中へと入っていきます。と、街道を塞ふさぐように、横一列にずらりと並ならんだ騎き馬ばが見えてくる。その数およそ五〇人。よく見ると、騎馬のうしろにもスタッフを持った魔ま法ほう使つかいらしき人ひと影かげが見えます。

ユンガー：待まち伏ぶせか……。

エルザ：突破できそうですか？

ＧＭ：両りよう脇わきは林になっているので、街道から逸それるのは難むずかしいでしょうね。

ダイン：それに向こうに騎馬がいるとすると、逃げても簡単に追いつかれるでしょう。

ツヴァイ：じゃあ、馬車から降りて戦った方がましかな？

ＧＭ：どうしますか？

ユンガー：仕方ない。馬車を止めよう。

ＧＭ：キミたちが馬車を止めると、向こうは騎馬のひとりが前に出てきます。「まさか、キミたちがマリア妃殿下を拐かどわかす賊ぞくだったとはね。正直、失望したよ」

ツヴァイ：賊とは失礼な奴やつだな。誰だ？

ＧＭ：ツヴァイの問いに、彼はゆっくりとヘルムを取ります。その下から出てきた顔は──今回のレイウォール軍の指し揮き官かん、アドルフィス・ハーリングです。

ユンガー：指揮官みずからご登場とはな。

ＧＭ：すると、キミたちのうしろからずいっとカテナが前に出ます。「何を言うか！　貴き様さまの方がその賊だろうがっ！」

ツヴァイ：そうだ、そうだっ！（一同笑）

エルザ：あなたがバルムンクだっていうことは、分かっているんですよ！

ＧＭ：「バルムンク？　なんだそれは？」

ツヴァイ：しらを切るんじゃないっ！

ＧＭ：「そんなことよりも、貴様らが陣に火を放ち、妃殿下を拐かどわかしたのは紛まごうことなき事実。しかも、親愛なる我わが妹がその一味だったとは……」大げさに首を横に振るアドルフィス。するとカテナは──「私は貴様の妹になった憶おぼえはない！　この偽にせ者ものめ！」

ユンガー：偽者？

ＧＭ：「あぁ、こいつは我が兄を殺し、すり替かわった偽者だ！」

ダイン：なるほど、そういうことですか。

エルザ：どういうこと？

ダイン：今回のアヴェルシアを巡めぐる戦いは、すべて茶番だということです。グラスウェルズが攻せめ、そしてレイウォールが撃げき退たいする。すべては、アヴェルシアの〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟を手に入れようとするバルムンクの計画だったというわけです。

ＧＭ：「ほぅ。まるですべてを見てきたかのように言う奴だな」

ダイン：いえいえ、これは私の推すい測そくですよ（笑）。

ツヴァイ：嘘うそつけっ！（一同笑）　『アルディオン大陸ガイド』に書いてあるじゃん。

ダイン：それを予言っぽく言うところがいいんじゃないですか（笑）。

エルザ：でも、もしダイン君の言ったことが本当だとすると、グラスウェルズには何の得にもなりませんよね。

ＧＭ：ええ、グラスウェルズは利用されただけです。バルムンクは、前大戦で手柄を立てることができなかったエーデン伯をたきつけて、アヴェルシアを攻めさせたわけですから。

ツヴァイ：その結果、エーデン伯は多額の賠償金を払うことになって、さらに蟄ちつ居きよとなっているもんな。

ＧＭ：その後、さらに小説の方でも悲惨な目にあってます（笑）。




　くわしくは『アリアンロッド・サガ①　ルーズ・ソードマスター』をお読みください。






武器の名を持つ者たち


　『アクロス』シリーズに登場しているグレゴリー・バクスターやドライは、バルムンクと呼ばれる組織の一員です。そして、今巻でレイウォール王国の貴族アドルフィス・ハーリングもバルムンクであることが判明しました（アドルフィスの偽物ですが）。

　バルムンクについての情報は『アルディオン大陸ガイド』の31ページ、『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド』の[image: ]ページにも書かれています。その目的は、竜輝石を集めること、そして戦乱を拡大させることといわれ、古くからアルディオン大陸に存在していたとされています。

　彼らの多くは、武器名をふたつ名としています。本リプレイでも、〝大弩アーバレスト〟〝銃剣ベイオネツト〟〝火焔剣フランベルジユ〟〝三叉槍トライデント〟が敵としてＰＣたちの前に立ち塞がり、他のリプレイや小説には〝大鎌デスサイズ〟や〝十字剣クレイモア〟なども登場しています。

　自作シナリオにバルムンクを登場させる時は、その能力や持っている武器にふさわしいふたつ名をつけるとよいでしょう。





[image: ]






ＧＭ：まぁ、それはさておき、ダインにバルムンクの思惑を当てられてしまっては、アドルフィスは容赦しません。「そこまで知っているのであればやむを得えまい。王妃以外は殺しても構かまわん。やれっ！」

ツヴァイ：逆ぎやく効こう果かじゃないかっ！

ダイン：あら？（笑）

ユンガー：どちらにしても戦うしかあるまい。

ＧＭ：「そういうことだ。ここは私が引ひき留とめる。お前たちはマリア妃殿下を守って、先に行け！」カテナはアドルフィスから目を離さないようにしながら魔導銃キヤリバーを構えると、キミたちをかばうようにさらに一歩前に出ます。

エルザ：えぇ───っ！

ツヴァイ：またかよっ！

ＧＭ：ええ、また言いますよ（笑）。「お前たちはマリア妃殿下を助けるという依い頼らいを請うけたのだろう。なら、その依頼を優先しろ！」さぁ、どうしますか？

エルザ：どうするって……決まっているじゃないですか。ツヴァイくんもそうでしょ？

ツヴァイ：当たり前じゃないか。

ダイン：まぁ、ここはカテナ殿どのに任せた方が、安全に逃げられるのは確かですけどね。

ツヴァイ：だから、なんでお前はそんな四角四面なことばっか言うんだよ!?

ダイン：私は最善の選択について、冷静に分析しているだけです。

ツヴァイ：お、お前の身体には熱い血というものが流れていないのか！

ダイン：ええ、機械ですから（笑）。

ユンガー：だが、ツヴァイの言うとおり、ここで逃げるわけにはいくまい。

ツヴァイ：そうですよ！　僕らの任にん務むは王妃を助けると同時にカテナ隊長の救出ですから。あなたも一いつ緒しよに連れ出さないとダメなんですよ。

ＧＭ：「何？　任務とはどういうことだ？」

ユンガー：すいません。私がツヴァイに依頼しました（笑）。

ＧＭ：そういえばそうだった[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ツヴァイ：それに、あの時みたいな後こう悔かいはもうしたくないんです。一緒に戦いましょう！

エルザ：そうですよ。あれからわたしたちも結けつ構こう強くなったんですよ。

ダイン：それは私が保ほ証しようしましょう。それにここを突破しても、相手が騎馬ではそのうちに追いつかれてしまうでしょうから。

ツヴァイ：なんだよ[image: ][image: ][image: ][image: ]、最初からカテナ隊長を見捨てるつもりなんてなかったんじゃないかよ（笑）。

ダイン：え？　私は見捨てるなんて言っていませんよ。ここからは、安全に逃げられるだろうと言っただけです。あとのことを考えたら、一緒に戦った方がいいかと。

ユンガー：というわけです、カテナ隊長（笑）。

ＧＭ：「……分かった。まったくバカな奴らだ」そう言いながらカテナの顔は笑っています。とゆーことで、ここから戦闘です。ただし、カテナがアドルフィスと騎き馬ば隊たい二グループを引き受けますので、キミたちは騎馬隊三グループと魔ま法ほう使つかい一グループと戦うだけですみます。

ツヴァイ：おっ！　いきなり敵てきが減った（笑）。

ダイン：だいぶ楽になりましたね。

ユンガー：よし！　カテナ隊長に我々の成長ぶりをお見せするんだ（笑）。

ＧＭ：では、戦闘開始！　キミたちから騎馬隊までの距きよ離りは一〇メートル。そこからさらに五メートルうしろに魔法使いがいます。ちなみにエンゲージは全員別です。

ツヴァイ：エルザ姉ちゃんの魔法を警けい戒かいしていやがる。

ＧＭ：というか、突破されないためですけどね（笑）。ちなみに騎馬隊──ホースマンの【行動値】は13、魔法使い──魔法騎き士しの【行動値】は15です。

一同：速いっ！

[image: ]




●第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：そしてカテナの方でも戦闘は始まっています。向こうは戦闘開始そうそうカテナが《カリキュレイト》で魔法を使用、ホースマンの一グループが《サモン・リヴァイアサン》による津つ波なみで全ぜん滅めつしています（笑）。

一同：こっちも速っ！

ＧＭ：さて、それではこちらの戦闘も開始しましょう。まずはセットアッププロセスから。こちらの行動はありません！

エルザ：《陣じん形けい》使います？

ダイン：使った方がいいと思います。

ユンガー：よし、じゃあ《陣形》を使用！




　ユンガーの指揮の下、ツヴァイ、エルザ、ダイン、ミリアの四人が動いた。

　ミリアがホースマン一グループと、ツヴァイとダインがやはりホースマンの一グループとエンゲージすることで移い動どうを抑える。もちろん、エルザとユンガーは敵の範はん囲い攻こう撃げきを警戒して、エンゲージを分ける。




ＧＭ：「こいつら戦い慣なれている！」ホースマンを指揮している魔法騎士が、キミたちのそつのない動きを見て呟つぶやく。

ユンガー：傭兵隊〝黄金の狼〟をなめるな！

ＧＭ：「くっ、ならば……」とゆーことで、最初の行動は魔法騎士から。マイナーで《オールウェポン》を使用して、ホースマン全員に《ウォーターウェポン》を掛かけます！

ツヴァイ：ちっ、敵の攻撃が魔法ダメージになるのか。

ダイン：それはかなりきびしいですよ。私の魔法防ぼう御ぎよ力りよくはたいして高くないですから。

ツヴァイ：ここはミリアに《インタラプト》を頼たのもう！

エルザ：もう使っちゃうんですか？

ダイン：《ウォーターウェポン》は、シーンの間持続しますからね。戦闘が長引けば長引くほど、こちらがつらくなります。

ユンガー：そういうことなら、ここはミリアにお願いしよう。

ダイン：分かりました。では、ミリアの《インタラプト》を使用して、魔法騎士の《ウォーターウェポン》をキャンセルします。

ＧＭ：《インタラプト》を使われては仕方ないです。これで魔法騎士の行動は終わり。

エルザ：えらい！　ミリアちゃんっ!!（笑）

ＧＭ：「味な真似まねをっ！」《インタラプト》を使用したミリアへ、ホースマンが攻撃します。ホースマンのポールアックスが、ミリアの胴体をなぎ払うように襲おそいかかってきます！




　ホースマンはそれぞれ、ミリア、ツヴァイ、エルザを攻撃するも、ミリアとエルザへの攻撃は、それぞれダインの《プロテクション》が掛かかり、それぞれ13点と８点のダメージしか与えられない。さらに、ツヴァイへの攻撃に至いたっては、あっさりと回かい避ひされてしまう。




ＧＭ：さすがにレベルの上がった《プロテクション》は強い……。

ダイン：それでも《プロテクション》を掛ける相手が多いと、ガリガリＭＰが減っていきますけどね。今回はツヴァイが避けてくれましたけど、さらに《カバーリング》まで使うともう大変。次はサモナーにクラスチェンジしたいと思う今日この頃ごろ（笑）。

ツヴァイ：それはこのシナリオをクリアしてからだ。まずは、目の前の敵を倒たおす！　と言いながら、エルザにエンゲージしているホースマンに《バッシュ》で攻撃！

一同：前じゃないしっ！（笑）

ツヴァイ：それは言葉の綾あやだろ！（ダイスを振る）17で命中！

ＧＭ：（ダイスを振る）こっちも17なので回避成功[image: ][image: ]。

ツヴァイ：また避よけられたよっ！

ユンガー：もっと狙ねらって撃うて！（笑）

ツヴァイ：へいへい（笑）。




　続いてミリアが自分にエンゲージしているホースマンに攻撃し、13点のＨＰダメージを与あたえる。まずは各かつ個こ撃げき破はということで、ユンガーが同じホースマンに17点のＨＰダメージと、さらにバッドステータスの放心も与える。

　放心を受けたホースマンにエルザの魔法が避よけられるはずもなく、あっけなく一グループのホースマンが倒たおれる。




ダイン：次は私ですね。まずマイナーでＭＰポーションを飲んで、メジャーアクションでミリアを《ヒール》します。

ツヴァイ：ついにダインの必ひつ殺さつ技わざが発動した！（一同笑）

ダイン：ようやく４レベルで完成ですからね。（ダイスを振る）まず、ＭＰが15点回かい復ふく！　続いて……（ダイスを振る）《ヒール》の判定は成功！（さらにダイスを振る）ミリアのＨＰが10点回復しました。

ユンガー：おぉ[image: ][image: ]。

ダイン：今までは自分のことばかりで、他の人を治す余よ裕ゆうなかったですからね。キャラクター作成時に考えていたことがようやくできるようになりました。ちょっと感動（一同笑）。




●第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：再び魔法騎士が《オールウェポン》＋《ウォーターウェポン》……（ダイスを振る）うぐっ！　ファンブル！

一同：やった───！

ツヴァイ：何というラッキーだ（笑）。

ＧＭ：え[image: ][image: ]、フェイトで振ふり直し……。

一同：できるのかっ!?

ＧＭ：……できません（一同笑）。

ユンガー：この魔法騎士たち、役立たずだな。

ダイン：おいしい、おいしすぎる（笑）。

ＧＭ：「魔法の援護はまだですかっ！」「魔法騎士隊！　《ウォーターウェポン》を早く！」ホースマンたちが口々に魔法騎士たちに文句を言ってます（一同笑）。

ツヴァイ：これはいい感じですね、隊長！

ユンガー：ああ、いい流れだ（笑）。




　しかし……。




ＧＭ：ツヴァイへの攻撃！（ダイスを振る）クリティカル！

ツヴァイ：お前もクリティカルかよっ！　ちっともいい流れじゃねえじゃん！（一同笑）




　だが、ダインの《プロテクション》によってＨＰダメージは９点しか入らない。一方、エルザはホースマンから10点のＨＰダメージを受け、残りＨＰが11点となってしまう。しかし、そのホースマンもツヴァイ、ミリア、ユンガーの三人からの攻撃によって撃げき沈ちん！　残るはツヴァイたちにエンゲージしているホースマンと魔法騎士のみとなる。

　この最後のホースマンもエルザの魔法によってＨＰが半はん減げん。とはいえ、攻撃能のう力りよくを持たないダインにこのホースマンを倒すことはできない。やむを得ず、自分のＭＰとエルザのＨＰを回復する。

　そして戦いは第三ラウンドへ──。




●第三ラウンド

ＧＭ：バタバタと倒れていくホースマンたちの様子を見かねて、魔法騎士隊のひとりが呟きます。「まったく役に立たないホースマンどもだ！　こうなったら私たちが魔法で攻撃してやる！」（一同笑）

ツヴァイ：役に立ってないのはお前らだろ（笑）。

ＧＭ：「何だと！　ならばこの魔法をくらえ！」マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《ウォータースピア》！　目もく標ひようはツヴァイとダインのふたり！（ダイスを振る）クリティカル！

ツヴァイ：またかっ！　またクリティカルかよっ!!（一同笑）

ＧＭ：う～ん、ツヴァイを攻撃するとクリティカルが出るみたいだね（笑）。

ダイン：もう同じエンゲージにいるの止めようかな（笑）。

ツヴァイ：それ、戦せん術じゆつ崩ほう壊かいするから……。




　結局、ふたりとも回避に失敗してしまい、攻撃役のツヴァイを守るためにダインが《カバーリング》する。




ツヴァイ：ダイン、すまないっ！

ＧＭ：ダメージいきます！（ダイスを振る）48点の魔法ダメージで属ぞく性せいは〈水〉！

ダイン：《プロテクション》は……するだけ意味ないな。ＭＰがもったいないからやめておくか。ズーン！　ここで戦闘不ふ能のうになります。せっかく、第三話では戦闘不能にならなかったのに、ここで倒れることになるとは……無念！

エルザ：ダインくんっ!!

ダイン：ＨＰがフルでもこのダメージを二発受けたら助かりませんよ……ん？　考えてみたら私はダメージを受けてないから、それぞれがダメージを受けて、ツヴァイに《プロテクション》掛かければよかったんじゃないか？

ツヴァイ：そ、そうだね（笑）。

ダイン：こんなところで戦術を間違えるとは……不覚！　バタリ！




　だが、盾たて兼けん回復役のダインが落ちたとはいえ、すでに戦力が半はん減げんしている状態で魔法騎士たちに勝ち目はなかった。

　ホースマンの攻撃をツヴァイはフェイトを使用して回避。そして、ツヴァイ、ミリア、ユンガー、エルザの怒ど濤とうのような攻撃によって魔法騎士は倒たおれてしまう。




●第四ラウンド

ＧＭ：「仲間の仇かたき！」ホースマンがツヴァイを攻撃……（ダイスを振る）低っ！　命中は11です。

ツヴァイ：それは余裕で回避できるな……（ダイスを振る）11！　あ、ダイス目だけで避よけたわ（笑）。じゃあ、次はこっちの反はん撃げきだぜっ！　メジャーアクションで《バッシュ》！（ダイスを振る）命中は17！

ＧＭ：「そんな豆まめ鉄でつ砲ぽう避けてやるわっ！」（ダイスを振る）くっ！　１足りない！

ツヴァイ：おら～、飛んでけ─────っ！（ダイスを振る）

一同：おぉっ!!

エルザ：すごい！　全部４以上じゃないですかっ！

ツヴァイ：えっと……10、20、30、39の52！　ダメージは52点！




　薙ぐように繰り出された長斧ポールアツクスを、身体を回転させながらかわすツヴァイ。再び彼がホースマンの方へと向き直った時、二丁の魔導銃キヤリバーの銃口はすでにホースマンたちを捉えていた──そして連射！　馬と共に次々と倒れていくホースマンたち。

　最後に残っていたホースマンも、ツヴァイの攻撃によって全員が倒れた。




ツヴァイ：ダイン、お前の仇は討うったぜ。安らかに眠ねむれ……

ダイン：いや、戦闘不能になっただけですから。そんなこと言われるくらいなら、《カバーリング》しなかった方がよかったですかね？（笑）

ツヴァイ：うわっ！　そ、それは勘弁！（一同笑）

ＧＭ：はい、これで戦闘は終了です。ダインもＨＰ１で回復します。

ダイン：ふぅ～。また倒れてしまいましたよ。う～ん、やっぱり盾役は難むずかしいな。ちょっとした戦術の誤りが命取りになる。

ＧＭ：ダインは回復役も兼かねているから、さらに大変ですからね。

ダイン：もう少し落ち着いて考えるようにしよう（笑）。

ＧＭ：さて、ツヴァイが最後のホースマンを倒したのと時を同じくして、カテナとアドルフィスの戦いも終わりを迎むかえようとしています。形けい勢せい不利とみたアドルフィスは、手近にいた馬に飛び乗ります。「どうやらこれまでのようだな……」

ツヴァイ：逃げる気かっ！

ＧＭ：「あぁ、そうさせてもらうよ」アドルフィスは手た綱づなを大きく引いて馬の向きを変え、馬の腹はらを蹴けりつけます。脱だつ兎との如ごとく走り出す馬。カテナはそれを追おうとしますが、傷きずの痛いたみか肩かたを押おさえ膝ひざをついてしまいます。

ユンガー：隊長っ！　ダイン、傷の手当てを！

ＧＭ：「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。心配掛けてすまん」ユンガーの手を借りて、カテナは立ち上がります。「それよりも、ここで奴を逃がすわけにはいかない」馬の走り去った方を見ながらカテナは呟つぶやきます。

ツヴァイ：え？　僕たちと一いつ緒しよに来てくれるんじゃないんですか？

エルザ：そ、そうですよ！

ＧＭ：「……すまない。お前たちには、助けてもらって本当に感謝している」

ツヴァイ：じゃあ……。

ＧＭ：「だが、すでに私とお前たちの行く道は変わってしまっているからな」

ツヴァイ：え？

ＧＭ：「それに私はもう〝黄金の狼〟の隊長ではない。隊長は……ユンガーだ」カテナは隣にいるユンガーの顔を見て微笑みます。

ユンガー：……カテナ隊長。

エルザ：でも、隊長がいてくれるとものすごい心強いんですけど……。

ＧＭ：「お前たちほどの腕うでさえあれば、もう私の手助けはいらないさ。それにやはり私は貴き族ぞくだ。兄の仇を放っておくわけにはいかないし、我わが領りよう土どの民があのような奴やつの好きにされるのを黙だまって見ているわけにはいかない」

ダイン：高貴なノーブレス・義務オブリージユですか……。

ツヴァイ：でも、隊長は家を捨すてたんでしょ？　ならそんなの関係ないじゃないですか！

ＧＭ：「そういうわけにもいかないんだよ」それまで黙だまっていたミリアが、ツヴァイに声を掛けます。「人は生まれを変えることはできないし、いつまで経たってもそれに縛しばられるんだ」

ツヴァイ：……。

ＧＭ：「でも、自分の行く道は選べる。カテナ隊長だって、ここでボクたちと行く道を選ぶことができたんだ。でも、そうしない。それは自分でそう決めたからだよ」いつになく真面目な顔で、ミリアはツヴァイの顔をじっと見つめる。

ツヴァイ：自分で決めたから……か。

ユンガー：それに二度と会えなくなると決まったわけじゃない。生きていれば、また会うこともできるさ。

ダイン：袖そで振ふり合うも多た生しようの縁えんと言いますからね。縁があれば、またどこかでひょっこり出会うこともあるでしょう。このアルディオンはそれほど広くありませんから。

エルザ：そうですね。また、どこかで会えますよね。

ＧＭ：「ああ。いつかまた必ず会おう！」力強くカテナは頷うなずきます。

ツヴァイ：……隊長がそこまで思っているなら、仕方ないですね。分かりました！　ここで別れましょう。その代わり、絶ぜつ対たいに再さい会かいするまで死んじゃダメですからね！

ＧＭ：「分かった。約やく束そくしよう！」

ダイン：まぁ、少なくとも五年後までは生きていますけどね（笑）。

ＧＭ：『ブレイク』ではＰＣとして登場しているからね。『アクロス』にこのあと登場するかは、まだ未定ですが（笑）。

ツヴァイ：未定かいっ！

ＧＭ：まぁ、とりあえずカテナはここで一いつ旦たん物語から退たい場じようです。カテナはホースマンの使っていた馬の一頭に跨またがり、キミたちへ一礼するとアドルフィスの消えた方へと馬を走らせます。カテナの姿すがたは次第に小さくなり、ついには見えなくなります。

エルザ：行っちゃいましたね。

ユンガー：ああ。行ってしまったな。

ツヴァイ：さて、僕たちも行こうか！　ユンガー隊長からの依い頼らいは終わったけど、まだミリアの依頼が終わってないからな。

ＧＭ：「そうそう。依頼した分はきっちりと働いてね」明るい調子でミリアが答えます。

ツヴァイ：一〇〇Ｇだけどな（笑）。

ＧＭ：「一〇〇Ｇでも仕事は仕事だよ」

ツヴァイ：お前が言うなよっ！（一同笑）

ユンガー：よし！　まだ、先は長いぞ。気を引ひき締しめていこう。

一同：はい！

ＧＭ：では、ここでシーンは終了となりますが、ちょっとだけマスターシーンを挟はさみます。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：アドルフィスとの戦闘が終わったあと、馬車に乗って街道を進んでいるキミたちを本陣近くの丘おかから見ている男がいます。

ユンガー：お？

ＧＭ：「やはり抜ぬけ出したか」もちろんその男とはグレゴリー・バクスター。そして、その背はい後ごには数人の人ひと影かげが……。

一同：やっぱり出たっ！（笑）

ＧＭ：ゴトゴトとレイウォール軍の陣じん地ちからどんどんと離はなれていく馬車を見ながら、グレゴリーは呟きます。「〝銃剣ベイオネット〟がうまくやれるようなら、奴の手て柄がらにしてやろうかと思っていたが……」

ツヴァイ：ベイオネット？　銃じゆう剣けんのこと？

ＧＭ：そうです。第三話でも言ったとおり、バルムンクには武ぶ器きの名前をふたつ名にしている連中がいるんです。アドルフィス・ハーリングに変へん装そうしているのもそのうちのひとりです。ふたつ名は〝ベイオネット〟。

ダイン：由ゆ来らいはもしかして……。

ＧＭ：銃を剣に変える──つまり、変装を得意としているということです。

エルザ：なるほど～。

ＧＭ：ちなみにその能力ゆえに、彼は名前を名乗ることはありませんし、バルムンクでもふたつ名しか知られていません。まぁ、それはさておき、グレゴリーに話を戻もどしましょう。

ツヴァイ：で、そのグレゴリーがなんだって？

ＧＭ：「やはり奴では役に立たぬか。こうなったら私が……」

ツヴァイ：いや、あんたは来なくていいから（一同笑）。

ＧＭ：「そうだな、やはり私が出るしかないな。もう容よう赦しやするわけにはいかない」

エルザ：お願いだから容赦してください（笑）。

ＧＭ：「一度目は見み逃のがしてやろう。だが、二度も私の前に立ち塞ふさがるというのであれば排はい除じよするしかない」

ユンガー：微び妙みように会話しているような気が（一同笑）。

ＧＭ：「そんなことはない」

一同：会話してるじゃんっ！

ＧＭ：はっはははは（笑）。それはともかく……。「よし、追うぞ！」グレゴリーは部下たちを連れて、キミたちの馬車の方へと向かっていきます。

一同：やっぱり来た──っ！

ＧＭ：とゆーわけで、ここからグレゴリーの追跡をかわしながら、ラドフォード伯領の別べつ荘そうへ向かうことになります！







◆Middle 07◆追う者、追われる者




ＧＭ：ここから先、ラドフォード伯はくの別べつ荘そうまでの行こう程ていは、簡かん単たんなマップで管理します。最初はこんな感じです。




　机つくえの上に置いた紙にひとつの四角を書くＧＭ。




ＧＭ：ここが現げん在ざい地ちの〝街道１〟です。ここからは二本の線が延のびています。この線は道です。そして道の先にまたマスがあって、そこからまた道が延びていて──みたいな感じでマップが構こう成せいされています。

[image: ]

ツヴァイ：このマスを部屋、線を通路と考えればダンジョンみたいだな。

ＧＭ：ええ。ダンジョンの構こう造ぞうをオープンフィールドに持ち込こもう！　というのが、今回のシナリオの趣しゆ向こうになっています。だから、このマスもエリアと呼よびます。

ユンガー：なるほど。じゃあ、エリアごとにいろいろなイベントが起こるのかな？

ＧＭ：〝街道〟の場合はランダムにイベントが発生しますし、固定のイベントになっているエリアもあります。〝村〟というエリアに行けば買い物もできますよ。
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エルザ：それは面白そうですね。

ダイン：できれば、その村でポーションを買いたいところです。

ツヴァイ：どのくらい残ってる？

ダイン：ＨＰポーションとＭＰポーションが二本ずつ、ハイＭＰポーションが三本です。

ユンガー：確たしかにちょっと心こころ許もとないな。

ＧＭ：はい、それではルールを説明しましょう。




▼追つい跡せきしているグレゴリーとの〝距きよ離り〟は現げん在ざい10となっている。

ダイン：距離？

ＧＭ：キミたちとグレゴリーとがどのくらい離はなれているかを表わしたものです。これが０になると、そこで自動的にクライマックスフェイズに移い行こうします。

ツヴァイ：クライマックスまでのカウントダウンというわけか。

ＧＭ：ええ。これが０になる前に別荘にたどり着くことができれば、万全の用意の下でクライマックスとなります。さらに、ゴールした時の残りの〝距離〟が４以上ならＭＰが、８以上ならＭＰとＨＰがすべて回復します。

ユンガー：追いつかれた場合は？

ＧＭ：ミリアはマリア王妃を守るために戦闘に参加できず、戦闘が発生したエリアの種類によって、戦場の状じよう況きようが変わります。もちろん、ＨＰやＭＰは回復できません。

エルザ：ミリアちゃんが戦闘に参加しないのはきびしいですね。

ツヴァイ：まだ《エンカレッジ》が残っているしなぁ。

ＧＭ：では次。




▼マリア王妃には〝体力〟が設せつ定ていされており、現在は５となっている。

ＧＭ：この〝体力〟が０になると……。

ユンガー：死んじゃうんですか？

ＧＭ：死にません、死にません（笑）。一回お休みだと思ってください。つまり、次のエリアに進めないということです。ちなみに、一回お休みすると、マリア王妃の〝体力〟は１Ｄ回復します。

ツヴァイ：マリア王妃に気を遣つかいながら進まないとダメってことだな。

ＧＭ：そして最後のルールです。




▼進行は〝ターン〟という時間単位で管理する。

ＧＭ：１ターンの具体的な時間は決まっていませんが、目安としてだいたい半日～一日程てい度どだと思ってください。で、〝ターン〟はこのように進んでいきます。




①王妃の体力チェック

　この段だん階かいで王妃の〝体力〟が０以下だった場合、④へ進む。

②進路チェック

　難なん易い度ど12の【知力】判はん定ていに成功すると、現在のエリアに隣りん接せつするエリアの情じよう報ほうを得ることができる。隣接エリアが複ふく数すうある場合、それぞれ判定を必要とする。

③エリア移い動どう

　隣接するエリアへと移動する。マリア王妃の〝体力〟が１減る。

④イベント

　イベント表を振って、イベントを決定する。エリア移動を行なわなかった場合、イベントは起こらず、ＰＣの【ＨＰ】【ＭＰ】、王妃の〝体力〟が１Ｄ回復する。

⑤グレゴリー移動

〝距離〟が２減る。この段階で〝距離〟が０となっていた場合、クライマックスフェイズに移行する。




ＧＭ：こんな感じになってます。とりあえず、試しにこの〝街道１〟のエリアをやってみましょう。最初のターンは移動しないので、①～③は省しよう略りやくします。では、誰だれかダイスを一個こ振ふってください。

ツヴァイ：ここは隊長から順番に振っていきましょう。

ユンガー：じゃあ、振ります。（ダイスを振る）６です。

ＧＭ：えー、イベントの内容は──「快かい調ちように移動することができた。〝距離〟が＋１される。また、さらにマリア王妃の〝体力〟をマイナス１するごとに〝距離〟を＋１することができる」どうやらトラブルもなく進めるようです。

ユンガー：よし！

ダイン：最初から〝距離〟を増やせるのは大きいですね。

エルザ：でも、〝体力〟が減っちゃうんですね？

ＧＭ：そうです。マリア王妃に馬車の揺ゆれを我が慢まんしてもらって、速度を上げるというイメージですね。

ユンガー：最初だし、ここはマリア王妃にちょっと無む理りしてもらうか。ここで追っ手を引ひき離はなしておけば、あとあと楽になりそうだ。

ツヴァイ：こういうのは最初が肝かん心じんだからな。

ユンガー：王妃様、追っ手が来ておりますので、初めのうちは我慢してください。

ＧＭ：「分かりました」で、どのくらいマリア王妃の体力を消しよう耗もうさせますか？

ユンガー：どのくらいがいいのかなぁ。

ＧＭ：……。

エルザ：どうしました？

ＧＭ：ちょ、ちょっと待ってください！




　実はこの時、ＧＭは街道のイベント表の中に、「たまたま通りかかった馬車に乗せてもらい、〝体力〟を＋１する」という項こう目もくがあったことを思い出していたのです。前にも書いたとおり、ＰＣたちがレイウォール陣じんから馬車を奪うばうという事じ態たいは考えていません。なので、このようなイベントが用意されていたわけです。

　しかし、ＰＣたちが馬車に乗っている以上、このイベントは意味がありません。すでに馬車に乗っているところに、馬車が来ても乗せてもらうことはないからです。

　そこでイベント表とルールの一部変へん更こうを加えることにしました。イベント表の方は、旅商人に出会ってお金を払うとマリア王妃の〝体力〟が回復できるようにしました。

　そしてルールの方は──。




ＧＭ：マリア王妃の〝体力〟の件けんですが、キミたちは馬車に乗っているので、エリア移動によってマリア王妃の〝体力〟は減へらないことにします。

エルザ：本当ですかっ！

ツヴァイ：それはずいぶんと助かる。

エルザ：馬車に乗ってきて正せい解かいでしたね。

ユンガー：そういうことなら、ちょっとくらいマリア王妃の〝体力〟を減らしても大丈夫だな。じゃあ、〝体力〟を２減らして、〝距離〟を稼ごう。

ツヴァイ：うわっ！　マリア王妃の顔が青ざめていく（笑）。

ＧＭ：まだ体力は３あるので大だい丈じよう夫ぶです（笑）。そして、最後にグレゴリーが〝距離〟を２詰つめるので……〝距離〟は11、マリア王妃の体力は２減って３ですね。

ツヴァイ：おっ！　いきなり引き離したぞ。

ユンガー：この調子でどんどん進もう。




▼現在エリア　　　　：街かい道どう１

　グレゴリーとの距離：11

　マリア王妃の体力　：３







◆Middle 08◆街道は続くよ




ＧＭ：次のエリアに行く前に……。マリア王妃の〝体力〟は３だから問題なし。では、進路チェックを行ないましょう。道はふたつに分かれています。

エルザ：進路チェックでは、どんなことが分かるんですか？

ＧＭ：分かることは〝街道〟〝森〟〝村〟のような、そのエリアの名前です。ただし、イベントの内容までは分かりません。〝街道〟と〝森〟は、ダイスでイベントを決定しますしね。

ツヴァイ：そりゃ、そうだ（笑）。

ＧＭ：ですから、この辺あたりは一度来たことがあって、何があったのか──くらいは憶おぼえていた、みたいな感じだと思っていただければよいかと。

ツヴァイ：さっきのイベントから考えると、〝街道〟はさくさくと進めそうだな。

ＧＭ：ただし、〝街道〟は平坦な地形を作られているので遠回りすることになりますけどね。

ダイン：まぁ、どちらに進むかは進路チェックをしてから決めましょう。

ユンガー：そうだな。よし、じゃあここはエルザに調べてもらおう。

エルザ：わたしが一番【知力】が高いですからね。じゃあ、まずは右側から……（ダイスを振る）13だから成功です！

ＧＭ：こっちは森に続いているようですね。

エルザ：反対側……（ダイスを振る）こちらも成功です。

ＧＭ：そちらは街道が続いています。

ツヴァイ：しばらく街道を進むしかないっすね。こっちは馬車だから、下手へたな道を選ぶと、馬車を捨すてなきゃならなくなる。

ダイン：もしくは来た道を戻もどるかですね。

ツヴァイ：戻った場合はどうなるの？

ＧＭ：イベントは発生しません。だから、〝距離〟だけが縮まることになります。馬車に乗っている限りは、イベント以外でマリア王妃の〝体力〟が減ることはありませんから。

ユンガー：それでも、〝距離〟が縮まるのは痛いな。よし、街道を進むことにしよう。よし、左の道を行くぞ。左の道でいい？

ツヴァイ：いいんじゃない？

エルザ：わたしも街道を進むのに賛成です！

ダイン：となると、エルザさんの進路チェックが重要になりますね。がんばってください（笑）。

エルザ：が、がんばります！

ＧＭ：では、左の道へと進みます。馬車での移動なのでマリア王妃の〝体力〟はそのままで、〝街道２〟へ移動します。イベントの決定をどうぞ！

ユンガー：じゃあ、次はエルザだな。

ツヴァイ：できれば６がいいな（笑）。

エルザ：そうそう出るわけが……（ダイスを振る）出ました！　６です（笑）。

ユンガー：王妃様、追っ手が来ておりますので、初めのうちは我が慢まんしてください（一同笑）。

エルザ：どのくらい減へらします？

ツヴァイ：今回は１くらいでいいんじゃない。根こん拠きよはないけど（笑）。

ダイン：もう少しきちんと考えた方がいいと思いますよ。いつも、ツヴァイはいい加減で困ります。

ツヴァイ：じゃあ、いくつにすんだよ？

ダイン：……１で。

ツヴァイ：同じかよっ！（一同笑）

ダイン：いえいえ、マリア王妃の残りの体力は３ですからね。ここで２点使ってしまうと、次のイベントでもし余分に減った場合、休憩が必要になりますから。そういうようなさまざまな条件を考えて……。

ツヴァイ：ストーップ！　ダインに説明させた僕が馬鹿だった……（一同笑）。

ユンガー：まぁ、ここは１でいいだろう。その部分については、ダインもツヴァイも意見が一致しているわけだしな（笑）。

エルザ：じゃあ、今回は１減らすだけにしておきましょう。




▼現在エリア　　　　：街道２

　グレゴリーとの距離：11

　マリア王妃の体力　：２




　そして次のターン──。

〝街道２〟から分かれている道の判定にも成功したＰＣたちは、そのまま街道を進むことにする。ここのでイベントは──「なだらかな道が続いている。スピードを上げることもできるが……。〝体力〟をマイナス２するごとに〝距きよ離り〟を＋１することができる」

　とはいえ、マリア王妃の〝体力〟は残り２点。ここで〝体力〟を減らすと次は休きゆう憩けいをしなければ、先に進むことができない。やむを得えず、スピードを上げることを諦あきらめた。




▼現在エリア　　　　：街道３

　グレゴリーとの距離：９

　マリア王妃の体力　：２







◆Middle 09◆フォーリングダウン




ＧＭ：マリア王妃の〝体力〟は問題ないので、進路チェックをどうぞ！　とはいっても、道は一本しかありませんが（笑）。

エルザ：（ダイスを振る）成功です。

ＧＭ：では、エルザはこの先にはノール川という大きな川があり、橋が架かかっているということを知っています。

ダイン：馬車で渡ることはできますか？

ＧＭ：できます。とはいっても、それほど幅はばの広い橋ではないので、馬車で渡るのはそれなりに大変ですね。特にこの辺りは、冬にもなると強い風が吹いていることでも有名なので、風にあおられながら馬車を進めることができるかどうか、判定してもらうことになります。

エルザ：どうしましょう？

ユンガー：ここで戻もどっても仕方あるまい。このまま先に進もう。

ＧＭ：では、馬車でガタゴトと街道沿ぞいに進んでいくと、やがてキミたちの目の前に大たい河がが広がります。河かわ幅はばはおよそ一〇〇メートルといったところです。そこに架かっている橋は、馬車がなんとか二台ほど並ならべる程度の幅しかありません。

ツヴァイ：やっぱり狭せまいな。他に橋を渡っている人はいる？

ＧＭ：現在、アヴェルシアは戦せん乱らん状じよう態たいなので、ほとんど人の往おう来らいはないです。ただし、先ほど言ったとおり、騎き乗じよう状態の人──つまり、御者役の人が難易度12の【器用】判定に成功しないと馬車は脱だつ輪りんしてしまい、さまざまなペナルティを受けることになります。

ユンガー：どんな？

ＧＭ：まず、次のターンに移動できません。さらに、馬車に乗っている人は【ＭＰ】が２Ｄ減げん少しようして、マリア王妃は〝体力〟が２減へります。

ダイン：馬車から降おりて渡った場合は？

ＧＭ：その場合、川の上は結構風が強く吹ふいているので、各キャラクターに難易度10の【敏びん捷しよう】判定を行なってもらいます。これに失敗すると【ＨＰ】と【ＭＰ】が１Ｄずつ減ります。あ、風が強いために、飛行状態にはなれませんので、あしからず（笑）。

ツヴァイ：ちぇっ！（一同笑）




　イベント（＊）を読んでいただければ分かるとおり、馬車で渡るための判定はアドリブです。まったく判定せずに橋を渡れてしまうのもボーナスの与えすぎと考え、このように処理しました。




エルザ：みんな一いつ緒しよに渡った方がいいかな？

ツヴァイ：たぶんね。判定するのがひとりなら、失敗してもその人だけがフェイトを使えばすむしね。

ダイン：【器用】が一番高いのは……ユンガー隊長？

ユンガー：だな。よし！　ここは私が運転しよう。

エルザ：隊長、がんばってください！




　エルザの応おう援えんのかいもあってか、ユンガーはこの判定に成功。特に問題も起こらず、馬車は橋を渡りきる。

　そして、ここでまたエルザがひとつの提案をする。




エルザ：ここの橋、落としてもいいかな？

一同：えぇ─────っ！

エルザ：いや、そうすればグレゴリーたちが来るのが遅おそくなるかな～って（笑）。

ユンガー：確かにそうだな。

ツヴァイ：（ＧＭに）どう？

ＧＭ：そ、そうですね。確かに〝距離〟は開くかもしれませんね（苦笑）。

エルザ：なら、落としちゃいましょうよ（ニッコリ）。

ツヴァイ：なんでそんなに嬉しそうなんだ？

ダイン：エルザさんの本性を見たような気がしますね（笑）。

エルザ：それってどういう意味ですか!?（一同笑）

ツヴァイ：（ＧＭに）ん？　顔引きつっているけど、どうしたの？

ＧＭ：い、いや、何でもありませんよ。何でも……（トホホ）。




　ＧＭの反応からも分かるとおり、橋を落とすという事態も想定されていません（笑）。




ユンガー：エルザがそこまで言うなら、もう止めません（一同笑）。

エルザ：じゃあ、やっちゃいますね。どうすればいいですか？

ＧＭ：え？　えーっと……橋をオブジェクトだと考えれば、《ファイアボルト》で破は壊かいできますね。ちょっと待ってください……（『ドレッドダンジョン』で調べている）ＨＰは40点です。




　かくして橋は、エルザの《ファイアボルト》を二発受け、川に沈しずんでいった。




ユンガー：橋が、橋が燃もえている（笑）。

ツヴァイ：なんか、僕たちはもう引き返せない場所に来ちまったような気がするよ（笑）。

エルザ：あはははは（笑）。

ＧＭ：では、グレゴリーとの〝距離〟を＋３します。

一同：わーい（笑）。




▼現在エリア　　　　：橋

　グレゴリーとの距離：10

　マリア王妃の体力　：２




　橋を落としたＰＣたちは、そのまま街道を進む。

　次のエリア〝街道４〟では、盗とう賊ぞく騎き士し（データは『エネミーガイド』53ページの傭よう兵へいを使用）三グループと戦せん闘とうとなるが──。




ツヴァイ：《バッシュ》！

ダイン：（ミリアになって）普ふ通つうに攻こう撃げき！

ユンガー：私も普通に攻撃しよう。

エルザ：《マジックブラスト》《ファイアボルト》、いきまーす！




　盗賊騎士たちは何もしないうちに一ラウンドで全ぜん滅めつした。




ＧＭ：戦闘が二ラウンドまで進めば、〝距離〟と〝体力〟をマイナス１できたのに……。

ユンガー：この程度の相手じゃムリだな（笑）。

エルザ：えっと、ドロップ品はエメラルドが三個こですね。さっそくカバンにしまいます♪

ツヴァイ：エルザ姉ちゃんがうれしそうだ（一同笑）。

エルザ：相手が盗賊ですからね。懲こらしめるのと同時に懐ふところも豊ゆたかになるなんて、こんないいことありませんよ（笑）。

ツヴァイ：さっきの橋の時もそう思ったけど──エルザ姉ちゃんには逆さからわないようにしよう（一同笑）。

エルザ：別に恐こわくないですよ（ニコリ）。

一同：その笑顔が恐いわっ！（笑）




▼現在エリア　　　　：街道４

　グレゴリーとの距離：８

　マリア王妃の体力　：２







◆Middle 10◆思わぬ再さい会かい




ＧＭ：では、次のエリアの進路チェックをどうぞ。

エルザ：（ダイスを振る）成功です。

ＧＭ：次のエリアはそのまま〝街道〟になっています。

ユンガー：よし、進もう。

ＧＭ：では、〝街道５〟のイベントです。ここではイベント表は振らずに、とあるイベントが発生します。

ツヴァイ：固定イベント？

ＧＭ：そうです。さて、キミたちが馬車に乗って街道を進んでいると、向こうからひとりの少年が歩いてくるのが見えます。

ツヴァイ：誰だれだ？

ＧＭ：ユンガーやツヴァイ、ダインは見たことないですね。年ねん齢れいは一五歳さいくらいで、髪は赤銅色、瞳は琥珀色です。ひねたような目つきのせいか、柄の悪そうに見えます。

ダイン：ずいぶん描写が細かいですね。

ＧＭ：二本の剣を佩はいていますが、おそらく格かつ好こつけですね。傭兵であるキミたちには分かります──というか、この頃はまだウォーロードにクラスチェンジしてないですし（笑）。

ダイン：ウォーロードにクラスチェンジ？　剣が二本……。

ＧＭ：ええ。エルザはよーく知っている人です。アル・イーズデイル──エルザの弟です。

エルザ：アルくんだ！　うわ[image: ][image: ]っ！　こんなところで会えるなんて!!（笑）

ＧＭ：その声に少年は驚おどろいたように声を上げます。「げっ！　エルザ姉ねえっ!?」そして、くるりと反対側を向くと──脱兎の如く走りだそうとします（笑）。

ユンガー：あっ、逃げた（笑）。

エルザ：ツヴァイくん、彼を捕つかまえてっ！

ツヴァイ：えーっと、それは命令でしょうか？

エルザ：命令でございます（一同笑）。

ツヴァイ：命令じゃしかたない（笑）。バサバサバサ──。

ＧＭ：うしろから聞こえてくる翼の音に振り向いたアルが叫びます。「と、飛んだっ!?」

ツヴァイ：お前に恨うらみはない。だが、お前がいないおかげで僕は、僕はお前の姉ちゃんや妹にな[image: ][image: ]（一同笑）。

一同：そうなのっ!?

ツヴァイ：あぁ、ＰＣ間コネクションを振った結果で、僕はお前の実家で働いてたことになったんだよっ！　しかもなぜか使いっ走りだぞ！

エルザ：そんなことありましたっけ？

ツヴァイ：ええ（笑）。しかも、[image: ]村さんに言われています。ほら！（『天に月、地に剣』一〇〇ページを参照）

エルザ：そ、そういえばそんなことを言ったような気が（笑）。

ＧＭ：「でも、そんなの俺おれは関係ないだろ！　なんで俺のせいなんだよ！」

ツヴァイ：（アルの言葉を無視して）まじめそうなエルザ姉ちゃんにくっついてみりゃあ、この有様だ。陣じん地ちは燃もえるわ、橋は落ちるわ（一同笑）。

ＧＭ：「燃える？　落ちる？　エルザ姉、一体何やってるんだよ？」アルは、ツヴァイに羽は交がい締じめにされながら、不思議そうな顔でエルザの顔を見ます。

エルザ：え？　えーっと、ちょっと世の中の成り行きというやつね。これも未来のブルックス商会のためってこと？（一同笑）

ＧＭ：「確か、エルザ姉って傭よう兵へいやってんだよね？」

エルザ：これでも傭兵のお仕事なんですっ！　そんなことよりも、アルくんは何でこんなところにいるのよ！

[image: ]




アル・イーズデイル

　エルザの弟であり、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズのＰＣでもあります。一度かわした約束は必ず守ろうとするナイスガイですが、なぜか犬には弱い（笑）。

　この『アクロス』の時代ではまだ一五歳。家を飛び出し、〝剣聖〟と呼ばれる剣士テオドール・ツァイスの許もとで修行をしている頃──ということで出演となりました。




ＧＭ：「俺は師し匠しようの言いつけでお使いだよ。なんでも師匠が家うちに武ぶ器きをお願いしたいんだってさ。それで、なぜか俺がお願いしに行くはめになって……そうだっ！　エルザ姉っ！」

エルザ：な、何？

ＧＭ：「俺の代わりにおかんにこの書しよ状じようを届とどけてくれないか？　師匠は急がないって言っていたから、今の仕事が終わってからでもいいからさ」アルは懐ふところから一通の手紙を出します。

エルザ：それは別にいいけど……。

ＧＭ：「じゃあ、頼たのんだぜ。……で、それはそれとして、本当に何やってんだ？」

ツヴァイ：もうすぐ我われ々われを追って、ここに悪人が来るのだ（笑）。

ＧＭ：「悪人が来る？」

ツヴァイ：あぁ、そしてその悪人に対たい抗こうできるのはキミしかいない。キミの噂うわさは聞いているよ、少年！

一同：どんな噂だっ！（爆ばく笑しよう）

ダイン：そんな言い方はフェアじゃありません。感心しませんね。

ツヴァイ：え[image: ][image: ]、別にこんなところで真面目ぶらなくても……。

ダイン：いえいえ、こんな子どもを危険な目に遭わせるわけにはいかないです。ましてやエルザさんの弟であればなおさらです！

エルザ：そうですよっ！

ツヴァイ：（周りの反応にとまどいながら）えっ、えーっと──ほんの冗談だってば、冗談！　な、な、なっ！（一同笑）

ダイン：（アルに）いいですか。ここにやって来るのは、レイウォールの部隊で、かなり危き険けんな連中です。

ＧＭ：「レイウォールだって？　何でエルザ姉たちは、そんな連中に追われているんだよ？」

エルザ：だから言ったでしょ、成り行きだって……。そうだっ！　その書状を届けてあげるから、そのレイウォールの部隊を足止めしてくれない？

ユンガー：戦せん闘とうすることはない。向こうの動きを止めて、我々が別の方向へ向かったとか、訊きかれた時にごまかしてくれればいい。

ＧＭ：「まぁ、それくらいなら別に構かまわないけど……。その代わり、書状はちゃんと届けてくれよな」

エルザ：もちろん！　あ、あとたまには実家に顔を出しなさいよ！

ＧＭ：するとアルはニヤリと笑えみを浮うかべて──「それが嫌いやだから、エルザ姉に書状を任まかせるんだろ」

ツヴァイ：そりゃ、そうだ（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、そっちは任せたから、よろしく！」アルはキミたちに軽く手を振ると、キミたちの来た方向へと歩いて行きます。

ユンガー：よし、彼が追っ手を足止めしている間に我々も急ごう。

ＧＭ：とゆーことで、アルに足止めを頼んだので〝距離〟が＋２されて10となりました。




　そして、このエリアから出ている道は三本。エルザはこのすべての道の進路チェックに成功し、ラドフォード伯の別荘へ続く道を見つけた。




ＧＭ：では、どの道へ進みますか？

一同：もちろん別荘！

ツヴァイ：よしっ！　いよいよゴールだぜっ!!







◆Middle 11◆そして別荘へ




ＧＭ：さて、それでは最後のエリアです。街道をそれてしばらく進むと、だんだんとキール山さん脈みやくが近づいてきます。十一月ともなると、山さん頂ちようにはもう雪が積もっています。

エルザ：山の方ということは、ずいぶん寒いのかな？

ＧＭ：そうですね。レイウォールの本ほん陣じんの時よりは寒いと思いますよ。そして、馬車がさらに道を進むと、やがて目の前に城じよう壁へきが見えてきます。「あそこがお父様の別荘だよ」

ツヴァイ：城壁もあるのか。

ＧＭ：「有事には砦とりでとしても使えるようになっているからね」と、城壁を見上げながらミリアが答えます。

エルザ：じゃあ、ずいぶん大きい別荘なんですね。

ＧＭ：「小さい頃ころは、ここでずいぶんお父様にしごかれたっけ。ラドフォード家は男も女も関係なく、武ぶ術じゆつを叩たたき込こまれるからね」

ツヴァイ：さすが武ぶ闘とう派はのラドフォード伯（笑）。

ＧＭ：『最強のフィアンセ』では、単なるカールおじさんになってますけどね（笑）。さて、キミたちの馬車はそのまま城じよう門もんへと向かいます。普ふ通つうは中に入ることすらできませんが、ここはマリア王おう妃ひとミリアがいるのでもちろん顔パス。

一同：おぉ[image: ][image: ]。

ＧＭ：そして、馬車はよく手入れされている中庭へとコロコロと進んでいくと、庭で植木の手入れをしている初老の男性と女性が出で迎むかえてきます。

ユンガー：別荘の管かん理り人にんかな？

ＧＭ：そうです。キミたちが馬車を降おりると男性の方が声を掛かけてきます。「これはこれは、マリア様にミリアローズ様ではございませんか。それにまた大勢でいらして……。どうしたのですか？」

ユンガー：じゃあ、軽く自じ己こ紹しよう介かいをしよう。傭よう兵へい隊たい〝黄金の狼おおかみ〟隊長のユンガーだ。

ＧＭ：「ほう、傭兵隊の方々でしたか。私はこの別荘の管理を任まかされているグラハムと申します。こちらは妻つまのベリンダ」グラハムと名乗った老人の隣となりにいる婦ふ人じんが深々と礼をします。

エルザ：よろしくお願いします。

ＧＭ：「では、こんなところで立ち話も何ですから、こちらへどうぞ」と、グラハムは屋や敷しきへと案内してくれます。

ユンガー：とりあえずそれにしたがおう。

ＧＭ：では、キミたちは応おう接せつ間まに通されます。「それで、今日はどのようなご用事で？」

ツヴァイ：どうする？　どこまで話す？

ＧＭ：ミリアもユンガーの方を向いて「どうしましょう？」という顔をしています。

ユンガー：ダインにどうしましょう？　という顔をする（一同笑）。

ダイン：結局、私ですか（笑）。えー、グラスウェルズ王国がアヴェルシア王国に攻せめてきたという話はご存ぞんじですか？

ＧＭ：「はい。もしかして、それでマリア様はこちらに避ひ難なんされたのですか？」

ダイン：ええ。我われ々われはマリア様をお守りして王都から離はなれたのですが、そこを敵てきに突つかれまして、なんとかここまで逃にげ延のびてきたという次第です。うん、嘘うそはついてない（笑）。

ＧＭ：「そういうことでしたらご安心ください。この別荘は有事には砦とりでとしても使えるように頑がん丈じような城壁に守られております。それに数は多くはありませんが警けい護ごの兵もおります」

ツヴァイ：それなら何とかなるか。

ＧＭ：「ただし！　全員、エキストラでございます」

一同：エキストラかよっ！（爆笑）

ＧＭ：ぶっちゃけ、ＰＣにがんばってもらわないとダメ！　ということですね（笑）。

ツヴァイ：まぁ、そんなことだと思った（笑）。

ダイン：となると、もう少し回復薬が欲ほしいですね。

ユンガー：グラハム殿どの、ポーションの買い置きとかはありませんか？

ＧＭ：「確か、蓄たくわえがいくつかあったはずです。ちょっとお待ちいただけますかな」席を外して倉庫の方へ向かうグラハム。

エルザ：あるといいですね。

ＧＭ：しばらくして、グラハムはいくつかのポーションを持ってきてくれます。ハイＨＰポーションとハイＭＰポーションが二本ずつ、火酒と風のエキスが一本ずつです。

一同：おぉ～。

ＧＭ：「この程度のものしか見つかりませんが、お役立てください」

ダイン：いえいえ、大変助かります。それと、追っ手はかなりの手て練だれです。むやみに手を出さず、マリア妃ひ殿でん下かをお守りすることを優ゆう先せんしてください。

ＧＭ：「承しよう知ちいたしました」とゆーことで、グレゴリーには追いつかれなかったので、クライマックスフェイズの戦闘では、マリア王妃のことは考えないでＯＫです（笑）。

ツヴァイ：よしっ！

ダイン：わーい、これで王妃を《カバーリング》せずにすむわ（笑）。

ＧＭ：さらに、ミリアも戦闘に参加できます。「お姉様のことは任せるよ、グラハム。ボクはツヴァイくんたちと一いつ緒しよに戦うから」

ツヴァイ：おうっ！

エルザ：ミリアちゃんが一緒なのは、心強いですね。

ＧＭ：では、グレゴリーとの〝距きよ離り〟による特典です。〝距離〟が８以上となりましたので、十分に休息が取れるということで、ＨＰとＭＰを全ぜん快かいしてください。

一同：やった────っ！

エルザ：アルくんに頼たのんでよかったですね。

ツヴァイ：『アクロス』でも役に立つじゃないか（笑）。

エルザ：でも、アルくんに会ったの何年ぶりだろう。

ＧＭ：確か一〇歳さいくらいの時に家出しているので、五年くらいですね。でも、確か手紙でのやりとりはしているんですよね。一巻の時に、[image: ]村さんがそんな設定を作ってましたから。

エルザ：はい。直接会ったのは、ひさしぶりだと思いますけど。でも、元気そうで安心しました（笑）。

ツヴァイ：このあと、アルは大変なことになるけどな。うひひひ……（笑）。

ＧＭ：まぁ、そちらは小説や無む印じるしリプレイを読んでいただくとして──いよいよ次は、クライマックスフェイズとなります。

ツヴァイ：あっと、その前にひとつシーンを作ってもらえる？

ＧＭ：別にいいですよ。どんなシーンですか？

ツヴァイ：せっかくなので、夜にミリアと会話するシーンが欲ほしいなと（笑）。

ＧＭ：確かにそれはあった方がいいですね。じゃあ、クライマックスの前にツヴァイのシーンを入れましょう。







◆Middle 12◆戦い前夜




ＧＭ：では、時間を進めて夜。戦いの準じゆん備びなども終わり、敵てきの襲しゆう来らいに備そなえて各自あてがわれた部屋で休きゆう憩そくを取っているとしましょう。

ユンガー：見み張はりとかは立てなくていいのかな？

ＧＭ：その辺あたりはすべてグラハムが手配しています。戦闘になれば、キミたちの出番となりますから、それまではゆっくりと休んでくださいということですね。

ダイン：お言葉に甘あまえて、そうさせていただきましょう。

ＧＭ：そんな中、いつもと違ちがう豪ごう華かなベッドでなかなか寝ねつかれないツヴァイは、気分転てん換かんのために部屋を抜ぬけ出す──とか、そんな感じかな。

ツヴァイ：そんな感じで（笑）。で、うろうろしているうちに屋敷の中で迷まよう。

一同：迷うなよっ！（笑）

ＧＭ：では、そんな感じでうろうろしていると、月明かりを浴びて、ラウンジのバルコニーに立っているミリアを見つけます。

ツヴァイ：何してるんだ？　そんなところにいると風邪かぜ引くぞ！

ＧＭ：ツヴァイの声に振ふり向くミリア。「大だい丈じよう夫ぶだよ。なかなか寝られなくて、ちょっと風に当たっていただけだから」　バルコニーからは雪の積もったキール山脈が見えます。

ツヴァイ：じゃあ、僕もバルコニーに出て、ミリアの隣となりに行こう。

ＧＭ：ミリアはツヴァイに笑顔を見せると、周りを見み渡わたして呟つぶやきます。「懐なつかしいな」

ツヴァイ：これから戦闘だっていうのに、ずいぶんとのんきだな。

ＧＭ：「そんなこと言わないでよ。ここに来たのひさしぶりなんだから……」

ツヴァイ：あんま無理すんなよ。お前は僕たちの雇やとい主ぬしなんだから、お前が死んだらこっちは報ほう酬しゆう取りっぱぐれるんだぞ。まぁ、一〇〇Ｇだけどな（笑）。

ＧＭ：「一〇〇Ｇはよけいだよ！　でも──心配してくれるんだ」ミリアはツヴァイの言葉に嬉しそうです。

ツヴァイ：べ、別に心配してるわけじゃない！　報酬が大事なんだよ（笑）。

ＧＭ：すると、ちょっとがっかりした感じで──「報酬のことは安心していいよ。お姉様もいるし」

ツヴァイ：違う、お前が雇い主なんだから、お前から報酬貰もらわないといけないんだよ！

ＧＭ：「大丈夫だよ、グラハムにもちゃんとお願いしてあるし……」

ツヴァイ：そういう問題じゃないだろ！　お前がちゃんと報酬を払はらうという義ぎ務むを果たせって言ってんだよ！

ＧＭ：それってミリアに死ぬなって言ってるんですよね？

ツヴァイ：もちろん！　でも、ツヴァイは不ぶ器き用ようだからこういう言い方しかできない（笑）。

ＧＭ：では、ミリアもさすがに気づきます。「あっ！　ごめん……」

ツヴァイ：分かればいいんだよ、分かれば！

ユンガー：なんという不器用なふたり（一同笑）。

ＧＭ：お互たがいに慣なれていないってことでしょう（笑）。そして、お互いに気まずくなって沈ちん黙もくが続くので、ミリアが話題を変えてきます。「ツヴァイくんは、このあとどうするの？」

ツヴァイ：今回のことが片かたづいたらその時に考えるよ。と、言いつつも前回のドライのことが気になっている。そういえば、あいつら僕が逃にげだしたとか言っていたな。母ちゃんは何か知っているのか？

ＧＭ：「そういえば、ツヴァイくんの故こ郷きようってどこだっけ？」

ツヴァイ：特に考えてなかったな。

エルザ：うちの手伝いしてたってことはノルウィッチじゃない？

ツヴァイ：なるほど。そういえばそうだ。じゃあ、ノルウィッチってことにしよう。

ＧＭ：「ノルウィッチにはまだ行ったことないんだよね。どんなところなのかなぁ」

ツヴァイ：騒さわがしい街だよ。でっかい変な城しろが建たっていてさ。




　城マニアと名高いイザベラ・ノルウィッチの城のことです。くわしくは『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド』、もしくは『最強のフィアンセ』をご覧らんください。




ＧＭ：「へぇ～。行ってみたいなぁ。それにツヴァイくんのお母さんにも会ってみたいな」

ツヴァイ：うちの母ちゃんに会ってどうするんだよ！　お前のこと、紹しよう介かいでもするのか？

ＧＭ：「え？」みるみる顔が赤くなるミリア。

ツヴァイ：何考えてんだよ、まったく……。

ＧＭ：「そ、それはそういう意味じゃなくて。えーっと……」もちろんミリアはそういうつもりで言ったわけじゃないので、慌あわてて両手を左右にパタパタと振ります。

ツヴァイ：そういう意味って何だよ！　無む神しん経けいに突つっ込こみをいれます（一同笑）。

ＧＭ：「な、なんでそんなこと言うんだよ！　バカ────ッ！」ミリアは顔を真っ赤にしたまま、バルコニーから逃にげるように走りさってしまいます（笑）。

ツヴァイ：なんだよ……。バカっていう奴やつがバカなんだぞ！（一同笑）

エルザ：ふたりともまだまだ子どもですね（笑）。

ツヴァイ：のぞいたように言わないでいただきたい（笑）。

ユンガー：じゃあ、登場判定をして……。

ツヴァイ：いい！　出なくていいからっ！（一同笑）

ダイン：せっかく、面白そうなイベントなのに……。

ツヴァイ：いいから、帰れよっ！（笑）

ＧＭ：と、ゆーところで、シーンを終了しましょう。次はクライマックスフェイズです！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆グレゴリー再ふたたび




ＧＭ：では、翌よく朝あさです。キミたちが起き床しようするとグラハムの奥おくさんのベリンダが、朝食の準じゆん備びをしてくれています。

ダイン：わざわざありがとうございます。

ＧＭ：「いえいえ。お客様のために作る料理は楽しいものですから」ベリンダはニッコリと品のよい笑みを浮うかべながら、焼きたてのパン、チーズ、腸詰め、卵料理などを手て際ぎわよくテーブルに並ならべていきます。

ツヴァイ：おっ！　まともな食事だ（笑）。

エルザ：じゃあ、自前の調理用具を使って、ベリンダさんのお手伝いをします！（笑）

ＧＭ：なるほど。じゃあ、エルザはいろいろとベリンダからレシピとか、料理のコツとかを教えてもらったことにしましょう。

エルザ：わ[image: ][image: ]い。料理のバリエーションが広がっちゃった（笑）。

ＧＭ：とまぁ、キミたちがベリンダと歓談していると、朝の庭仕事からグラハムが戻ってきます。「どうやら、昨さく晩ばんは襲おそってこなかったようですな」

ダイン：そうですね。ですが、油ゆ断だんはできません。

ＧＭ：「ご安心ください。別べつ荘そうとはいえ、ここは有事の際さいには砦とりでとして使える場所。警けい護ごの兵もおりますし、城じよう壁へきもやすやすと破やぶられることはありません！」

エルザ：言っちゃダメ──っ！　それは城壁が破られるフラグだから（一同笑）。

ＧＭ：では、ご希望にお応えして──そう言った瞬しゆん間かん、城じよう門もんの方からド────ン！　というすさまじい音が聞こえてきます。

一同：やっぱり─────っ！（笑）

ＧＭ：グレゴリーが《破は砕さい突とつ破ぱ》というギルドスキルを使用しました。城門が跡あと形かたもなく破は壊かいされます！

ツヴァイ：今回の敵はギルドスキルを使ってくるのかっ！

ＧＭ：そのとおり！　とゆーわけで、キミたちが急いで屋や敷しきから出ると、ちょうどグレゴリーたちが中庭についたところです。その数はグレゴリーも合わせて四人。グレゴリー以外は同じような革鎧を着て、フードをかぶっています。ただ、武器は全員が違います。両手にナイフ、クロスボウ、そしてロッドです。グレゴリーは前ぜん巻かんと装そう備びはほとんど変わりません。

ダイン：グレゴリーの部下はモブですか？

ＧＭ：いえ、モブではありません。目立たないように少人数で行動していたのでしょう。なお、今回の戦闘ではキミたちの方が待ち受ける側になりますので、配置は自由に決めることができます。ただし、先頭の人とグレゴリーたちの距離は一〇メートル離れているということにします。

ツヴァイ：同じエンゲージじゃなくていいんだ。

ＧＭ：ええ。これもゴールまでたどり着いたご褒ほう美びです。

ユンガー：エンゲージから離はなれます（笑）。

ツヴァイ：そうだよね。エルザも離れた方がいいんじゃないかな？

ダイン：ミリアもエンゲージを分けた方がいいですね。私とツヴァイのエンゲージ、あとミリアのツートップにして、うしろにエルザさんとユンガー隊長を別々に配置しましょう。

ユンガー：じゃあ、私はツヴァイたちよりも一〇メートルうしろに下がろう。

エルザ：わたしも同じくらい下がります。

ツヴァイ：グレゴリー側は？

ＧＭ：全員同じエンゲージからスタートになります。

ツヴァイ：よしっ！　これはいけるっ!!

ＧＭ：では、キミたちが万全の状じよう態たいで迎むかえ撃うとうとしている中、グレゴリー・バクスターがゆっくりと歩いてきます。「これはこれは、わざわざのお出で迎むかえ痛いたみ入いる」

ツヴァイ：これはこれは遅おそい登場で（一同笑）。

ＧＭ：「ふっ。わざわざ街道の橋まで落としてご苦労なことだ」皮肉には皮肉で（笑）。

ツヴァイ：それに関しては……（エルザを見る）。

ユンガー＆ダイン：（エルザを見る）……。

エルザ：えぇっ！　わ、わたしのせいですか？

一同：（うなずく）うん、うん（笑）。

エルザ：……そ、それにしたって、登場がずいぶん遅かったじゃないですか。

一同：ごまかしたっ！（笑）

ＧＭ：「まさか馬車まで持ち出して逃にげるとは思わなかったからな。逃げることは想定していたが、馬車についてまでは私のシナリオにはない」

一同：おいっ！

ダイン：お前もヒューバードと同じかいっ！（一同笑）




　くわしくは『最強のフィアンセ』を……（以い下かり略やく）。




ＧＭ：「で、マリア王おう妃ひはどこかな？」

エルザ：教える義ぎ理りはありません！

ＧＭ：「そうか、では力ずくでこの屋敷を調べさせていただこうか。ふたつの選せん択たくから選ぶ権けん利りをやろう。この場でこの前のように私に打うち倒たおされるか、それともここで王妃を置いて逃げるか……。さて、どちらを選ぶ？」

ユンガー：ふっ、ならば逆ぎやくにふたつの選択をお前たちに選ばせてやろう。ここで全ぜん滅めつするか、マリア王妃をあきらめて逃げ帰るかだ！

ＧＭ：「これは面白いことを言う。前回あれほどの目にあったのにまだ懲こりないとみえる。ならば今回はその命を奪うばうとしよう」

エルザ：あの時のわたしたちと同じと思わないことね！

ＧＭ：「ならば、それを証しよう明めいしてもらおうか」グレゴリーは、右手に持ったアークスタッフをゆっくりと構かまえます。

ダイン：みなさん、気をつけてください！　グレゴリーが《レインボーカラー》でこちらの属ぞく性せいを変えてくるはずです。おそらく隣となりにいる魔ま法ほう使つかいが付ふ与よ担たん当とうでしょう。

ツヴァイ：よく覚えてるな～。

ユンガー：さすがダインだ。

ダイン：いや、一巻を見直しましたんで。

一同：おいっ！（笑）

ＧＭ：では、オチもついたところで、クライマックスの戦せん闘とうを始めましょう！







◆Climax 02◆黄金の狼おおかみVSバルムンク




ＧＭ：「さぁ、キミたちの力を再び見せてもらおうか」グレゴリーの言葉と共に、戦いの火ひ蓋ぶたが切られます。行動順番は……。




▼行動順番

①バルムンク（短たん剣けん）（行こう動どう値ち13）

②ツヴァイ（行動値12）

③グレゴリー（行動値12）

④ミリア（行動値11）

⑤ユンガー（行動値９）

⑥エルザ（行動値８）

⑦バルムンク（杖つえ）（行動値８）

⑧バルムンク（弓ゆみ）（行動値６）

⑨ダイン（行動値５）

[image: ]




ＧＭ：こうなっています。では、第一ラウンド、スタート！




●第一ラウンド

ＧＭ：まずはセットアッププロセスで、グレゴリー側が《陣じん形けい》を使用します！

ユンガー：何っ!?

ツヴァイ：《陣形》も持っているのかっ！

[image: ]

ＧＭ：ふっふふふ（笑）。しかも、グレゴリー側の方が【行動値】の高いキャラクターがいるので、こちらが先になります。とゆーわけで、バルムンク（短剣）が、ツヴァイとダインのいるエンゲージに走り込んできます。

ツヴァイ：来たっ！

ダイン：ミリアのエンゲージを分けておいて正せい解かいでしたね。

ユンガー：あぁ、さすがダインだ。

ＧＭ：「確たしかにその点は褒ほめてやろう」というか、ここでミリアがフリーになるのはちょっとこちらがつらい。で、さらにバルムンク（弓）が一〇メートル下がります。

[image: ]

ダイン：やはり離はなれましたか。どうします？

ツヴァイ：どうするもこうするも……どうしようもないんじゃない？（笑）

ダイン：せめてミリアだけでも突つっ込こませますか。

ユンガー：そうだな。こちらも《陣形》を使おう。

ダイン：では、ミリアがグレゴリーにエンゲージします。

ユンガー：私はグレゴリーの魔ま法ほうが届とどかない位置まで下がろう。




　お互たがいに《陣形》を使いあい、自分たちに有利な位置に動くグレゴリーとＰＣたち。その結果、戦場は混こん沌とんと化していく。




ツヴァイ：初っぱなからこんな状じよう況きようかよ。

ＧＭ：接せつ敵てきを許ゆるしてしまったグレゴリーも、苦虫を噛かみつぶしたような顔をしています。他にセットアップはない？　ないようなので、こちらから攻撃を開始します！

ユンガー：よし、こいっ！

ＧＭ：「仕方あるまい。まずは奴やつらの前線を崩くずせ！」グレゴリーの指し示じに無言でうなずき、バルムンク（短剣）がツヴァイに斬きりかかります……。

ダイン：あっ！　しまった────っ!!

一同：ん？

ダイン：《ヘイスト》を使うの忘わすれました。《陣形》の打ち合いとかしてたんで、きれいに抜ぬけてしまった……。く[image: ][image: ]っ！　失敗したっ!!

ツヴァイ：まぁ、ミスは誰だれでもあるから。

エルザ：ドンマイです！

ユンガー：次は頼たのむぞ。

ダイン：分かりました。すいません……。

ＧＭ：しかし、そのミスが致ち命めい的てきになることもある！　バルムンク（短剣）の攻撃はマイナー《インベナム》、メジャーで《連続攻撃》！

ツヴァイ：レイウォールの本ほん陣じんで戦った奴と同じパターンかよっ！

ＧＭ：いや、攻撃パターンだけじゃなく、その剣筋もよく似ています──（ダイスを振ふる）16で命中！

ツヴァイ：くっ！（ダイスを振る）回かい避ひ失敗！

ダイン：ここで毒どくを受けるわけにはいきませんね。ここで汚お名めい返上！　ツヴァイを《カバーリング》します！

ＧＭ：ツヴァイが短剣で斬りつけられるかと思われた瞬間、バルムンク（短剣）の前には鋼の巨体──ダインがみずからの身体を盾に立ち塞がります。ダメージは……（ダイスを振る）15点？

ダイン：カキーン！（一同笑）

ＧＭ：短剣を弾かれながらもそれをまったく気にすることなく、バルムンク（短剣）は表情を変えぬままツヴァイを攻撃します。《連続攻撃》の二回目……（ダイスを振る）さっきよりも高い！　17で命中！

ツヴァイ：11以上なんて出るかよっ！（ダイスを振る）失敗！




　しかし、この攻撃もダインの《プロテクション》によりノーダメージ。




ＧＭ：「確かにこの前よりは腕うでを上げたようだな」初しよ撃げきの攻こう防ぼうを見て呟つぶやくグレゴリー。

ツヴァイ：マイナーアクションでポーション飲のんで、メジャーアクションで投げられるようになったんだぞ！

一同：そこかよっ！（笑）

ＧＭ：「ほぅ、それは確かにすごいな」

一同：お前も感心するなっ！（爆ばく笑しよう）

ツヴァイ：じゃあ、僕の本当の力ってやつを見せてやるよ！

エルザ：ツヴァイくんが本気を出したっ!?（笑）

ツヴァイ：まずはマイナーで《ウィング》！　背せ中なかから白い翼つばさが展てん開かいされて、空中に舞まい上がります。

ユンガー：ツヴァイが飛んだっ!?（笑）

ツヴァイ：そして、メジャーでグレゴリーのエンゲージまで移い動どうします。終わり！

一同：終わりっ!?

ダイン：移動だけ？

ツヴァイ：うん、移動だけ（笑）。

一同：どこが本気だっ！（爆笑）

ダイン：ちょっと待って。《エンカレッジ》使います？

ツヴァイ：《エンカレッジ》？

ダイン：そう。ミリアが持っています。

ツヴァイ：おぉ～、そんなものがあったっけ。使ってくれるとうれしいかも（笑）。

ダイン：では、ミリアがそこでもう一発！　みたいなことを言って、ツヴァイに《エンカレッジ》を使用します（笑）。

ツヴァイ：サンキュー！　これが僕の本気だっ！　ということで、グレゴリーと一いつ緒しよにいる魔法使いに攻撃する。

エルザ：グレゴリーじゃなくて？

ツヴァイ：うん。たぶん、グレゴリーは一回の攻撃じゃ倒たおせそうにないから（笑）。

ダイン：何という消極的な理由（笑）。

ツヴァイ：別にいいんだよ、敵戦力の数を減らしていくのは大事なんだから（笑）。マイナーで《ラストリゾート》、メジャーで《バッシュ》！（ダイスを振る）クリティカル！

一同：クリティカルっ!?

ユンガー：ミリアの愛でツヴァイが燃もえたぞ！（笑）

ツヴァイ：そんなわけないだろっ！

ＧＭ：「ぽっ！」顔を赤らめるミリア。

ツヴァイ：お前も照れるなっ!?（一同笑）




《ブレットレイブ》のために回かい避ひ判はん定ていのダイスが一個こ減へってしまっては避よけられるはずもない。ここでさらにツヴァイは《ボルテクスアタック》も使用する。バルムンク（杖）は自分に《プロテクション》を掛けてダメージを減らすが、それでも25点のＨＰダメージを受ける。
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ユンガー：《プロテクション》まで持っているのかっ!?

ＧＭ：《プロテクション》がなければ即そく死しだった（笑）。

ダイン：しかし、ここで敵が《プロテクション》を持っていることが分かったのは、ラッキーですね。このあとの戦術が立てやすくなります。

ツヴァイ：結果オーライってやつだな（一同笑）。

ＧＭ：「だが、そのような運に頼たよっているだけで生き残ることなどできん」次はグレゴリーの行動。マイナーで《ファストドロウ》、メジャーで《レインボーカラー》を使用して、ツヴァイ、エルザ、ダイン、ミリアの属ぞく性せいを〈風〉に変へん更こうします！

一同：きたぁ────────っ！

ユンガー：させるかっ！　《インタラプト》で《レインボーカラー》を打ち消す！

ＧＭ：「まだまだ甘あまいな！　やれっ!!」その《インタラプト》を《インタラプト》！　ユンガーが動く前に、バルムンク（短剣）が手首の革かわバンドから投げナイフを抜ぬいて、ユンガーに投げつけてその動きを止めます。

ユンガー：くっ！

ツヴァイ：《インタラプト》まで持っているのかよ！

ダイン：やはり、あの時の短剣使いと同じデータのようですね。

エルザ：そういえば、カテナ隊長を見み張はっていたバルムンク兵も《インタラプト》を持っていましたっけ。

ツヴァイ：どうりで奴やつがこれ見よがしに《インタラプト》を使ったわけだ。こういう伏ふく線せんだったのかよっ！

エルザ：それで、先ほど剣筋が似ていると言ったんですね。

ＧＭ：さすがにそれだけじゃ分からないか。う～ん、申し訳ないです。それはともかくとして、ユンガー以外は回避判定をどうぞ。こちらの判定は……（ダイスを振る）21です。

ツヴァイ：そりゃ、クリティカルでもしない限かぎりムリだって。




　フェイトを使用したとしても回避が難むずかしいツヴァイ、エルザ、ダインの三人は、フェイトを温おん存ぞんして回避失敗となる。

　だが、ミリアは……。




ダイン：《ダンシングヒーロー》を使用して、さらにフェイトを１点使用すれば、７＋５Ｄで回避できます。

ユンガー：５Ｄで14以上か……。

ツヴァイ：いけるんじゃない？

エルザ：ミリアちゃん、がんばれっ!!

ツヴァイ：僕はちゃんと役目を果たしたぞ！　次はミリアの番だっ!!（一同笑）

ダイン：頼む避よけてくれ……えいっ！（ダイスを振る）げっ！　１が三つもあるっ!!

ツヴァイ：ダメか……。

ユンガー：いや、合計すれば14あるんじゃない？

ダイン：え～と、３＋５＋６だから……本当だっ！　回避成功っ!!

ＧＭ：何っ！　避けられたっ!?

ツヴァイ：よくやったぞ、ミリア！




　このミリアの回避によって、勢いきおいに乗る〝黄金の狼〟たち。集中攻撃とばかりに、ミリアがバルムンク（杖）に攻撃。ダメージロールにフェイトを乗せたミリアの二本の短剣は、《プロテクション》で削けずられながらも11点のダメージを与あたえる。

　さらにユンガーもバルムンク（杖）を攻撃し……。




ユンガー：よしっ！　クリティカルだっ！

エルザ：しかも６が三つも出てますよっ！

ツヴァイ：おぉ～、すげぇ[image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：回避はクリティカルのみ……（ダイスを振る）ダメだ、出ないっ！

ユンガー：じゃあ、《ブルズアイ》も使用します。基き本ほんのダメージが10＋２Ｄで、《サプライザル》で＋３Ｄ、クリティカルで＋３Ｄ、《ブルズアイ》で＋４Ｄです！

ＧＭ：10＋12Ｄっ!?　フェイトを使わずにそれかっ！

ユンガー：いきます！　（ダイスを振る）10、20、30、41＋10だから51点です。

一同：51点っ!?

ＧＭ：《プロテクション》を使ってもそれは止められない！　くっ、ユンガーの放った矢が雷かみなりをまといながら、ミリアとツヴァイの隙すき間まを擦すり抜ぬけるようにしてバルムンク（杖）に直ちよく撃げき！　《プロテクション》を張はる間もなく、バルムンク（杖）が倒たおれます。

ユンガー：ふっ！　雷らい鳴めいの弓ゆみを構かまえたままニヤリと笑います。

ＧＭ：「貴き様さま、どこから……」ユンガーの死角を突ついた攻撃に驚おどろくグレゴリー。

ユンガー：（渋しぶい声で）次はお前の番だ。

エルザ：でも、その前にわたしの番です（笑）。さて、どこに攻撃しましょう？

ダイン：グレゴリーに集中攻撃というのが理想ですが、魔法使いは魔法防ぼう御ぎよ力りよくが高いことが多いですからね。

ツヴァイ：バルムンク（短剣）は避ける可か能のう性せいが高いな。

エルザ：じゃあ、バルムンク（弓）を狙ねらいます。マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《ファイアボルト》……（ダイスを振る）20です！

ＧＭ：クリティカルのみ……（ダイスを振る）回避失敗！

エルザ：当たりましたっ！　《マジックフォージ》とフェイトも使っちゃいますね。

ダイン：はい。ここはぜひ全力でお願いします。

エルザ：フェイトも全部残っているので４点使って……これで18Ｄになります。

ツヴァイ：すげぇ～、18Ｄか（笑）。

ダイン：さすが〝炎ほのおの申し子〟と呼よばれるだけのことはありますね（一同笑）。

エルザ：はい。それじゃあ、いきますよ[image: ][image: ]えいっ！（ダイスを振る）




　ザラザラと音を立てながら、テーブルの上を転がる一八個のダイス。




ダイン：おっ！　５とか６の目が結構ありますね。

エルザ：う～ん、でも１とか２も結けつ構こう多いですね。

ユンガー：さすがにこれでは倒たおせないか。

エルザ：えっと……53点のダメージですね！

ＧＭ：バルムンク（杖）が倒れてしまったので、《プロテクション》はもう使えないから……うぐっ！　ＨＰが45点も減った。

エルザ：ダイス目はあまりよくなかったですけど、そこそこいきました！

ツヴァイ：これなら、次のラウンドで落とせるんじゃないか？

ユンガー：うむ。次は弓を持っている奴に集中攻撃だな。




　続くダインは、バルムンク（弓）からの攻撃後に《ヒール》を使用することを考えて、待機を選せん択たくする。

　案あんの定じよう、バルムンク（弓）は《バーサーク》（＊）《ホークアイ》（＊）《ガルーダアイ》（＊）で、ツヴァイとミリアに対して攻撃するが……。




ダイン：（ミリアの回避をロールして）回避成功！

ツヴァイ：こっちも成功だ。




　矢は当たらなかった。




ＧＭ：うぐぅっ！　せっかくプリベントクロスボウ持たせたのに……。一点でもＨＰダメージを与えれば、次に行なうあらゆる判定のダイスを一個減らせるのに……。

ツヴァイ：げっ！　そんなもので撃うってきたのか……。危あぶないところだった（笑）。

ＧＭ：次は当ててみせよう（笑）。で、最後はダインです。

ダイン：さて、次は私の番ですが、《ヒール》を使う必要がなくなってしまいました（笑）。

エルザ：ダメージを受けませんでしたからね（笑）。

ツヴァイ：とりあえず、ＭＰを回かい復ふくしたら？

ダイン：いえ、まだＭＰに余よ裕ゆうはありますから……そうだ！　メジャーで《ポーションピッチ》を使って、ツヴァイに火酒を投げます。物理ダメージに＋２のボーナスがつきますよ。

ツヴァイ：それはいい！　ちょっとでもダメージが上がるのはうれしい。

ダイン：お酒なので未成年には毒どくかもしれませんが（笑）。

ＧＭ：いや、アイテムの解説には〝酒〟と書いてないから問題ないかと。ほら、甘あま酒ざけも〝酒〟ってついているけど、アルコール飲料じゃないから（笑）。

ダイン：では、《ポーションピッチ》で火酒をツヴァイに投げます。ビシッ！

ツヴァイ：うぃっ！　ゲロゲロゲロ……（一同笑）。

ＧＭ：だから、酔よっぱらわないって言ってるでしょうがっ！（笑）





（＊）《バーサーク》　ウォーリアのスキル。武器攻撃のダメージを増やす。ただし、回避判定のダイスが一個減少する。

（＊）《ホークアイ》　レンジャーのスキル。射撃攻撃のダメージを増やす。

（＊）《ガルーダアイ》　レンジャーのスキル。《ホークアイ》による攻撃を「範囲（選択）」に変更する。






●第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアップ！

ダイン：それでは《ヘイスト》を……。

ＧＭ：ちょっと待った！　その前にこちらのギルドスキルからいきますよ～。

ユンガー：まだ何かあるのか？

ＧＭ：ギルドスキルの《精せい霊れい王おうの導みちびき》を使用します。属性は〈地〉！　これで、こちらの与える〈地〉属性のダメージが＋３Ｄされます。

ツヴァイ：まだギルドスキルを使ってくるのかよ！

ＧＭ：さらに《地の紋もん章しよう》というギルドスキルも持っているので、そこに＋１Ｄ追加されて、合計で４Ｄ追加されます！

一同：何だって────っ!?

ＧＭ：あ、さらに《陣形》も使って、バルムンク（弓）をグレゴリーと同じエンゲージに移動させますね。

ダイン：射しや手しゆをわざわざ引ひき寄よせたということは、グレゴリーをかばわせるつもりかな？

ＧＭ：ふっふふふ（笑）。ということで、こちらのセットアップは終しゆう了りよう！

ダイン：では私の番ですね。ミリアに《ヘイスト》を掛かけます。これでミリアがグレゴリーよりも先に動けますからね。（ダイスを振る）判定は成功！




　ダインは《ヘイスト》の効こう果かで３を出し、これでミリアの【行動値】が14となり、一番最初の行動となる。

　エルザの魔法をかばわれないようにと、ミリアはバルムンク（弓）に斬きりかかる。もともと《バーサーク》中のバルムンク（弓）が避けられるはずもなく、ミリアの攻撃は命中。ダメージにフェイトを１点使用するが、バルムンク（弓）のＨＰは３点を残し、わずかの差で倒たおすことができない！




ＧＭ：うぉぉぉっ！　ギリギリ残った────っ!!

ダイン：ちっ！　倒せなかったか……。

ＧＭ：ここでバルムンク（弓）が倒されては、何のためにグレゴリーのところまで移動させたか分からなくなりますからね。危ない、危ない（笑）。

ツヴァイ：その笑顔が嫌だ（笑）。

ＧＭ：さて、次はバルムンク（短剣）は……げっ！　ダインとエンゲージしているのか。

ダイン：ふっふふふふ。さぁ、来たまえ（笑）。

ＧＭ：となると、このエンゲージから離脱してもグレゴリーのところに行けないから、ダインを攻撃するしかないのか～。

ダイン：僭せん越えつながらお相手しましょう（笑）。

ＧＭ：たぶんダメージいかないんだよな～。《インベナム》＋《連続攻撃》！　おっ！　一回目の攻撃はクリティカル！

ダイン：《プロテクション》で20点軽けい減げんしてノーダメージです（笑）。

ＧＭ：二回目の攻撃！

ダイン：そちらは何もせずにノーダメージ（一同笑）。

ＧＭ：「何という固かたさだ……」今まで一言も発しなかったバルムンク（短剣）が、思わず呟つぶやいてしまいます。

ダイン：身も心も、鋼はがねですゆえ。

ツヴァイ：心もかよっ！

ダイン：はっはははは（笑）。それがエクスマキナというものです。

ツヴァイ：そういう問題じゃないだろって（笑）。えーと、次は僕の番だな。いったん、僕はエンゲージを離はなれるよ。確か、グレゴリーは範はん囲い攻撃を持っていたような気がするから。

エルザ：そういえばそうですね。

ツヴァイ：マイナーでエンゲージから移動して、メジャーで《バッシュ》を使用する。目もく標ひようはグレゴリー！（ダイスを振る）19で命中！

ＧＭ：グレゴリーはバルムンク（弓）に《キャスリング》（＊）を使用して、自分に《カバーリング》させます。「貴様は私の盾たてとなれ！」

ダイン：（バルムンクとなって）「わ、私はあなたの右みぎ腕うででは？」

ＧＭ：（右腕を叩たたきながら）「私の右腕はここにある」（一同笑）

ツヴァイ：基本だな（笑）。（ダイスを振る）えーっと、ダメージは37点ね。

ＧＭ：「ぎゃ────っ！」バルムンク（弓）は倒たおれました。

ユンガー：よし！　ふたり目！

ＧＭ：「役に立たん奴だ……」目の前に倒れ伏ふす部下を見下ろして呟つぶやくグレゴリー。

一同：あんたが盾にしたんだっ！（一同笑）

ＧＭ：（無む視しして）「だが、その命はムダではないぞ」グレゴリーはアークスタッフを前に突つき出すと呪じゆ文もんの詠えい唱しように入ります。マイナーで《ファストドロウ》を使用して、目標をツヴァイ、エルザ、ダイン、ミリアに。

ツヴァイ：しまった！　《ファストドロウ》じゃ、エンゲージ離れた意味ないじゃん!!

ＧＭ：ちなみに前回も同じですよ（笑）。そして、メジャーで《ダブルキャスト》＋《アースブレット》＋《ランドフィッシャー》！

一同：きた────っ！

ＧＭ：「我わが力の前に、今一度ひれ伏すがいい」（ダイスを振る）22！




　グレゴリーの魔ま力りよくによって隆りゆう起きした大地が津つ波なみのように変化し、四人に襲おそいかかる。

　ツヴァイ、エルザ、ダインは回避に失敗。

　だが……。




ダイン：ミリアは《ダンシングヒーロー》を使用して……（ダイスを振ふる）22！　回避に成功しました！

一同：おぉ[image: ][image: ]。

ユンガー：ミリア、やるなぁ～。

エルザ：ミリアちゃんはクライマックスで活かつ躍やくする子なんですよ。

ＧＭ：うぉ～。ＰＣに全部命中したのに、妙みように悔くやしいのはなぜ？（笑）

ダイン：ダインは避よけられなかったけど、こっちは妙に嬉うれしい（一同笑）。

ＧＭ：くっ……。まぁ、避けられたものはしかたない。では、ミリア以外の人はダメージを受けてください。（ダイスを振る）33点の〈地〉属性ダメージです。ただし、対たい抗こう属性の魔法ダメージなので、魔法防ぼう御ぎよ力は０でお願いしま～す。

ツヴァイ：それが痛いたいんだよな～。

エルザ：あの～、33点も受けたら、ＨＰが０になっちゃうんですけど……。

一同：えぇっ!?

ダイン：（慌あわてて）エルザさんに《プロテクション》！　《プロテクション》！




　しかし、《プロテクション》でもすべてのダメージを防ふせぐことができず、エルザは転てん倒とうしてしまう。もちろんツヴァイも転倒。ダインのみ《インデュア》を使用し、転倒をなんとか防ふせいだ。




ユンガー：大だい丈じよう夫ぶか、みんな！

エルザ：ＨＰはあと11点です。

ツヴァイ：こっちはあと15点。

ダイン：私はまだ26点残っています。

ＧＭ：「ほぅ、どうにかひとりは避けたようだが……。まぁ、いい。次の魔法まではかわせまい」再び呪文の詠唱を開始するグレゴリー。《ランドフィッシャー》の判定は……（ダイスを振る）うっ、さっきよりも低い……。19ですね（笑）。

ツヴァイ：19でも転倒しているから避けられないって！

エルザ：わたしも回避で一個しか振れませ～ん。

ダイン：私は倒れていませんけど、19なんて出せません。なので──（ユンガーに）ここで《蘇そ生せい》をお願いします。

ツヴァイ：さっきと同じくらいのダメージが来ると、絶ぜつ対たいに助からないもんな。何せ、残りＨＰが11（笑）。

ユンガー：分かった。《蘇生》を使おう。

ダイン：あと、エルザさんは自分に《ガーディアン》を使うことになるかと。今回は《プロテクション》は使えません。

エルザ：分かりました！

ダイン：あとはミリアが回避してくれれば……（ダイスを振る）おおっ！　19！　避けたっ！

エルザ：ミリアちゃん、えらいっ！（笑）

ＧＭ：また、お前か（笑）。




　だが、避けることができたのはミリアだけ。残るツヴァイ、エルザ、ダインは34点のＨＰダメージを受けてしまう。もちろんエルザはこのダメージを耐たえることができないので、自分に《ガーディアン》を使用し、かろうじて戦せん闘とう不ふ能のうを防ぐ。




ＧＭ：「前回同様、我が魔法を耐たえきるか……。やはり貴様らを生かしておくのは危き険けんなようだ。ここで引いん導どうを渡わたさねばならぬようだな」

ユンガー：そうはさせるか！　《ディスアピア》《サプライザル》でグレゴリーを攻撃！（ダイスを振る）命中は30！　貫つらぬけっ!!

ＧＭ：30っ!?　それはクリティカル以外はムリ……（ダイスを振る）回避失敗。

ユンガー：ダメージにフェイトを２点使って……（ダイスを振る）33点のダメージ！

ＧＭ：再び死角から飛来するユンガーの矢は、見事にグレゴリーの肩かた口ぐちに命中します。苦く悶もんの表ひよう情じようを浮うかべるグレゴリー。「ぐっ！　また、貴様かっ!!」

ユンガー：目の前にばかりいるのが敵てきじゃない。こっちを忘わすれてもらっては困こまるな。

ＧＭ：痛いたみをかえりみずに、グレゴリーはみずからの身体に突つき刺ささったまま矢を折ると、いまいましそうに投なげ捨すてます。ちなみに、グレゴリーは《バッドステータス無む効こう》を持っているので、バッドステータスの放心は受けません。

ユンガー：ふっ、ダメージを与えることができれば十分だ。次はエルザだ！

エルザ：はいっ！　転倒したまま《ファイアボルト》を撃ちま～す。

一同：またかっ！（笑）

エルザ：だって、マイナーで《マジックサークル》が使えないともったいないじゃないですか。もし、ダメだったらフェイトで振り直しますから。

ツヴァイ：まぁ、それもありか（笑）。

エルザ：じゃあ、いきます！（ダイスを振る）ちょっと低いかも……６＋11で17！

ＧＭ：とはいえ、グレゴリーの回避はあまり高くない……（ダイスを振る）回避失敗！　エルザの魔力によって生み出された炎ほのおが、さきほどユンガーの矢が突き刺さった場所に命中する。「くっ！　貴様……まだ動けるのかっ!?」

ダイン：彼かの女じよこそ、〝炎の申し子〟とあだ名されたエルザ・ブルックスです。なめてもらっては困りますね（笑）。

ＧＭ：「何っ？　貴様があのエルザ・ブルックスか……」

エルザ：えぇ───っ！

一同：知っているのかよっ！（笑）

ＧＭ：「とある偉い大だいな魔ま術じゆつ師しに師し事じしたが、あまりの寝ね起おきの悪さにその魔術師もあきれたという……」

ツヴァイ：適てき当とう言うなっ！（一同笑）

エルザ：そんなに寝起きは悪くないですよ。ちょっと目覚まし時計を壊こわすくらいで（笑）。

一同：十分だって（笑）。

エルザ：（ごまかすように）えーっと……それじゃあ、ダメージいきまーす。フェイトも全部使って13Ｄ……（ダイスを振る）ダメージは41点です！




　エルザの魔力によって創つくり出された炎の塊かたまりが、グレゴリーへ直撃する。これによって、グレゴリーの残りＨＰは11。力あるソーサラーとはいえ、しょせんは魔法使い。グレゴリーのＨＰはそれほど高くない。

　だが、最後に行動するダインに攻撃手段はない。そこでダインは、ツヴァイのバッドステータスを回復するために、《ポーションピッチ》を使用して彼に万ばん能のう薬やくを投げた。グレゴリーよりもツヴァイの方が【行動値】が高く、先に行動できるためだ。

　しかし……。





（＊）《キャスリング》　フォーキャスターのスキル。他のキャラクターが《カバーリング》を使用できるようになる。






●第三ラウンド
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ＧＭ：まずはグレゴリーがセットアッププロセスで、《アンパッサン》を使用します！

ツヴァイ：げっ！　そんなスキル持っていたっけ？

ＧＭ：「前回は使う間もなく部下が倒たおれたからな」とゆーことで、バルムンク（短剣）を自分のいるエンゲージへと移動させます。「次はお前が私を守るのだ」「はっ！　グレゴリー様」（一同笑）

ダイン：また壁ができましたね（笑）。

ツヴァイ：グレゴリーよりも先に攻撃できるのは僕だけだから……。

ダイン：もう一回グレゴリーの魔法を受けることになりますね。

エルザ：えぇ[image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：《精霊王の導き》の効果は、一ラウンドで終了ですから多少ダメージは下がりますよ。

ダイン：とはいえ、こちらの魔法防御力は０になるし、防御系けいの切り札は全部使ってしまいましたからね。

ツヴァイ：攻撃系の切り札ふだもないぞ。《ボルテクスアタック》も《ブルズアイ》も《マジックフォージ》も使っちまったからな。

ダイン：《ヘイスト》を使えば、グレゴリーよりも先に攻撃できるようになりますが……。

ユンガー：なら頼む。やらないよりはやった方がマシだ！

ダイン：では、ユンガー隊長に《ヘイスト》を……（ダイスを振る）判定は成功しました。効果は……（ダイスを振る）５点上じよう昇しようです。

ユンガー：これで【行動値】が14になって、私がトップになったな。どうせ、《カバーリング》されるだろうが……グレゴリーに攻撃！　いつもどおり消えて撃うつ!!




《ディスアピア》＋《サプライザル》によって放たれたユンガーの矢は、狙ねらい違たがわずグレゴリーに命中する。だが、やはりグレゴリーは《キャッスリング》を使用して、バルムンク（短剣）に自分を《カバーリング》させる。ユンガーはここでもフェイトを使用し、バルムンク（短剣）に31点のＨＰダメージを与えることに成功する。

　次に行動するのはバルムンク（短剣）。だが、放心状態の彼の攻撃は《連続攻撃》の片かた方ほうしかミリアに当たらず、しかもダインの《プロテクション》によってダメージすら与えることができない。

　ユンガーに続いてツヴァイもグレゴリーを攻撃するが、これも《キャッスリング》で防ふせがれてしまう。ここでバルムンク（短剣）を倒たおさないと、このラウンドにグレゴリーを倒すことはできないという状態の中──。




ツヴァイ：フェイトを２点使用してダメージは……（ダイスを振る）39！　倒れろっ!!

ＧＭ：物理防御力の８点を引くと──うぐっ！　ちょうどＨＰが０です！

ツヴァイ：よしっ！

一同：やった────っ！

ＧＭ：バルムンク（短剣）はツヴァイの銃じゆう弾だんを受け、その場に倒れ込こみます。「ふっ、どうやらここまでのようだな。だが、最後まで抗あらがわせてもらおう」ここでグレゴリーが何人か倒せば、まだ分かりませんからね。

エルザ：次の順番は、グレゴリーですか？

ツヴァイ：ああ。だけど、これさえ耐えきれば……。

ＧＭ：「ならば耐えきってみせろ！」マイナーで《ファストドロウ》、メジャーで《ダブルキャスト》《アースブレット》《ランドフィッシャー》！　目標はツヴァイ、エルザ、ダイン、ミリア！（ダイスを振る）３Ｄ振ふって９？　ダイス目がさらに悪くなってるし。魔術判定の達成値は17！

ツヴァイ：17っ？　それなら何とかなるかもっ！

エルザ：転倒しているわたしは絶対にムリです。

ダイン：ミリアは最後の《ダンシングヒーロー》を使えば避よけられるとして、ここで私が避けないともしかしてダメ？

ツヴァイ：次のラウンドに《ヘイスト》が飛ばせなくなるからね。僕が攻撃を外すと終わるかも……うわっ！　前巻の悪あく夢むを思い出しちまった（一同笑）。




『天に月、地に剣』のＰ[image: ]をご覧ください。




ダイン：となると、絶対に回避しないとダメなのか……。




　ダインの緊きん張ちようをよそに、フェイトを２点使用したツヴァイ、《ダンシングヒーロー》を使ったミリアは回避に成功する。

　そして、ダインの回避判定──。




ダイン：ここで出し惜おしみしてもしかたない。フェイトを３点使用して回避します！

エルザ：ダインくん、がんばって！

ダイン：いきますよ。ていっ！（ダイスを振る）で、出たっ!?　クリティカルっ!!

一同：クリティカルっ!?

エルザ：本当だ～。ダインくん、すごいっ！

ユンガー：ダイン、よくやったっ！




　しかし、転倒しているエルザは回避に失敗。グレゴリーが放った《アースブレット》のダメージは20点。だが、ダインが残ったフェイトをすべて使った《プロテクション》によって、エルザの受けたダメージはわずかに６点。

　二撃目の《ランドフィッシャー》はダイン、ミリア、エルザの三人に命中したものの、与あたえたダメージは22点。エルザのＨＰが残り１点まで追おい込こまれるも、誰だれひとり戦闘不能にならなかった。




エルザ：なんとか生き残りましたっ！　転倒してさらにマヒしてますけど（笑）。

ツヴァイ：僕も残りＨＰが14で、フェイトが２点しか余あまってない。

ユンガー：無ぶ事じなのは私だけか……。

ダイン：ええ。ミリアもマヒしてしまいました。そして私のＨＰは残り３点です。

ツヴァイ：うわっ！　ということはミリアは《ソードダンス》が使えないのか……。

ダイン：はい。たぶん、ミリアの攻撃力ではグレゴリーを倒すことはできないかと。ですから、あとはエルザさんにお願いすることになりますね。

エルザ：えっ!?　わたしですかっ！　でも、マヒと転倒ですよ？

ダイン：大だい丈じよう夫ぶ。そこは私がなんとかします。エルザさんは待機をお願いします。

エルザ：わ、分かりました。

ダイン：最悪ミリアに攻撃してもらうということで待機させます。《ソードダンス》を使わなくても、グレゴリーにダメージを与えることができるかもしれませんから。

エルザ：で、次のわたしは待機をすればいいんですね？

ダイン：はい。

ＧＭ：では、次はダインの番。

ダイン：まずマイナーでマヒを解かい除じよします。そして、メジャーで《ポーションピッチ》を使用！　エルザさんに万ばん能のう薬やくを使用します。

ツヴァイ：もう一本あったのかっ!?

ダイン：ええ。しかし、これが最後です。でも、これでエルザさんが受けているバッドステータス──転倒とマヒは回復しますよ。

一同：おぉ─────っ！

エルザ：ダインくん、ありがとうっ！

ダイン：いえいえ。その代わり、あとはお願いしますよ。

ユンガー：頼たのんだぞ、エルザ。

ツヴァイ：エルザ姉ちゃん、任まかせたっ！

エルザ：はいっ！　《マジックサークル》と《ファイアボルト》で、グレゴリーを攻撃します！　もうフェイトは残ってないので、これが全力です！

ＧＭ：「まだ、起き上がれるというのかっ!?」

エルザ：戦っているのはわたしだけじゃないから。ツヴァイくんも、ダインくんも、ユンガー隊長も、ミリアちゃんも一いつ緒しよに戦っているから……ここで負けるわけにはいかないんです！（ダイスを振る）14＋11で25！

ＧＭ：それはクリティカルでないと……（ダイスを振る）くっ！　回避失敗!!　エルザの気き迫はくに押おされて、グレゴリーは迫せまり来る火か弾だんを避けることすらできない！

エルザ：ダメージは10Ｄで……（ダイスを振る）36点です！

ＧＭ：「ぐっ！　こんなところでぇぇっ!!」

エルザ：燃もえ尽つきなさいっ！




　吸い込まれるようにグレゴリーへと命中し、爆散する炎の矢。あっという間に、グレゴリーの身体が炎に包まれる。

　グレゴリーの残りＨＰは11点。魔法防御力を引いたととしても、エルザが放った《ファイアボルト》の36点というダメージを耐えることはできない。

　グレゴリーの身体はあっという間に炎に包まれる。

　二歩、三歩と、グレゴリーはよろめくようにあとずさると、炎を身にまとったまま崩くずれるようにその場に倒たおれ込こみ──そして、そのまま動かなくなった……。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆赤き翼つばさ




ＧＭ：では、ここからはエンディングフェイズになります。

エルザ：なんとか倒たおしました～。

ダイン：ところでグレゴリーのＨＰの残りは何点だったんですか？

ＧＭ：11点。防ぼう御ぎよ力りよくは物理も魔ま法ほうも両方とも10点です。

ツヴァイ：ということは、21点以上のダメージが必要だったってこと？

ＧＭ：そうですね。

ダイン：エルザさんに攻こう撃げきしてもらってよかった～。ミリアだとダメージロールのダイス目で10以上出さないと倒たおせないわ。

ユンガー：いい判はん断だんでしたね。さすが、ダイン。

ダイン：いえいえ。単にＮＰＣが倒しちゃうのはどうかな～と思っただけですから（笑）。

ツヴァイ：そういう理由かっ！（一同笑）

ユンガー：まっ、結果的には正せい解かいでしたね。

エルザ：さすがですね～。

ダイン：いえいえ。

ＧＭ：さて、それではエンディングといきましょうか。

ツヴァイ：グレゴリーにとどめを刺ささなかったことにして、いろいろ訊きいてもいい？

ＧＭ：もちろんです。

ユンガー：では、まずアヴェルシア王国の竜りゆう輝き石せきを、何に使うつもりだったか訊かせてもらおうか。

ＧＭ：「そんなことまでは知らん。私はただアヴェルシア王国の〝王威の竜輝石〟を手に入れろと言われただけだ」

エルザ：知らない？

ＧＭ：「同じバルムンクの〝銃剣ベイオネツト〟に協力していただけだからな。知りたければ奴やつにでも訊くんだな」

ダイン：〝銃剣ベイオネツト〟って、アドルフィスに変へん装そうしている奴？

ＧＭ：そうです。もっともＰＣはそのことは知りませんが（笑）。

ツヴァイ：じゃあ、〝銃剣ベイオネツト〟って誰だれだ？

ＧＭ：「ふっ、そこまで教える義ぎ理りはないな」

ツヴァイ：分かんないままかよっ!?（一同笑）

ダイン：いえいえ。グレゴリーが協力していたという話と、私が立ち聞きした話から考えれば、〝銃剣ベイオネツト〟がアドルフィス・ハーリングであることは分かりますから（笑）。

ＧＭ：まぁ、そうですね（笑）。

エルザ：じゃあ、あなたたちバルムンクの目的は何なんですか？

ＧＭ：「それこそ教えると思うか？　それにもう私が答えることはできないだろう」

一同：えっ？

ＧＭ：グレゴリーがそう言った瞬しゆん間かん！　キミたちの横を深しん紅く色をした何かが通り過すぎます！

ツヴァイ：何だ？

ＧＭ：「ぐはっ！」口から真まっ赤かな血を吐はき、絶ぜつ命めいするグレゴリー。彼の腹はらには、火か焔えんに似にた刃はの真っ赤な剣けんが突つき刺ささっています。

ユンガー：剣が空から降ふってきた？　弓ゆみを構かまえて空を見上げます！

ＧＭ：ユンガーの視し線せんの先には、降ってきた剣の色のような深紅の翼つばさを広げた人ひと影かげが浮ういています。その左手にはグレゴリーを殺あやめたものと同じ剣が握にぎられています。

ダイン：もしかして、顔がツヴァイに似にています？

ＧＭ：（ニヤリ）もちろん。「それ以上喋しやべられては困こまりますからね。申しわけありませんが、命を奪うばわせてもらいました」顔こそツヴァイによく似ていますが、口調は丁てい寧ねいです。

ダイン：その声に聞き覚えあります？　オープニングで聞いた声とか……。

ＧＭ：当たりです！

ダイン：やっぱり……。

ツヴァイ：ということは、お前がアインかっ!?

ＧＭ：「ほぉ、もう私の名前をご存ぞんじでしたか。まぁ、おおかたドライが口を滑すべらせたんでしょうがね。そう、私の名前は〝火焔剣フランベルジユ〟のアイン」

ツヴァイ：〝火焔剣フランベルジュ〟ってことは、お前もバルムンクかっ!?

ＧＭ：「ええ、そうです」

[image: ]

エルザ：竜輝石を奪いに来たのっ!?

ＧＭ：「そのつもりでしたが……〝大弩アーバレスト〟を倒した褒美に、アヴェルシアの竜輝石はあなた方に預あずけておくことにしました。それがここにある分には、それほど問題にはならないでしょうから」

ユンガー：何？　どういうことだ？

ＧＭ：「まだ分からないのですか？　すでにマリア王おう妃ひの存そん在ざいは抹まつ消しようされたに等しいのですよ？　〝黄金の狼おおかみ〟を名乗る賊ぞくどもにさらわれて行方ゆくえ不明──まぁ、そんなところが妥だ当とうな線じゃないですか。アヴェルシアはレイウォールに飲のみ込こまれて、その長き歴史を終えるのです。そんなところにのこのこと王妃が出てきて、無ぶ事じですむわけがないじゃないですか」

ダイン：確たしかにそのとおりです。アヴェルシアを手中に収めてしまえば、レイウォールにとってマリア妃殿下は邪魔な存在──アヴェルシア王妃を名乗る狼ろう藉ぜき者ものとして、レイウォールに処しよ断だんされてしまう可か能のう性せいが高いでしょう。真実はすべて隠されたまま……。

エルザ：そんな[image: ][image: ]。じゃあ、お腹なかの……。

ダイン：（エルザの言葉をさえぎる）それは言ってはいけません。

ＧＭ：ダインの判断は正しい。バルムンク側はそこまで事じ情じようは知らないからね（笑）。

エルザ：そっか。

ツヴァイ：マリア王妃が身ごもっていることは知らないのか。

ＧＭ：そういうこと。だから、アインもマリア王妃がいる限かぎり、アヴェルシアの竜輝石はラドフォード伯はく領りように安置しておくしかないと思っているわけ。何しろ、マリア王妃がここにいることを知っているのは、キミたちとアインだけだからね。

ツヴァイ：じゃあ、最後に教えてくれっ！　お前は一体何者なんだ？

ＧＭ：「私？　キミが知りたいのは自分のことじゃないのか？」

ツヴァイ：……。

ＧＭ：「自分のことが知りたかったら、キミの母親にでも訊くがいいさ。もし、訊くことができれば──だけどね」口角を上げ、あざ笑うかのような笑みを浮うかべるアイン。

ツヴァイ：訊くことができればって……まさかっ!?

ＧＭ：「どうやら私もお喋りが過ぎたようですね。機会があればまた会うこともあるでしょう。では──」アインはキミたちに軽く会え釈しやくをすると、巨きよ大だいな翼を羽ばたかせて飛び去っていきます。

ツヴァイ：待ちやがれっ！　追いかけるために僕も翼を広げます！

ＧＭ：じゃあ、そんなツヴァイをミリアが抱だき止とめます。「その身体じゃムリだよ。追いかけても返かえり討うちに遭あうだけだって！」

エルザ：そ、そうですよ。

ダイン：せめて怪け我がを治してからでないと……。

ユンガー：落ちつけ、ツヴァイ。

ツヴァイ：くっそー、言いたいことだけ言いやがって……。




　アインの深紅の翼はみるみる小さくなっていき、やがて見えなくなった。

　だが、ツヴァイはいつまでもいつまでも、アインが消えた先を見つめていた。まるで、アインの姿すがたを忘わすれないようにするかのように……。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：とゆーとこで、今回のシナリオは終しゆう了りようになります。ただ、第三巻の物語をどうするかに関わってきますので、各ＰＣがこのあとどうするかを決めてください。

エルザ：どうするか？

ＧＭ：ええ。ツヴァイはアインを追いかけるか、母親のところに行くかしたいでしょ？

ツヴァイ：そうだな。

ＧＭ：マリア王妃をラドフォード伯領まで護ご衛えいしたことで、〝黄金の狼〟としての仕事は終了しました。なので、ここから先は各ＰＣがどうしたいかを決めて欲ほしいんです。

エルザ：みんな、バラバラになっちゃうってことですか？

ＧＭ：それもありだと思っています。そして、ここで半年から一年くらい時間を飛ばして、第三巻ではその後のＰＣたちを描えがいていこうかと（笑）。

ユンガー：それって、キャラクターのレベルも飛ばすってことですか？

ＧＭ：もちろん。ただし、どのくらいのレベルにするかは、シナリオを考えてからになりますけどね。『アリアンロッド・サガ』は戦せん記き物ものなので、こういうのもありなんだよ、というのを読者の皆みなさんに見てもらいたいですし。

エルザ：へぇ～、それは面白そうですね。

ＧＭ：なので、最後に各ＰＣのエンディングでそれぞれがどうなったかを書こうと思っているんですよ。では、個こ別べつのエンディングに移うつりましょう！







◆Ending 02◆狼の魂たましい




ＧＭ：まずはユンガーのエンディングからいきましょう。グレゴリーとの戦いが終わったあと、キミたちはしばらくラドフォード伯の別べつ荘そうに厄やつ介かいになっています。そして、数日後。すっかり傷きずも癒いえて……という状じよう態たいです。

ユンガー：じゃあ、まず私は〝黄金の狼〟のメンバー全員を集めます。

一同：はーい。

ユンガー：今回は全員よくやってくれた。

ツヴァイ：王妃様を無事助けたからな。

ダイン：しかし、これで〝黄金の狼〟も終わりですね。

エルザ：何しろ犯はん罪ざい者しやですからねぇ（笑）。

ユンガー：そのとおりだ。だから、私も〝黄金の狼〟を解かい散さんしようと思っていた……戦いが終わった直後はな。

一同：え？

ダイン：思っていた……ということは解散しないということですか？

ユンガー：（ニヤリと笑って）ああ、〝黄金の狼〟は解散しない。

ツヴァイ：でも、僕は母さんのところへ……。

ユンガー：分かっている。それぞれにこれからやりたいこと、やるべきことがあるだろう。だから、〝黄金の狼〟から分かれて行動を取る者には暇ひまを出すことにする。その代わり、為すべきことが終わったら必ず戻もどってくるんだ。たとえ、ひとりで行動していたとしても、お前たちは〝黄金の狼〟の一員なのだからな。

ツヴァイ：なるほど～、そうきたか（笑）。

ユンガー：ええ。解散しないのもありかな～、と途中から思ったんですよ。

エルザ：そうですね！　わたしたちは〝黄金の狼〟ですもんね。

ダイン：それで、隊長はこれからどうするんですか？

ユンガー：私はすぐにここを発って、カテナ隊長のあとを追おうと思う。

ダイン：やはりそうですか。では、あとのことはエルザさんにお任せすることになりますね。

エルザ：え？　ダインくんもどこかに行くの？

ダイン：ええ。私はツヴァイについて行こうと思います。

ツヴァイ：えぇ───っ！

ダイン：そんなに驚かなくてもいいでしょう。それに、私はカテナ殿どのに言われているんです。あなたを守るようにと。

ツヴァイ：え？　カテナ隊長、そんなこと言ってたっけ？

ダイン：いいえ。私が今思いついた設せつ定ていですから。

ツヴァイ：おいっ！（一同笑）

ダイン：まぁ、特にどこかに行くあてもないので、そういうのも面白いかと思いまして。完全にバラバラよりは、一組くらいコンビがあってもいいかなと（笑）。

ＧＭ：確かにそうだね。

ダイン：どうせ、ツヴァイはお母さんのところに向かわれるのでしょ？　さっきのアインのセリフからすると、バルムンクが何か企んでいるのは間ま違ちがいないですからね。守り兼けん回かい復ふく役やくの私がいた方が何かと安心でしょう。

ツヴァイ：ああ、助かる。ダインが来てくれるなら戦せん闘とうも楽になるしな。

ＧＭ：そんなツヴァイとダインの会話を聞いたミリアが苦しそうな、悲しそうな顔で呟つぶやきます。「ごめん、ボクは一いつ緒しよに行けない……」

ツヴァイ：分かってるって。ミリアはここで王妃様とその赤ちゃんを守ってくれ。それに、僕たちが帰ってきた時、この別荘を開けてもらわないといけないしな。

ＧＭ：「……分かった。でも、その代わりに約束して。必ず戻ってくるって！」

ツヴァイ：大だい丈じよう夫ぶだって、僕は必ず戻ってくるから。

ＧＭ：「本当だよ？」じっとツヴァイを見つめるミリア。

ツヴァイ：ああ。約束だ！

ＧＭ：「本当に約束だよ！」

エルザ：わたしも一緒にいけないです。王妃様のことが気になりますし、せめて赤ちゃんが生まれるまではここにいようと思います。

ＧＭ：「ありがとう、エルザさん」ミリアがペコリと頭を下げます。

エルザ：ここまで一緒にいたんですもの。やっぱり、赤ちゃんの顔が見たいじゃないですか。

ユンガー：よし。これで全員の行き先が決まったな。必ずここで再会すること──これは隊長としての命令だ！

一同：はいっ！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、みんなと別れたユンガーですが、まずはカテナと別れた場所に行くということでいいですか？

ユンガー：そうですね。今のところ、手掛かりがあるわけではないし、そこに向かうしかないかな。

ＧＭ：分かりました。では、ユンガーはカテナと別れたところまで戻もどり、さらにそこからカテナがアドルフィス──実じつ際さいには変へん装そうした〝銃剣ベイオネツト〟を追いかけた方角へと向かいます。

ユンガー：今から追いつければいいが……。

ＧＭ：あれから、数日経たっていますからね。それでも馬の足あし跡あとは残っているので、トラッキング──追つい跡せきすることはできます。その結果、ユンガーはひとつの死体を発見します。

ユンガー：死体？　まさかカテナ隊長ってことはないですよね。『ブレイク』に登場しているわけだし（笑）。

ＧＭ：もちろんカテナの死体ではありません。アドルフィス・ハーリング──〝銃剣ベイオネツト〟の死体ですね。魔法によって倒たおされています。

ユンガー：ということは、カテナ隊長が倒したってことか……。あれ？　でも『アルディオン大陸ガイド』にはアドルフィスが載のっていますよね。

ＧＭ：ええ。だから、ユンガーも数日後に知ることになります……。




　のちに〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟と呼よばれることになる、この事じ件けんは、アヴェルシア王国がレイウォール王国の属ぞく領りようとなることで、一いち応おうの決着を見る。

　事じ後ご処しよ理りのための調印式は、戦いくさの舞ぶ台たいとなった旧きゆうアヴェルシア王国の王おう城じようフェリストル城で行なわれた。

　アヴェルシア長老会議の長老たち、レイウォール王国、グラスウェルズ王国、調停役となったメルトランド王国を迎むかえて行なわれた調印式の場には、この戦でレイウォール軍の指し揮き官かんを務つとめたアドルフィス・ハーリングの姿すがたもあった。







◆Ending 03◆ノルウィッチへ




ＧＭ：次はツヴァイとダインのエンディングです。ふたりはラドフォード伯の別べつ荘そうを離はなれ、一路メルトランド王国のノルウィッチを目指します。

ダイン：ほぉ、あれがイザベラ・ノルウィッチ伯の居きよ城じようですか……。ものすごいものですね。北のファリストル城じよう砦さい、南のノルウィッチ城とはよく言ったものです。

エルザ：ファリストル城砦？

ＧＭ：メルトランド王国とグラスウェルズ王国の国こつ境きようにある難なん攻こう不ふ落らくの砦とりでで、その名前は〝長き砦〟を意味しています。ちなみに名前がよく似にているフェリストルの方は、その美しさから〝妖よう精せいの衣ころも〟を意味する言葉から名づけられました。

ツヴァイ：へぇ～、そうなんだ。

ＧＭ：いや、今考えました。

一同：おいっ！（笑）

ＧＭ：だって、しょうがないじゃないですか。似た名前をつけちゃったんだから。本になるまで気がつかなかったんですよ～（一同笑）。

ダイン：よくある、よくある（笑）。

ツヴァイ：まあ、それはともかくとして、まずは母さんのいる家に向かおう。

ダイン：アインの言っていたことが気になりますしね。

ツヴァイ：ああ、母さんは無ぶ事じだといいけど……。

ＧＭ：急いでツヴァイの家に向かうふたり。その姿を見たひとりの女じよ性せいが声を掛かけてくる。「あらあらあら……っ!?」

ツヴァイ：アルのおかんは出てこなくていいんだよっ！（一同笑）

エルザ：えっ！　わたしのお母さん？

ツヴァイ：くわしくは『最強のフィアンセ』を読んでください──ということで、ここでは無む視しするっ！

ＧＭ：しかたないですね。アルとエルザのお母さんの登場は次巻ということで（笑）。

ツヴァイ：当たり前だ！　とにかく家に向かう！　母さんっ！　ドンッ！（扉とびらを開ける音）




　ツヴァイは勢いきおいよく扉を開けた。

　だが、彼らを出で迎むかえてくれる者は誰だれもいない。争いごとでもあったのか、散らかり、テーブルやイスが壊こわれ、戸と棚だなも倒たおれていた。

　急いで家の中へとツヴァイは飛び込み、家中を捜さがし回まわった。しかし、どこにも求める母の姿はない。

　ツヴァイは、その場で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことしかできなかった。







◆Ending 04◆竜りゆうの光




ＧＭ：最後はエルザのエンディングになります。ラドフォード伯の別荘に残ったエルザは、時にはマリア王妃の話し相手になったり、ミリアと交替で外の様子を調べに行ったりと、それなりに忙いそがしい日々を送ることになります。

エルザ：結局、アヴェルシア王国って、レイウォール王国の属領になるんですよね。ラドフォード伯はどうなるんですか？

ＧＭ：ラドフォード伯領は、そのまま当主であるウォーレン・ラドフォード伯が統とう治ちすることになります。ほとんどの領りよう地ちに代官が派は遣けんされたことを考えると、特別のはからいという感じですね。ラドフォード家がアヴェルシア王家に繋つながりが深いということもあって、占せん領りようではないことを見せるためのレイウォールのパフォーマンスだと噂うわさする者もいます。

エルザ：まぁ、マリア王妃様が無事なら、それで問題なしです。

ＧＭ：そして、それから半年後。ラドフォード伯と一いつ緒しよにエルザとミリアは、とある部屋の外で待たされています。

エルザ：いよいよ出産ですね。

ＧＭ：はい。そして、部屋の前を落ち着きなく、ウロウロしているラドフォード伯がエルザとミリアの目の前に（笑）。

エルザ：伯はく爵しやく、少しは落ち着いたらどうですか？

ＧＭ：「ん？　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ。わしは落ち着いてるぞ」と言いながら、相変わらずウロウロする伯爵（一同笑）。

エルザ：まったくしょうがないなぁ～、みたいな感じで微笑ほほえましく、その様子を見ています。

ＧＭ：エルザの隣となりにいるミリアも、肩かたをすくめるようにしてエルザに笑い掛かけます。「エルザさん、本当にありがとう。あなたがいなかったら、ボクたちはどうなっていたか……」

エルザ：そ、そんなこと気にしないでください。ミリアちゃんは依い頼らい主ぬしでもあったけど、同じ〝黄金の狼〟の仲間じゃないですか。

ＧＭ：「仲間か……。ツヴァイくんたち、元気にしてるかな」天てん井じようを見上げながら、ポツリと呟つぶやくミリア。

エルザ：大丈夫ですよ。ダインくんも一緒だし、心配することはないと思います。

ＧＭ：「そうだよね。……まったく、手紙ひとつよこさないんだからっ！　今度会ったら怒おこってやる！」と、ミリアが頬ほおを膨ふくらませた時──「おぎゃー、おぎゃー！」部屋の中から大きな泣き声が聞こえてきます。

エルザ：わっ！　産まれた？

ＧＭ：「みたいだね」エルザと顔を見合わせて笑顔になるミリア。それからしばらく経たって、三人は部屋の中に通されます。ベッドには赤ちゃんを抱だいたマリア王妃の姿があります。

エルザ：男の子？　それとも女の子？

ＧＭ：「男の子です」エルザたちが見やすいように、マリア王妃は赤ちゃんの向きを変えてくれます。と、おくるみに包まれたその胸むねの上には、空色に輝かがやく竜りゆう輝き石せきが置かれているのが見えます。

[image: ]

エルザ：竜輝石？

ＧＭ：「ええ。もう国はなくなってしまいましたが、この石はこの子のものですから」マリア王妃の表情に、少しだけ悲しみが浮かびます。

エルザ：王妃様……。

ＧＭ：「そうだわ。もしよろしかったら、この子に名前をつけてくださいませんか？」重い雰ふん囲い気きを払ふつ拭しよくするようにマリア王妃がエルザに話しかけます。

エルザ：わ、わたしがっ!?

ＧＭ：「あなた方がいなければ、わたくしとこの子はすでにこの世にいなかったかもしれません。だから、この子の名前はあなたにつけていただきたいのです」

エルザ：ちょ、ちょっと待ってください！

ダイン：エルザさんは高名な魔法使いの弟子ですからね。賢者に子どもの名前をつけてもらうのはファンタジー設定的にもおかしくないですよ。クラスがセージなら、なおよしというところですが（笑）。

ＧＭ：「うん！　それはいいアイデアだね」「おぉ、それはいい！」ミリアとラドフォード伯も賛さん成せいしています（笑）。

エルザ：う～ん……（ＧＭに）今、考えないとダメですか？

ＧＭ：すぐにじゃなくてもいいですよ。あとでメールで送ってくださればＯＫです。

エルザ：分かりました。でも、わたしのつけた名前が歴史に残っちゃうんですね……。そう思うと、なんか責せき任にん重大ですね（笑）。

ＧＭ：そこまで気負わなくても大丈夫です（笑）。じゃあ、メール待ってますね。




　それからしばらくして、[image: ]よし村むらさんからメールが届とどきました。

　そのメールには……。




＊　　　＊　　　＊




　こうして、アヴェルシア王国のマリア王妃は、生まれ故こ郷きようであるラドフォード伯領に身を寄よせることとなった。だが、このことを知っているのは、ウォーレン・ラドフォード伯をはじめとするラドフォード伯領の数人、〝黄金の狼〟の傭兵たち、そしてバルムンクの〝火焔剣フランベルジユ〟のアインのみである。

　レイウォール王国の発表によれば、マリア王妃は全ぜん滅めつした傭よう兵へい隊たい〝黄金の狼〟を名乗る賊ぞくに拐かどわかされ行方不明となっている。だが、マリア王妃をわざわざレイウォール軍まで運び、そこから誘ゆう拐かいするという彼らの不ふ可か解かいな行動に関しては、いまだ誰も答えを出してはいない。

　マリア王妃が出産した男児は、のちに〝炎の申し子〟というふたつ名で知られることになる魔術師、エルザ・ブルックスによってウィルフレッドと名づけられた。

　本来であれば、アヴェルシア王国の将来を担う王子として、その誕生を大勢の国民により祝われたのであろうが、今はごくわずかの者が祝福するだけであった。

　そんな混乱の中で産まれた亡国の王子に、戦乱の続くアルディオン大陸を平和へと導くようにとの願いを込め、エルザは名前を贈った。

　ウィルフレッド──それは、〝平和への意い志し〟を意味した名前である。

　時に帝てい紀き八〇八年五月。アルディオン大陸に、ひとときの平和が訪おとずれていた。







『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

第四話「運命のカデンツァ」

─完─
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あとがき




　さて、まず最初に読者の方にお詫わびしなければならないことがあります。それは、第一巻かん『天に月、地に剣つるぎ』の、ふたつの大きな間ま違ちがいについてです。

　ひとつは第二話の成長点について。グレゴリーを倒たおしていないのに、グレゴリーの分が計算されています。単たん純じゆんにシナリオに書かれているものをコピーしたあとに、削けずり損そこねてしまったために起こったミスです。これついては二刷以い降こう、修しゆう正せいさせていただいています。

　そして、もうひとつはエルザがダメージを算出する時のダイスの数の間違いです。七つのはずが、なぜか八個このダイスを合計しています。おそらく、他のダイスと紛まぎれてしまい余よ分ぶんに数えてしまったのだと思います。

　なお、ダイスの数の間違いについては、誤字や脱字などと異なり、プレイ中の結果に関わってくる内容のため、二刷以降でも修正しておりません。

　改めて、深くお詫び申し上げます。




＊　　　＊　　　＊




　とゆーことで、気を取り直してここからは普ふ通つうのあとがきになります。

　この『アクロス』シリーズは、他の『無印』や『ブレイク』シリーズと大きく異ことなる点があります。それは『アリアンロッド・サガ』、そして『アリアンロッドＲＰＧ』の導どう入にゆう用として書かれているリプレイである──ということです。そのため、『アリアンロッドＲＰＧ』のルールを知らない人でも分かるようにと、ゲームの用語やルール、データなどの解かい説せつを、他の二シリーズに比くらべてかなり増ふやしてあります。

　そして、第一巻の『天に月、地に剣』、そして第二巻の『狼の魂たましい、竜りゆうの光』に掲けい載さいされているリプレイは、すべてダンジョンという『アリアンロッドＲＰＧ』における基き本ほん的てきな遊び方のバリエーションの紹しよう介かいでもあります。

『天に月、地に剣』では第一話が簡かん単たんな導入用ダンジョン、第二話が大きな屋や敷しきを舞ぶ台たいとしたダンジョンになっており、本書『狼の魂、竜の光』では広大なダンジョン、ダンジョン的メソッドで表ひよう現げんされたアウトフィールドとなっています。

　これらが、少しでもみなさまのシナリオ作りの参考になればと願っております。

　さて、ここからはいつものように各シナリオの解説となります。シナリオのネタバレになっていますので、本ほん編ぺんを読んだあとにこちらを読むようにお願いいたします。




●第三話「逃とう走そうのワルツ」

　先に書いたとおり、第三話は街の地下水路を利用した広大なダンジョンです。

　とはいえ、ただのダンジョン探たん索さくでは面白くないので、ふたつの攻こう略りやく法ほうを用意しました。ひとつは地下水路の地図を手に入れて突とつ破ぱする方法。もうひとつは地図なしで突破する方法です。ただし、本編のように逃にがし屋の目印を見つけ、その秘ひ密みつに気がつけば、地図がなくても迷まようことなく突破できるようになっています。

　また、それぞれの攻略法でガラリとダンジョンの仕様が変わることも特とく徴ちようになっています。地図を手に入れた場合は、トラップの大半は回かい避ひすることができますが（鉄てつ格ごう子しだけはどうしようもありませんが）、その代わり戦せん闘とうが多くなります。時間が掛かかってしまったことによるバルムンクの追つい撃げきは増ふえ、さらには出口付近での門番エネミー（スケルトンチャリオット）との戦闘、そしてクライマックスフェイズでの戦闘です。

　一方、矢印を見つけた場合は戦闘をかなり省くことができますが、クライマックスフェイズでは敵てきに挟きよう撃げきされ、緊きん張ちよう感のある戦闘が楽しめるようになっています。なお、地図どおりに進んだ場合、ＰＣたちのうしろから来たバルムンク兵とは別の場所で戦闘することになります。こちらはこちらで水路から落ちるかも──という状じよう況きようの中で戦闘することになります。

　このようにひとつのダンジョンでも、攻略方法を複ふく数すう用意しておくだけで、シナリオの印象がかなり変わります。ぜひ一度、お試しください。

　ちなみに、このシナリオのクライマックスフェイズでダインの《インデュア》が大だい活かつ躍やくしていますが、もし彼かれが《インデュア》を取得していなかった場合はかなり苦戦が強いられていたでしょう。ただし、ダインは《ポーションピッチ》を持っていますので、万ばん能のう薬やくを使用すれば何とかなること、また彼の役やく割わりからして《インデュア》を取るであろう、という推すい測そくがあったため、このような戦闘を用意してみました。

　あともうひとつ。このシナリオではＮＰＣを味方として使用する例にもなっています。本編中では書ききれませんでしたので、ここで改めて紹介しましょう。




①ＮＰＣの演えん出しゆつは基本的にＧＭが行なう

　まぁ、これは普通ですね。エキストラとして使う時と変わりません。




②ＮＰＣの判はん定ていのダイスは、プレイヤーが振ふる

　敵として使用する場合はもちろんＧＭが振りますが、味方として使用する場合はプレイヤーにダイスを振ってもらうことをお勧めします。結果によってシナリオの分ぶん岐きに影えい響きようしますし、対決の時に能のう動どう側と対たい応おう側の両方をＧＭが振るのはちょっと悲しいですから（笑）。

　誰だれに振ってもらうかは、プレイヤー同士で相談してもらうとよいでしょう。もちろん、持ち回りでも構かまいません。

　ただし、一回の戦闘ではひとりのプレイヤーが担たん当とうすることをお勧すすめします。行動順番の管理、ＨＰやＭＰの管理などが必要となるからです。同様の理由により、キャラクターシートやレコードシートはひとりのプレイヤーが担当するようにした方がいいでしょう。

　なお、使用に制せい限げんのあるスキルやフェイトなどの使用に関しては、担当しているプレイヤーがアイデアを出して他のプレイヤーに相談するなどのようにすれば、トラブルになりにくいです。ギルドスキルのように、ギルドマスターがそれらの最終決けつ定てい権けんを持つとしてもよいでしょう。




③成長点とレベルアップ

　成長点の計算時、ＮＰＣは勘かん定じように入れる必要はありません。なぜなら、成長点はプレイヤーに与あたえられるものだからです。ですから、プレイヤーの人数で合計を割わる時にＮＰＣの数を加えないようにしてください。

　なお、ＮＰＣの成長については、ＰＣのレベルに合わせて自動的に成長する方法と、ＧＭが成長点を消費する方法があります。もし、ＧＭがのちのちに自分のＰＣとして使用したいと思っているのであれば、成長点を消費した方がよいでしょう。




④ギルドでの扱あつかい

　これはプレイヤー同士で相談して決めてもらってください。基本的にはギルドメンバーとして扱あつかうことをお勧めします。本編中でもミリアはギルドメンバーとして扱あつかわれています。




　なお、このようなＮＰＣを登場させる時は、必ずキャラクターレベルはＰＣと同じか、それよりも低くし、パーティに足りない能のう力りよくを補ほ完かんするような立ち位置となるようにしましょう。主役はあくまでもＰＣです。その見せ場を奪うばうことがないよう、気をつけてください。




●第四話「運命のカデンツァ」

　一方、第四話はオープンフィールドを舞台とした変へん則そくダンジョンです。

　ダンジョンといえば、洞どう窟くつ、遺い跡せき、屋敷といった閉へい鎖さ空間を想そう像ぞうされるかもしれませんが、このシナリオのようにちょっと工夫すれば屋外のシナリオでも使用することができます。

　このシナリオでは分かりやすいように簡易化した地図を用意していますが、もちろん本格的な地図をいくつかのエリアに分けてプレイすることも可能です。

　もっとも、通つう常じようのダンジョンのような物理的な壁かべはありませんので、ＰＣが想定されているエリアから出ないように工夫しなければなりません。たとえば、第四話のシナリオで街道から外れるとか、川を下っていくとか、言い出した時のことも考えておく必要があります。

　一番簡単な方法は、決まった道以外の方法でエリアから出られないとすることです。あくまでも、シナリオのギミックとして屋外をダンジョンのように表現しているだけなので、ダンジョンと同じように遊んでくださいね、とお願いするわけです。これならば、他の部分を考える必要がなくなり、本ほん筋すじのイベントだけをじっくりと考えることができます。

　もし、それが不自然で嫌いやだということであれば、切り立った崖がけ、深い霧きり、湖などといった、ＰＣがその先に進むことができなくなるような物理的な障しよう害がいを設せつ定ていしてもよいでしょう。つまり、ダンジョンの壁に相当するものを用意してしまうわけです。プレイヤーから質しつ問もんがなかったので、リプレイ中には書いていませんが、本シナリオはこの方法を用いています。

　また、エリアから飛び出すこともイベントに含ふくめてしまうという方法もあります。道に迷まよって時間を浪ろう費ひしてしまう、ランダムで他のエリアに出るなど、これはこれで面白いダンジョンを作ることができます。

　みなさんもいろいろと考えて、自分なりの屋外ダンジョンを作ってみてください。

　そして、こちらのシナリオはといえば──はい、ＰＣたちの大勝利です！　馬車の調達、橋の破は壊かいなど、ＧＭの予想をはるかに上回るアイデアで、危き機きを乗のり越こえてくれました。屋外ダンジョンの一部イベントをアドリブで修正しなければならなくなったほどです。

　こういうＧＭの想定を上回るＰＣの行動がＧＭの楽しみのひとつであり、次のシナリオ作りの糧かてになるのですから、プレイヤーのみなさんには感かん謝しや、感謝です（笑）。

　しかし、第三話の矢印、第四話のさまざまなアイデア、アルが登場した時の反はん応のうと、[image: ]よし村むらさんには完全に脱だつ帽ぼうです。おかげで、毎回楽しくマスタリングさせていただいています。

　また、今回も隊長としてがんばってくださったユンガー役の矢薙さん、相変わらず八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくをするダイン役のえんどーちん、そしてだんだんと人として成長していく様子を演出してくれているツヴァイ役のきくたけさんも、ありがとうございました。

　また、今回も素す晴ばらしいイラストを描えがいてくださった植田亮りようさん、そして相変わらずご迷めい惑わくをかけっぱなしの編へん集しゆうやスタッフのみなさん、今後ともよろしくお願いいたします。

　そして、前ぜん巻かんに引き続き読んでくださった読者の方。今回で一度分かれることになった〝黄金の狼〟ですが、次の再さい会かいを楽しみにしていてください。本文中でも書いていますが、次巻ではさらに成長した彼らの姿すがたをお見せすることができるでしょう。

　では、次は『アクロス』の第三巻でお会いしましょう。




二〇〇九年四月　久保田悠羅







※注意：「アルディオンの勇者募集」は文庫版発売当時に開催されたもので、すでに終了しています。宛先なども当時のもので、現在は異なっています。当時の記録を残す目的で掲載しています。
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